


[image: ]







[image: ]





	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	




[image: ]







[image: 森口織人の陰陽道 巻ノに]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　目次





第一章　遥奈原初雪の陰陽道

第二章　〝妖怪〟達の陰陽道

第三章　森口織人の陰陽道　その２

あとがき劇場









[image: 第一章　『遥奈原初雪の陰陽道』]







　　　　[image: ]




『もしもし、お兄ちゃん？』

「どうしたんだい僕の妹よ？」

　妹の沙さ樹きから携けい帯たいに着信があったのは夜の十時〇三分。宿題を終わらせ暇ひまを持もて余あましていた僕、森もり口ぐち織おり人とはその時、近くのコンビニで週刊誌を立ち読みしていた。

『ふざけてないで大変なの！』

「……んんっ？」

　手に持っていた雑誌をラックに戻もどし、僕は眉まゆをひそめる。とは言ってもガラス越しにある夜の駐ちゆう車しや場じように目を凝こらしたわけじゃない。携帯から聞こえる妹の声から、いつものイタズラっぽさを感じなかったからだ。微かすかな予感に引かれて僕は会話を先回りしてみる。

「大変って、もしや、ついにお父さんが自分がゲイであることを告白したとか!?」

『そうそうお父さん四十八歳にしてやっと自分に正直にってバカか!!　死ぬがいい気持ち悪い!!　家族はどうなる!?　そうじゃなくって、き、来たの……!!』

「本当に!?　そうか、沙樹も高校一年でやっとか。よかったなぁ……」

『そうなのそうなの！　今日の夜食はお赤飯を炊たいてね？　いやあ一時はどうなるコトかと思ったけど、沙樹もこれでようやく女の子にってバカ!!　死ねェ!!　本当に最悪!!　付き合ってノリツッコミしてるコッチも最悪!!』

「で、用件は？」

『巫女さんが突然家に訪ねてきたの！　「織人さんいませんか!?」って！　で、沙樹はシドロモドロで「お兄ちゃんなら近くのコンビニに……」って言ったら、その人すぐさま走って行っちゃって、って……ね、ねえ！　聞いてるのお兄ちゃん？　ねぇってば！　すっごい美人だったよ!?　知り合いなのあの巫み女こさんと！　ちょっと、ちゃんと聞いてるの!?』

「初はつ雪きさん……」

　僕は息を飲んでしまっていた。

『え？　なに？　よく聞こえない!!　なんて言ったの？　パツキンさん!?』

　なぜなら、目の前の窓まどガラス越し、僕の視し界かいに、白びやく衣えに緋ひ色いろの袴はかま、長い黒くろ髪かみに黒くろ手て套ぶくろというイデタチをした、やんごとなき巫女さんが飛び込んで来たからだった。

「なんで、こんなトコロに、初雪さんが……!?」

　僕は自分の携帯を取り落としそうになり、慌あわててもう片かた方ほうの手で支ささえ、そのまま二つに折りたたむ。『ねえお兄ちゃんいいかげんに返事を──』という妹の声は途と切ぎれてしまうが、僕の意い識しきは既すでに、コンビニの扉とびらを押おし開あけ、中へ駆かけ込こんで来た巫み女こ服ふくの少女に奪うばわれている。

「え、ええとっ、は、初はつ雪き、さん……？」

　店員も驚おどろいているし、他のお客さんもぽかんと口を開けてしまっていた。

　一方、周囲の視し線せんを一身に集める奇き妙みような来店客は、白びやく衣えに包まれた胸むねに手を当てて、

「お、お、織おり人とさん……やっと、見つけ……」

　入り口から一歩、二歩、雑誌コーナーへと近づいて来ている。

　妹の沙さ樹きは、電話の向こうで彼女のコトを「すっごい美人」と表現していたけど、そうやって言葉にするのは簡かん単たんだった。僕の隣となりでファッション雑誌を開いていた会社帰りらしきスーツ姿すがたの女性が、初雪さんを視し界かいの中心に捉とらえたままごくりと唾つばを飲む。女の人でもそうなのだから、僕なんて呆あつ気けを通り越して、指先が痺しびれさえしている。

〝巫女服〟という、僕等からすれば異い次じ元げんの衣い装しようを身につけているにもかかわらず──いや、だからこそなのか──初雪さんは今こ宵よい、月夜の女神が舞まい降おりて来てしまったかのように、そこに君臨していた。

　彼女の息は今、控ひかえめに切れている。

　頰ほおは上じよう気きし桜色に染そまっていた。小さな唇くちびるはそれよりも少しだけ濃こいピンク。大きくて透すき通とおった瞳ひとみが見つめている先にいるのは、確たしかに僕、森もり口ぐち織人で、それに気付いた隣のスーツ姿の女性は、黒のジャージ上下姿という僕と、巫女服少女をはたはたと見比べている。

　ああ、そうですとも。

　今、あなたが読んでいる雑誌のモデルにもひけをとらないばかりか、もしかしたら誌面上の彼女達よりも見み目め麗うるわしいかもしれない女の子に名前を呼よばれたりするような人間には、僕はとてもじゃないけど見えないでしょうとも。

　けれども、確かに、高校二年生男子である僕は、その初雪さんと友達なのだ。悪いけれども。

「織人さん……」

　エアコンで冷やされたコンビニの空気を完全に塗ぬり替かえてしまっていた少女は再ふたたび、僕を呼んだ。

「初雪さん、どうしたんですか、こんな時間に、そんな格かつ好こうで……」

　渦うず巻まく僕の心中。気持ちと呼吸を整えたいのとはウラハラに、発した言葉には我ながら、大いに戸と惑まどいが浮うかんでしまっていた。

「ぃ、ぃえ、あの、これは、そ、その……」

　腰こしまで艶つややかに伸のびるストレートの黒くろ髪かみを揺ゆらし、初雪さんは自分が纏まとっている場ば違ちがいな衣装を隠かくすためなのか袖そで口ぐちをすりすりとさすり、なにかをためらっている。

　夜中のコンビニで、全身をピンク色に染めてまごまごする巫女服の少女を前に、僕が出来るコトはなんだったろう。僕も彼女に合わせて、ジャージから、いっそ神かん主ぬしなどの衣装に着き替がえて一いつ緒しよにもじもじするべきだったのだろうか。そうすればこちらの通路を覗のぞきに来ている茶ちや髪ぱつの女性店員はもちろん、アイスを買い物カゴに入れた上下スウェットなお風ふ呂ろ上あがりっぽい若わか奥おくさん風のお客さんから送られくる視し線せんをも、彼女からいくらか分散させられたかもしれない。

　けれど、僕は小こ銭ぜにと携けい帯たい以外は手ぶらでコンビニに来ていたし、そもそもそんな平安時代っぽい衣い装しようを持ってはいなかった。隣となりのＯＬさんに至いたっては、場の空気を察さつしたのか、読んでいた雑誌を置いて、そそっと僕の背はい後ご側がわへと移い動どうしている。

「……な？」

　気が付けば、コンビニ内の関心は、僕と巫み女こ服ふく少女に集約していた。なんとかしなければならなかった。

「あの、僕になにか用、とか……」

　僕は初はつ雪きさんのためにも、停てい滞たいしてしまっていた状じよう況きようを前進させようと試みる。すると、

「は、はい！　あの、私は、織おり人とさんに──」

　肋ろつ骨こつ内部に詰つまった臓ぞう器きが全て跳はね上あがる。

　やっぱり初雪さんは、こんな時間に、僕に会いに来たのだ。全ぜん神しん経けいが巫女服少女の言葉を聞きき漏もらすまいと研とぎ澄すまされる。

「ぁ……」

　と、彼女はつぶやいた。

「は……初雪、さん？」

　僕は一いつ瞬しゆん、きょとんとしてしまう。なにしろ初雪さんは背せ中なかをぴくんと跳ね上がらせ、そしてまさにたった今この状況に気が付いたとでも言わんばかりに、周囲を見回しているのだ。

「あ、あ、ああ……っ！」

　やがて少女は、なにかを恐おそれるようにじりじりと後ずさり、自分に視線を向けている茶ちや髪ぱつの店員とＯＬさん、そしてスウェットのお客さんに向かって、

「ち……違ちがうんです、私は、私は……っ！」

　小さく首を振ふる。彼女はそのままあたふたと後ろ手に扉とびらを押おし開あけ、

「そ、そんなコト、私は、してません！　これは、違うんですっ！」

　くるりと反転、コンビニを走り出た。

「ぇえっ、え、ええええッッ!?　ちょっとぉお!?」

　声を発したのは僕だけだが、おそらくソレを目もく撃げきしていた全員が心の中で叫さけんだに違いない。

　曰いわく、『あなたはいったいそんな格かつ好こうで、ここに何をしに来たの!?』

　夜のコンビニから一人の巫女服少女が走り出る。

　僕等の脳のう裏りに、彼女の強きよう烈れつなイメージは白い残ざん像ぞうになって残り続けていた。もちろん僕は初雪さんを慌あわてて追いかけるしかない。コンビニ店員やお客さん達が一いつ緒しよに出口まで出て、それを見守り見送ってくれているのが肌はだで解わかった。その期待に応こたえる為ためにも──というか、このまま初雪さんを放っておくわけにはいかなかった僕は、既すでに小さくなり始めている彼女の背を目指して、街灯が照らす夜の街を走る。

「待ってください初はつ雪きさんッ!!　いったいなにがあったんですか!?」

　それが解わからなければ話にならなかった。

　あと二時間程ほどで終わってしまうけど、今日という日は平日で、昼間、僕等は普ふ通つうに学校へ通っていた。そして僕の見ていた限かぎりでは、隣となりの席の彼女（もちろん学校では指定の制服を着た）遥はる奈な原ばら初雪さんは、それなりに平和な一日を過ごしていたハズだった。体育の授業も化学の実じつ験けんも、彼女はどうにか無事に乗り越えていたのだ。周囲のクラスメイト達から見れば、初雪さんの振ふる舞まいはいつも通り、エレガントな『遥奈原財閥グループ』の〝お嬢様〟に見えたコトだろう。彼女の『誰だれにも言うわけにはいかない秘ひ密みつ』を知ってしまっている僕としては、ココロ安らか＆平和なうちに終わろうとしていた今日一日に、充じゆう実じつ感かんすら感じていたのだ。

　それなのに、

「どうして、こんな……！」

　状じよう況きようは一変していた。初雪さんは街灯が照らす歩道を、既すでに僕より三十メートルも先行し、その差を今もぎゅんぎゅんと広げている。

「初雪さーんっ!!」

　歩行者用信号機も彼女を止めるコトはできなかった。彼女を先せん導どうするかのように次々と青に変わるゼブラゾーンは、僕が渡わたる直前で点てん滅めつを終えようとする。

「どうした織おり人とッ！」

　イッコウに巫み女こ服ふく少女に追いつけない僕の頭上からその時、重低音の管かん楽がつ器き的てきな声こわ色いろが降ふって来る。

「っ!?」

　見上げれば、そこにいたのは、民家の屛へいの上を僕と併へい走そうしている一匹の小動物だった。

　本来であれば、突とつ然ぜん自分の名前を呼よんでくる人外の存在が現れたら、「鬼き太た郎ろうさーん！」と叫さけんで最も寄よりの妖よう怪かいポストに一通の書しよ簡かんをしたためるべきだとは思うのだけど、

「気付かなかったんですかレキさん！　初雪さんです！　初雪さんが急にやって来て、突然走り出しちゃったんです！」

　僕はあたりまえのように、片かた目めが縦たて一いち文もん字じの傷きずで塞ふさがれている珍ちん妙みような小動物──四角いコンニャクである胴どう体たいをぷるりと震ふるわせる一匹の子こ狐ぎつね──へと応おう答とうしていた。当然ながら、尋じん常じようの生物ではない。彼は〝陰おん陽みよう師じ〟が使役する〝式しき神がみ〟という存そん在ざいだった。レキという名を持つ小動物型の〝式神〟は、驚おどろきのあまりコンニャクを波打たせつつ尻しつ尾ぽをぴんと立てると、

「なんだと!?　なぜお嬢様がこのような時間に!?」

　ぴょいっと屛から僕の肩かたに飛とび降おりてくる。

「ぃ痛いたたたたぁッ!?　ぼ、僕の肩にツメを立てないでください食い込んでいますツメが結けつ構こう深く食い込んでいますぅっ!!　っていうか、あなたが家うちのネコと一いつ緒しよに近所の野の良ら達と仕事もしないで遊んでるからこんなコトになってるんじゃないですか!?　レキさんは初はつ雪きさんの〝式しき神がみ〟なんでしょ!?　しっかりしてください！」

「おのれミーちゃんのコトを侮ぶ辱じよくするとはいくらお前でも許ゆるさんぞ織おり人と!!　彼女は野の良ら猫ねこではない！　きちんとした血けつ統とう書しよ付つきの家猫だ！　今すぐ訂てい正せいしろ！」

「黙だまってくださいこのこんにゃく狐ぎつね！　だいたいなんであなたは常つねに初雪さんにだけ《隠おん行ぎよう》を使って姿すがたを見せないんですか!!　面めん倒どうは全部僕に押おし付つけて!!　そういう卑ひ怯きようもいい加か減げんにしないとその胴どう体たいを醬しよう油ゆとみりんと鰹かつお節ぶしで美お味いしく煮に染しめますよ!?」

「望むところだ！　弱火でコトコトやってみろォォォオオオオッ!!」

　僕と式神が益やく体たいもなく憎にくまれ口ぐちを叩たたき合あうのは、焦あせりを互たがいにぶつけ合うほかにどうすることもできなかったからだ。初雪さんを追つい跡せきし続ける僕等は、いつのまにか住宅街を抜ぬけて、畑が点てん在ざいする郊こう外がいにまで達していたのだ。

「いくらなんでも、こんなに、逃にげなくたって……！」

「待て織人！　お嬢様の姿すがたが見えないぞ!?」

「はぇっ!?」

　懸けん命めいに走るコトばかりに気を取られていた。言われてみれば初雪さんの姿が無くなっている。

「え？　み、見失った!?」

　歩調を緩ゆるめ周囲に視し線せんを凝こらしても、そこには土の匂においを留とどめる休きゆう耕こう地ちが広がっているばかりで、夜目にも目立つ巫み女こ服ふくが消え失せている。

「そ、そんな……っ！」

　彼女が僕を訪たずねて来たからには絶ぜつ対たいに何かがあるハズだった。ましてやこんな夜中にあの初雪さんを一人にしてしまっては、おそらく、コトは彼女の一生を左右する。

「ということは、もしかして──」

　僕は賭かけに出る。大切な誰だれかを見失う、その時にするべきコトとは？　そう、

「──上かッ!?」

「織人、ふざけてる場合では──」

「ぃ、いたぁぁああッ!?」

　僕とレキの背はい後ごには、黒い空を衝つく送電鉄てつ塔とうがあった。見上げれば、その第一階かい層そうとも言うべき部分に、巫女服の少女はぶら下がっているのだ。

「ど、ど、ど、どうしたんですか初雪さんっ!!」

　僕は両手をメガホン状じようにして、鉄塔へと小走りで駆かけ寄よる。初雪さんは今や、校こう舎しや二階の手すりにしがみついているにも等しい高さで懸けん垂すい状じよう態たいで僕等を見下ろしているのだ。

「お、降おりられなく、なってしまいました……」

「なにをしてるんですか初雪さん!?　ま、待っててください！　いま、今誰か人を……、東京電力の人を呼よびますから……！」

　僕は、犬に吠ほえられて木の上に逃にげてそのまま降おりられなくなった仔こ猫ねこのようなクラスメイトを救すくうために、携けい帯たい電話をポケットから取り出す。

　しかし、

「駄だ目めです！　お願いですからここには誰だれも呼よばないでくださいっ！」

「でも！　初はつ雪きさんもう既すでに腕うでがぷるぷるしてるじゃないですか！」

「そ、そんなに私の腕はそんなにぷにぷにしてないですっ」

「ぷにぷにじゃありませんぷるぷるです！　だめです初雪さん！　そんな片腕を離はなして自分の二の腕とかを摘つまんでたらっ！　戻もどして戻して!!」

「は、ぅあ……っ！　お、織おり人とさんっ！」

　案あんの定じよう、片腕になってしまった初雪さんはずるずる、ずるずると、その支ささえを失い始め、ついには、

「きゃぁっ！」

「初雪さんッ!!」

　身体は、ひゅるりと自由落下を開始する。

　その一いつ瞬しゆん前まえに、僕と式しき神がみは共通の目的の為ために走っていた。

『レキさんっ！』

『応ッ！　砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》その十五、《強化外蒟蒻の術》ッ！』

　初雪さんの体重がいくら平へい均きんより軽いとは言っても、とてもじゃないけど僕の筋きん力りよくだけでは落下してくる初雪さんを支えきれない。それを補おぎなうべく、式神の術により僕の身体の外側、体たい節せつと筋きん脈みやくに薄い蒟蒻が巻まき付ついていく。僕は皮ひ膚ふの表面にこんにゃくの冷たさを感じながら、ダイビングキャッチの要よう領りようで草だらけの大地を蹴ける。僕はその時、式神によって強化された人間だった。間に合わないワケがなかった。

　ずどむっという衝しよう撃げきが、僕の全身に響ひびく。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　初雪さん」

　僕は、クラスメイトの女の子に尋たずねる。

「すっ、すいません織人さんッ!!」

「どうしてそんなに慌あわてているんですか？　初雪さん」

「だ、だって、私、ダイビングキャッチしてくれようとした織人さんの、背せ中なかに、落下してしまって、今も織人さんを下した敷じきに……！」

「いやいや、なにを言っているんですか初雪さん。これは計算通りです」

「でも、いつもより織人さん、口調がなんだか厳きびしいです！」

「それよりも初雪さん、お怪け我がなどありませんかな？」

「やっぱりいつもとちょっと違ちがいます織人さん！　やっぱり、失敗してしまったんですよね？　私を両手でダイビングキャッチで抱かかえるハズだったんですよね!?　や、やり直します！　私何度でもやり直します！　そうすれば、織おり人とさんも次はきっと成功して──」

「か、勘かん弁べんしてください初はつ雪きさん！　それよりも早く僕の上から降おりてくださいっ！」

「ああ！　いつもの織人さんが戻もどってきてくれた……！」

　僕の上からお尻しりをどけて、初雪さんは立ち上がる。式しき神がみに術じゆつを解とかれた僕もそれに続く。

「それより初雪さん、どうして突とつ然ぜんコンビニから走り出したり、あんな鉄てつ塔とうなんかによじ登ったりしたんですか？」

「い、言わなくちゃ、だめ、ですか……？」

　顔を赤らめて僕を見上げる初雪さんに僕は何な故ぜか罪ざい悪あく感かんを覚えてしまう。まるで幼いたい気けな少女に恥はずかしい告白を強要している錯さつ覚かくすら覚える。けれど、ここまで来て説明してもらわないのもかえって不自然な気がするし。

「聞かせてもらえると、嬉うれしいです」

　とりあえず、僕は心のままに答えた。

「……、わ、……私、疑われてしまったんです……」

　初雪さんは幾いくつかの躊躇ためらいを乗り越えた末に、僕に囁ささやいた。

「う、疑われて？」

「信じてください織人さん。私は、あのコンビニで、あの、その、万引きなんて、していません……！」

　巫み女こ服ふくの少女は僕のジャージの袖そでを両りよう腕うでで摑つかみ、すがるようにして打ち明ける。

「え、は？　ま、万引き!?　初雪さんが!?」

　たとえば今ここでどんな悪あく魔まと契けい約やくしたっていいのだけれど、それだけは無いと誓ちかえた。僕は知っている。初雪さんは『自分がそのような、万引き的なコトをするという状じよう況きようすら頭に思おもい浮うかべられない』、もっと言えば、あまりにも臆おく病びようすぎる女の子なのだ。その心こころ根ねはあまりにも悪事と呼よべる事こと柄がらに疎うといとも言えた。

　僕はそんな初雪さんのコトを、誰だれかに蔑ないがしろにされた気分になってしまい、

「そ、そりゃそうですよ！　するわけないというか出来るわけないじゃないですか初雪さんが万引きなんて！　そもそも、初雪さんは店内に入って、スグに外へ出ていっちゃったし──」

「でも！　でも、これ……っ！」

　どこにしまってあったのか。巫女服の彼女は透とう明めいな水が入った封ふう切きり前のペットボトルを取り出していて。

「それは『南アルプスの天然水』……ですか？　でも、これが、いったい──」

「このお水は、私がたまたま自分の家にあったのを持って来たものなんです。決して、あのコンビニで万引きしたものじゃないんですっ！」

　彼女は頰ほおを染そめたまま、黒いジャージの裾すそをたぐるようにして、ついには、僕の両腕を摑んで訴えてくる。

「え、あ、ちょっと、初はつ雪きさん……!?」

「でも、コ、コンビニの……あの店員さんと、実は万引きＧメンだったＯＬさんと、お風ふ呂ろ上あがりのお客さんは、いくら私が口で説明しても、解わかってはくれないんです……。『コンビニにあるものは、お金を払はらわなくちゃいけないんだよ？　お父さんとお母さんに習わなかったの？』って、言って……、ゆ、許ゆるして、くれないんですっ！　そして、『ちょっとこっちで話そうか』って、み、……店の、奥おくに、連れて、ぃ、行かれて……っ、『他にも隠かくしていないか確たしかめるから』って、なぜか、そのまま、私、服を着たままなのに、部へ屋やの真ん中に用意されていた、ぉ、お風呂に、入れられてしまって……っ。私、知ってるんです。滝たきに打たれる時もそうなんですが、この白びやく衣え、水に濡ぬれると、スグに透すけてしまって、な、なにも隠すことが、できなくなるんです……っ。天てん井じようには、た、たくさんの、防ぼう犯はんカメラがついています。そ、それは、証しよう拠このために全部、一部始終を録ろく画がするためで……」
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　それは怒ど濤とうの如ごとき、普ふ段だん物静かな初雪さんから溢あふれ出でる譫うわ言ごとのような状況説明だった。

　──僕はさっき、初雪さんのコトを『万引き的なコトをするという状じよう況きようすら頭に思おもい浮うかべられない、臆おく病びような女の子』的に表現したと思う。

　けれど、僕はそのコトについて一つの不安を抱かかえているのだ。

　いつか誰だれかが、『それは解ったけど、けど、だったら初雪さんはどんな女の子なの？』と、問とい質ただしてきやしないかという心配だ。

　もしそんなコトを聞かれたら、僕はこう答えるしかない。

『ええ、彼女はこういうコトならいくらでも思いついてしまう臆病な女の子だったりするのです』と。

　被ひ害がい妄もう想そうという言葉も、誇こ大だい妄想という意味すらも生ぬるい、それは彼女の特性だった。

「だ、だめです初はつ雪きさんッ!!　違ちがいます違います！　それ以上考えてはダメです!!」

　僕は必死になって、ガッチリとコチラの腕うでを摑つかみ続つづける彼女から逃のがれようとする。しかしああどうかあなた、この僕を助けを求める同級生の女の子を拒きよ否ひする非ひ情じような男と、誹そしらないで欲しい。

「お願いですから、とりあえず一いつ旦たんでいいですから、僕から手を離はなしてください……!!」

　彼女の特性は、ここからが真しん骨こつ頂ちようなのだ。

「わ、解わかっています……、それが私の《陰おん陽みよう師じとしての原初能のう力りよく》、ですから……。私が強く思ったコトは、触ふれた相手に流れ込んで、その情景が〝映像ビジヨン〟として、見えてしまうんですっ！」

　僕は息を飲んでしまう。初雪さんの言う通りなのだ。

　一番の問題はココだった。

　彼女の心が持っている特性は、確たしかに初雪さんを苦しめているだろう。

　けれども、それだけだったら、心に秘ひめておくことができればなんの問題もない。誰だって他人に言えない妄想くらいするものだ。それだけならば、なんの罪つみも被ひ害がいも出てこないだろう。

　そうなのだ。真に彼女を嘖さいなんでいるモノは別の部分にあるのだ。

　それは彼女の人生を、今もなお縛しばり続つづけている『触れた相手に想いが伝わってしまう』という特異体質。

　彼女が陰陽師であるが故ゆえの、それはいわば代だい償しようともいえる力だった。

「わ、解っているなら、ほら、離してください、ね!?」

　けれど、代償だからと言って、彼女をこのままにしておく訳わけにはいかなかった。僕は、初雪さんの思考を覗のぞき込こんでしまわないよう必死に身をよじる。

「でも、この両手を覆おおう手て套ぶくろをしている限かぎり、その《原初能力》は抑よく制せいされて、他人に伝わるコトは、あ、ありません。ただ一つの……例れい外がいを除のぞいて……」

　そう、そうなのだ。だから、僕は──！

「織おり人とさん、あなたです。織人さんにだけ、この手套の効こう果かがない。織人さんにだけは、私の能力が伝わってしまう……！」

　だからこそ僕は、一いつ刻こくも早く彼女から離れなければならなかった。

　流れ込んで来ている。

　確かに、彼女が言葉にした以上の〝映像〟が、僕には今も流れ込んで来ているのだ。眼がん球きゆうの網もう膜まくに映っているモノならば、目をつぶるコトで対処できる。けれど意い識しきに直ちよく接せつ流れ込んで来るモノから、僕はどうやって視し線せんを逸そらせばいいのだろう。

　──初はつ雪きさんは透とう明めいな猫ねこ脚あしのバスタブに、巫み女こ服ふくのまま浸つからされている。僕はそこにはいないのに、なぜか彼女のカラダを包むお湯の温度が感じられる。ぬるい。真夏のプールのように生温かい水が満たされた透明なガラス製のバスタブに、肩かたまで浸からせられている初雪さんは、優ゆう美びな白いひれを持つ熱帯魚のようだった。

　僕は初雪さんを今すぐにでもそこから助け出したかった。怯おびえる彼女を安心させたかった。けれども僕の脳のう髄ずいに映るそれは、まるで悪夢のように制せい御ぎよが効きかない。当たり前だ。これは初雪さんから一方的に流し込まれている〝映像ビジヨン〟なのだ。

　巫女服の彼女は逃にげ出だそうとバスタブの中で身動きするが、コンビニの店員さんとＯＬさん＆スウェットのお客さん＝イコール三人の万引きＧメンはそれを許ゆるさない。

　そして今より、この怯おびえ竦すくむ初雪さんへとさらなる調ちよう査さが開始されようとしているのだ。

「私も、こんなコト、こんな、人には言えないような、いやらしいコト……え、えっちなコトを、いっぱい考えてしまったら、だめだって、解わかっているんです……なのに、私、どうしようもなくて……。お願いです織おり人とさんっ！　け……軽けい蔑べつ、しないでください……。私、織人さんに軽蔑されたら……」

　──いったいなんなのだろう。初雪さんのいるバスタブの中に、どういうわけか黒々としたウナギの群むれが投入されようとしている。

「しないですしないです！　するわけないじゃないですか！」

「ほ、本当、ですか？」

　──初雪さんは、細く弱い悲鳴を上げていた。そのウナギは万引きＧメン達の切り札だという。服を着たままでも、隅すみから隅まで、隠かくした商品を探さがし出だしてくれる秘ひ密みつ兵器。優ゆうに三十匹はいるであろう訓くん練れんされたウナギが、水すい槽そうからバスタブにどぼどぼと投入される。狭せまい空間に逃げ場はない。あっというまに、初雪さんはウナギに取り囲まれ、そして、やすやすと服の内部に侵しん入にゆうを許ゆるしてしまっている。苦く悶もんの表情を浮うかべる巫女服の少女。

　一いつ刻こくも早くこの妄もう想そうを無きものにしなければ、初雪さんは自らの精せい神しんの中でギブアップしてしまいかねなかった。

「だって、その、えっと、コンビニとかで、ありますよそういう勘かん違ちがいは！　たとえば週刊誌をコンビニで買って、別の本屋に行く時とか、『これ、疑われないかな』とか思っちゃうこと！　説明をきちんとすれば、きっと店員さんも解ってくれます！」

「そう、ですか……？」

　──ウナギたちの脈みやく動どうが鎮しずまる。初雪さんは天てん井じようの防ぼう犯はんカメラをぼんやりと見上げている。

「だってほら、この初雪さんの持っている『南アルプスの天然水』って全然冷えてないじゃないですか！　お店にあるのは、みんな冷やしてあります。きっと家から持って来たものだって、信じてくれます！」

「本当……に？　織おり人とさんは、私を信じて、くれるんですか……!?」

「信じます！　信じますから、安心してください！」

「よ、よかった……」

　──ふわっと、〝映像ビジヨン〟がホワイトアウトする。

　初はつ雪きさんが、自じ縄じよう自じ縛ばくの状じよう態たいから解かい放ほうされたのだ。

『おい織人、つまりこれは、どういうコトなのだ？』

　肩けん上じようから《隠おん業ぎよう》によって迷めい彩さいされた式しき神がみが囁ささやき。僕は、まだドキドキしている鼓こ動どうの余よ韻いんを感じながら簡かん単たんに説明する。

『つまり、初雪さんは、コンビニに入ってきた瞬しゆん間かんに、自分は万引き犯はんと間ま違ちがわれたと勘かん違ちがいして、今の妄もう想そうを完成させて、そこから逃にげ出だしちゃったんです』

『……織人、我は〝式しき神がみ衆しゆう〟を代表して礼を言わせて貰もらう……。そしてお前を賞しよう賛さんさせてもらおう。お嬢様のこの状じよう況きようを、お前ほどスラスラ理り解かいできる者は、これまでいなかった!!』

　式神狐にどう答えていいか解わからず、戸と惑まどっていると、

「そうなんです。織人さんは、私を、いつも庇かばってくれるんです……」

　初雪さんはレキの呟つぶやきを聞いていたかのように安あん堵どの溜ため息いきをつき、僕の両手を握にぎりしめて、大きく深しん呼こ吸きゆうをしている。

「も、もちろんじゃないですか！　困こまっている時はお互たがい様さまです」

　送電鉄てつ塔とうの下、なんとか事じ態たいは収しゆう束そくしたみたいだった。僕は胸むねをなで下ろす。

「あ、ところで、そういえばどうして僕を訪たずねてきたんですか？　妹が言うには、最初は僕の家に来たと聞いたんですが──」

「……だから、織人さんは『初雪さんが万引きしていないと、証しよう明めいしてみせます』って、私を弁べん護ごしてくれるんです。でも、そうしたら織人さんまで、万引きのグルなんじゃないかと、疑われて、一いつ緒しよに、このお風ふ呂ろに入るようにって──」

　──再ふたたび、僕の脳のう髄ずいに〝映像〟が白く浮うかび上あがる。

「え？　あ、待ってください!?　まだ、終わってないんですかさっきの!!　ちょっと初雪さん！　僕は入りませんよそんなウナギのお風呂には！　もっと奥おくってなんですか!?　だめです！　僕に触ふれてはダメです！　しません！　僕はそういうコトをしないです！　お願いですから手を離はなしてくださいぃぃっ!!」




　──これは、誰だれにも言えない秘ひ密みつを抱かかえた陰おん陽みよう師じの少女、遥はる奈な原ばら初雪さんと、彼女の秘密を知ってしまい、唯ゆい一いつの友達となった僕、森もり口ぐち織人の二人に起こった、とある夜の物語。
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『ひとまず、僕の家、ここから近いので──』

　理由もなくいつまでも夜間、屋おく外がいを高校生の男女がウロウロしているわけにはいかないじゃないか。というコトで、僕はとりあえず、初はつ雪きさんを緊きん急きゆう避ひ難なん的てきに我が家へ連れて帰るコトにした。

　すると森もり口ぐち家けは、ちょっとしたパニックに陥おちいった。

「織おり人との父です！」

「織人の母です！」

「織人の妹です！」

「「「三人揃そろって、『パフューム』ですっ！」」」

「『パフューム』じゃないから！　三人は全然『パフューム』じゃないから！　みんなキメポーズとかもバラバラな僕の家族だから！」

　テンパりやすい自分の家族を訂てい正せいしつつ、僕は玄げん関かん先さきで、父母妹の三人に巫み女こ服ふく少女の説明を試みる。

「えっと、彼女は同じクラスの遥はる奈な原ばら初雪さんて言って、その、なんでこんな格かつ好こうをしてるかっていうと、初雪さんは、ほら、この間みんなでも行った山の上にあった『砂すな御み門かど大たい社しや』のお子さんで、ゆくゆくは神しん職しよくを継つがれるれっきとした〝巫み女こさん〟なんだよ。ほ、本当だよ!?　そ、それで、初雪さんとはクラスが一いつ緒しよで、隣となりの席で、今日は、ちょっとなんだか、急に用事ができたみたいで、こうして訪たずねてこられたんだけど……」

　後ろめたいコトなんて一切ないのに、僕は初雪さんに初めて自分の家族を見られてしまう緊きん張ちようでアタフタしてしまう（やっぱり僕もテンパりやすいこの家族の家系なのだ。）。

「いや、いくら織人のお友達だからって、こんな可愛かわいらしい女の子を十時も過ぎた夜遅おそい時間に家に上げるなんて非ひ常じよう識しきすぎる。遥奈原さんと言ったね。その用事は明日ではだめなのかな？」

　僕の父、普ふ通つうの常識人である森口高たか司しがそう言った、直後。

「ねえ、聞いて欲しいの」

　横合いから父を覗のぞき込こんだのは、僕の母である森口緯い央おだった。

「お母さんにはわかるの。この子はきっと、ここでこうしていることが非常識だというくらい、きっとわかっているのよ。でも、それでもなお、初雪ちゃんは織人に相談に来たのだわ」

「それは本当かい母さん！　うぅむぅ、そうか、ならばこうしよう！」

　母のグッジョブだった。父は腕うで組ぐみをして、一つ妙みよう案あんを披ひ露ろうした。

　結果、

「──……ねえ、お兄ちゃん。どうして、沙さ樹きの部へ屋やでなの……？」

　僕と初はつ雪きさんが通されたのは、妹、沙樹の部屋だった。

「それはお父さんに聞きなさい」

　おそらくこれは、年とし頃ごろの男女を夜遅おそくに同室させるわけにはいかないという常じよう識しきを、『悩なやみ事ごとを抱かかえた後輩の女の子（沙樹）の元に、彼女を心配した先輩（初雪さん）が、夜遅いにもかかわらず、相談相手としてやってきた』と、解かい釈しやくしなおすコトによって、どうにか解決しようとした父・高たか司しが辿たどり着ついた彼なり結論だったのだろう。最終的にはなにも解決していないのだけれども、僕はこんな父を、結けつ構こう尊そん敬けいしていたりいる。

　しかも、

「なんで、お赤せき飯はん……？」

　小さなテーブルの上には、お客さんに出されるお茶ちや菓が子しとして、なぜか蒸ふかしたてのお赤飯が出されていた。

「それは沙樹にも、よくわからないよ……？」

　こんな夜遅くに、僕のいない我が家でどのような喜き劇げきが展てん開かいされていたのだろうか、知りたくはない。

「そ、それよりも遥はる奈な原ばらさん!?　お兄ちゃんが、へ、変なことしたら、大きな声で沙さ樹きとお父さんとお母さんを呼よんでね!?　ドアも開けっ放しにしておくから、なにかあったらすぐに駆かけむぐぅぐぅ！　やめてお兄ちゃん！　なにするの！　沙樹もこの部へ屋やにいるっ！　だってここは沙樹の部屋なんだよ!?　離はなして！　離してってばぁぁー……！」
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　僕は妹を部屋から引きずり出し、がちゃりとドアを閉めさせてもらう。

「ごめんね、なんだか家族が、うるさくて……」

　僕がテーブルの向かいに戻もどると、初雪さんは恥はずかしそうにふるふると首を振ふった。

「で、初雪さん」

「はい……」

　初雪さんが居い住ずまいを正すの見て、僕も背せ筋すじを伸のばす。女の子っぽい妹の六ろく畳じよう間まの空気が少しだけ引ひき締しまる。

「これ以上織おり人とさんに迷めい惑わくをかけない為ためにも、きちんとお話ししたいと思います」

　初雪さんは言った。




「この街に今、〝妖よう怪かい〟がいます」




　僕の肩かたに乗るレキさん（もちろん今、初雪さんはこの狐きつねに気付いていない）が、ぴくりと耳を反はん応のうさせる。

　僕も軽く息を止め、飲む。

「織人さんは、町外れにある『嘉か多た栗くり病院』を知っていますか？」

「カタクリ病院？　いえ、知りませんが……」

「十年ほど前に閉へい鎖さされた病院で、今は廃はい墟きよになっています」

　初雪さんは僕が転校生だというコトを思い出したらしい。補ほ足そく説明を入れ、それから、本題に入る。

「〝妖怪〟は、どうやらその廃はい病院に住み着いたらしいのです」




　　　　　●




　僕の家から歩いて二十分のトコロに、件くだんの廃墟、『嘉多栗病院』はあった。

　彼女の言った通り、施し設せつは閉鎖されてから随ずい分ぶんと経たっているようだった。『夜も遅おそいし、初雪さんを家まで送ってくる』という名目で転がしてきた自転車を足場に、門を乗り越え踏ふみ入いった敷しき地ち内ない。Ｌ字型をした四階建ての大きな病びよう棟とうは、山林を背せにしているせいもあり半ば以上に自然に還かえろうとしている。

『どうですかレキさん』

『〝妖よう怪かい〟がいるとすればおそらく病びよう棟とうの中だろう。ここではまだ臭い気配は感じられないな』

　そうやって、〝式しき神がみ〟を肩かたに乗せた僕が、夜空を背せ負おう黒々とした異い容ようを広げる『嘉か多た栗くり病院』を見上げていると、

「待ってください織おり人とさん……っ！」

　鉄門を調べていたらしい巫み女こ服ふくの少女が、先に歩いて行ってしまった僕へと追いつく。ついつい先に進んでしまった僕は「あ、ご、ごめんなさい……」と、なんだかセツナイ表情をした彼女へ謝あやまる。けれど、初はつ雪きさんはそれを跳はね返かえすようにして、

「違ちがうんです織人さん！　私も最初は、一いつ緒しよについて来てもらいたくて、織人さんの家を訪たずねました。それは認みとめます」

　巫女服の少女は、少しだけ語調強く、僕に詰つめ寄よって来た。

「けれど、『織人さんと一緒に行くように』というのは、勒ろく天てんさんに今回の件けんを報ほう告こくした際さいの対たい処しよ指し示じであって、私の本意ではありません……。私は、思い直したんです。これ以上、……学校生活以外でも、織人さんに、迷めい惑わくをおかけしてしまうわけには──」

　初雪さんの言った『勒天さん』というのは彼女の乳う母ばである『砂すな御み門かど大たい社しや』の巫女さんのコトだった。

　勒天さんには僕も数回お会いしたことあるけれど、なんだか独特の迫はく力りよくを持った人で（というか実は式しき神がみで）、目も眩くらむような金色の髪かみをおさげにした、年ねん齢れい不ふ詳しようの女性だった。

　ちなみに、僕は勒天さんから今夜のコトについて連れん絡らくなど一切貰もらっていない。だから、あの人が何を理由に、初雪さんに僕を誘さそえと助言したのかは、よくは解わからないけれど──

「初雪さん」

　このまま最後まで初雪さんに言わせてしまうと、僕はこのまま帰らなくてはいけなくなるかもしれなかったから、しかたがない。

「な、なんでしょう、織人さん……」

「僕は〝妖怪退たい治じ〟とか、そういうのはできません。けれど、それ以外のコトなら、初雪さんを助けられると思うんです」

「で、ですが……」

　僕は首くび筋すじを搔かきながら、ちょっとためらいつつ、切り出してみる。

「僕はさっきのコンビニでの出来事みたいなコトがあるかと思うと、こんな夜遅おそくに初雪さんを一人にできないというか……、それに……」

　思い切ったハズなのに、ちょっとためらっただけで言葉の接つぎ穂ほを失う。これ以上のコトを言うのが、少し恥はずかしくなってしまったからだ。

「そ、それに……なんですか」

　けれど当然の如ごとく、初雪さんは促うながしてくる。だから僕は、ためらいがちに、

「さっき、初雪さんが──」

　と、再ふたたび彼女へ顔を上げ、言葉の接つぎ穂ほを見つけて口を開きかけた、その時。

　ごちゃりと。

「──う、うわぁああああああッ!?」

　病びよう棟とうに背せを向けていた僕の後方で、突とつ然ぜんの奇き音おん。僕は思わず悲鳴を上げてしまうハメになった。

「ど、ど、どうしたんですか織おり人とさん!?」

「今、そっちの方で、へ、変な、音が、しませんでしたか……？」

　我ながらスゴク情なさけないコトに、おそらくへっぴり腰ごしになっている。

「変な、音が？」

　初はつ雪きさんはすれ違ちがうようにして、僕が指さした地点へと進み、しゃがみ込んだ。

「この廃はい病院には、……やはり、何者かが潜ひそんでいるようです」

　彼女が立ち上がるのと同時に、僕は絶ぜつ句くしてしまう。なにも、初雪さんの『何者かが潜んでいる』という断だん定ていに言葉を失ったわけじゃない。

「……は、初雪さん、そ、それはっ!?」

　こちらを振ふり返かえった巫女服の少女が、その手にしていたモノは、

「あ、脚あし!?　人間の脚じゃないですか!?」

「おちついてください織人さん、これは人体模も型けいです」

「へ……、え？」

　よくよく観察してみれば、彼女の言うとおりだった。初雪さんが抱かかえていたのは、保健室にあるような作り物の脚だったのだ。僕の顔は一いつ瞬しゆんで赤くなる。暗いから初雪さんには解わからないかもしれないけど、これは相当恥はずかしい。

「ここを見てください」

　そんな僕をさておき、初雪さんは手にした模型の先せん端たんを指さしている。

「つま先に、湿った土がこびり付いています。そしてこの地面……。この凹くぼみからすると、病棟から、私達めがけて投げつけたのでしょう」

「初雪さんっ!!」

　僕は咄とつ嗟さに初雪さんの腕うでを摑つかんで強く引く。その瞬しゆん間かん「お、織人さんっ!?」と、驚おどろく彼女の側頭部を、胴どう体たいの模型が掠かすめる。〈がちゃんっ！〉と地面に衝しよう突とつ、内部の臓ぞう器き模型をまき散らす。

「こっちです、走ってくださいっ！」

　そんなコトしたくなかったけど、僕は走りながら顔を上げて病院を仰あおぐ。やっぱり見るんじゃなかった。反社会的なロックバンドのＰＶを鑑かん賞しようしてるような光景。次々と病院の割れた窓まどから、あらゆる人体模型が、僕等へ向けて降ふり注そそいできていた。

　僕は初雪さんの手を引いたまま、模型を避よけつつ廃病院の正面入り口、ロータリーになり広く張はり出だした屋根の下まで走はしり抜ぬける。

「こ、ここまでくれば……」

　コンクリートの屋根にごしゃっ！　ばきんっ！　と、人体模も型けいが砕くだける音がしばらく続き、やがて止んだ。

「……初はつ雪きさん、だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　鼓こ動どうはどくんどくんを通り越し、もはや脈みやく動どうに合わせて誰だれかに心しん臓ぞうをデコピンされているんじゃないかというくらい激はげしく痛いたんだ。

「はい、平気です……」

〝陰おん陽みよう師じ〟である彼女にとっても、今のは結けつ構こうなホラー体たい験けんだったのだろう。僕の手に、黒くろ手て套ぶくろに覆おおわれたすべすべの手の平は痛いくらいに、食い込んでいる。

　そして、それに気が付いたのは、どちらが先だろう。

　お互たがいの視し線せんが繫つながり合あっていた。

　瞬しゆん間かん、熱が発生したかのように触ふれ合あっていた手のひらが意い識しきされ、はっと、僕と初雪さんは、その手を引っ込め合うのだ。

「あ、ありがとうございます。織人、さん……」

「いぃ、いえっ！　どう、いたしまして……」

　柔やわらかな余よ韻いんを残す自分の手の平を、僕は思わずさすってしまう。彼女も、片かた腕うでを抱だきしめるように身をすくめていた。

「というか、門の方じゃなくて、思わず病院に走っちゃったのは、どうかとは思うんですが……」

「い、いえ、これが、正せい解かいです織人さん……」

　会話を交わしつつ、お互い背せを向け合うわけではなく、けれど向き合うわけでもない、上からみればちょうど外向きでハの字的な立ち位置になってしまった僕と初雪さん。

　そっと彼女をうかがえば、突とつ然ぜんのダッシュのせいか紅あかく染そまった顔で、初雪さんもゆっくりと僕に首を向けていたトコロだった。

「って、あ、あれ……？　は、初雪さん？」

「こ、今度はどうされましたか？　織人さん」

　それは、

　一見しただけでは『空から降ふる模型』ほど簡かん単たんに、良い報しらせなのか悪い報せなのか、判はん断だんできないトコロに、問題があった。

　とにかくその時、僕は口をぱくぱくさせていたと思う。

「は、初雪さん、あの、髪かみの毛……が、なんだか、あ、あれ!?　さっきまで、そういう風じゃ、なかったですよ、ね……!?」

　僕はそれを見て呼吸すら危あやうくなっているというのに、初雪さんは全く驚おどろいている様子がなかった。

　その〝怪かい現げん象しよう〟は、初はつ雪きさんの髪かみの毛に現れていたのだ。

　混こん乱らんする僕に、陰おん陽みよう少女は慌あわてて告げる。

「私がこの病院の〝妖怪〟に気付いたのも、もとはと言えば……、こ、これが反はん応のうしたからなんです……」

　初雪さんの腰こしまで届とどく黒髪の一部、一ひと房ふさが、まるで生き物のように蠢うごめいていた。

　それはなんというか、兎うさぎの長耳にも似にた位置で〈ふよふよ〉と帯おび状じようになって滞たい空くうしているのだ。

「陰おん陽みよう師じにとって、……毛もう髪はつの類たぐいは、一種の〝感覚器官〟であると、言われています……」

　彼女は、まるで意志を持ったかのような帯状の髪の毛を、なだめるように見つめながら、

「視し覚かく、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく、味覚。それ以外……五感では、捉とらえられない第六感。《霊れい覚かく》を有するのが、陰陽師の毛髪……」

　さらによく目を凝こらせば、奇き妙みような動きを続ける初雪さんの艶つやめく帯状の髪は、鋭するどい先せん端たんをくねくね、まるでガイド矢印のように病院の中を指し示す。

「〝眼がん球きゆう〟に《視覚》があるように、こ、この、毛髪には──陰陽師はこれを〝黝ゆう燐りん〟と呼よびますが──《霊覚》がある、のです……」

「な、なるほど……」

　これは僕の、それこそ感覚でしかないのだけれど、説明を受けて改めて見直してみれば、初雪さんの感覚器である〝黝燐〟は、なんだかすごく、精せい度どが良さそうな印いん象しようを受ける。薄うすく帯のように変化した彼女の黒髪は、まるで空気の流れの中を巧たくみに泳ぐ魚のようで──

「あ、あまり……見ないで、ください、織おり人とさん……」

「ぇえ、あっ、ご、ごめんなさい!?」

　初雪さんはいつの間にか、身をすくめ、顔を俯うつむかせて赤くなっていた。なぜか、黝燐を観察されることが、とても恥はずかしいらしいのだ。

「……ん？　え、あれ……!?」

　そして僕は──もうこれ以上の異い変へんには気付きたくはなかったのだけれども──またしても新たな、別の変事に気が付く。気が付いてしまう。

「初雪さん、これって……」

　巫女服少女の長い黒髪〝黝燐〟、院内を指し示す髪の毛が《兎の右耳》だったとすれば、それは《左の長い耳》だった。

　彼女の髪からは、もう一房の帯が派は生せいしていて、その黒い帯の先端は流れ流れて、

「なんで、僕の左ひだり腕うでに、巻まき付ついているんですか……？　これにもなにか、他の効こう果かがあったり？」

「……え、え？　あ……っ!!」

　けれどそれは、本体でもある初はつ雪きさんにも、どうやら予想外のコトだったみたいで。

「な、どうし……て、だめっ！　織おり人とさんから、は、……離はなれてっ！」

　初雪さんはこれ以上ないくらい、それこそ、発光するんじゃないかと心配になるくらい頰ほおをピンク色に染そめて、帯おび状じように変化した自分の髪かみの毛を黒くろ革かわ手て套ぶくろに覆おおわれた両手でむんずと摑つかむ。

「すいません織人さん……！　あ、あの、こ、これは……っ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。これって、初雪さんが操あやつっているんじゃないんですか？」

「ち、ちがいます！　わ、私は、そんな、恐こわいから織人さんにくっつきたいとか、そういうことは全然考えて、いないんです……っ！」

「あ、初雪さんっ！　自分の髪だからって、そんなに乱らん暴ぼうにしたら……！　ほら、絡からまっちゃいますよ、ここは、こうやって──」

　今やおそらく二倍くらいの長さになって僕の腕に巻まき付ついている彼女の黒髪に、僕は右手でそうっと触ふれる。すると、

「ひゃぅっぅう！　……お、織人さん、す、すいません……っ！　あ、あまり、強く、しないで、ください、ますか……？」

「あ、ご、ごめん！　髪の毛が引ひっ張ぱられるよね!?」

「は、はい……、そう、なんです。あの、できれば触れないように、して、くださると……っ」

　おそらく想像するに、今の初雪さんの髪の毛には《霊れい的てき》に神しん経けいが通ってしまっている状じよう態たいなのだろう。ラジオのアンテナに触さわると雑音が入ってしまうように、うかつに触れると感覚にノイズが混まじってしまうのかもしれなかった。

　僕はできるだけ注意深く、行動することにする。

「でも、これ、すごいがっちり、絡みついてきてるんですけど……」

「し、しかたが、ありま、せん……。織人さん、もし、よろしければ、そのまま、ついて来て、くださいますか……？」

「う、うん！　僕はそのつもりだったから、構かまわないけど……」

　割れたガラスと窓まど枠わくをまたいで、僕等は廃はい病院の内部に侵しん入にゆうする。

　待合いベンチの並ならぶ受付ホールを行く初雪さんと僕を導みちびくのは、もちろん彼女の〝黝ゆう燐りん〟だった。

『今さらだが、我からも問わせてもらう。いいのか織人。勒ろく天てんの要よう請せいとはいえ、このようなコトに付き合わせてしまって』

　道中、本当に今さらながら、右みぎ肩かたに乗る、僕にだけしか見えない式しき神がみが低く囁ささやいてくる。

『僕だけじゃなにができるかわからないけど、レキさんもいるし、そもそも、同級生の女の子を一人で行かせられません』

『では先ほど、人形の手て脚あしが降ふってくる直前に言いかけたのは、なんだったのだ？』

『……レキさんも知っているコトです。後でちゃんと話します。それよりも、今は──』

　僕は式しき神がみに向けていた意い識しきを、巫み女こ服ふくの少女へと戻もどす。

「初はつ雪きさん、本当に平気ですか？　ちょっと、息が乱みだれてる気が……」

「は、はい……、平気です……。織おり人とさんも、足元に、お気をつけ、ください……」

　彼女もどうやら緊きん張ちようしているようだった。考えてみれば当たり前だった。ここは言わば、敵てき地ちと言ってもいい環かん境きようで、相手は既すでにコチラに気付いているのが現げん状じようなのだ。

　僕も十分周囲に気を巡めぐらせて、初雪さんの手助けにならなくてはいけない。

　幸いなことに病院の内部は、瞳ひとみが暗さに慣なれてきたのか、だいぶ夜よ目めが利きいて見通しが良かった。

　おそらく、一人では恐こわくて一歩も動けなかったろうけど、初雪さんと一いつ緒しよにいると──そして、初雪さんの髪かみの毛に巻まき付つかれていると──不思議と、一歩一歩を進み出す勇気を出すことができた。

　そして改めて観察すれば、病院内は不思議なほど、片かた付づいていなかった。

　どのような理由なのかは見当もつかないけどれも、院内にはシーツを載のせたワゴンや公衆電話、花か瓶びんやカルテ、本ほん棚だなの中には古い雑誌までもが朽くちた形でそのまま残っているのだ。

　初雪さんのたなびく黒髪は（もちろんなんだろうけど）そういう雑多なモノには目もくれず、院内を進む。階かい段だんも登る。

　やがて、僕等が辿たどり着ついたのは、四階に位置する病室の一つ。入院患かん者じやさんが割り当てられるらしい、小さめの部へ屋やの前だった。

「ここ、みたいだね」

「行きましょう、織人さん……」

　室内は四人部屋だったようだ。山折りに畳たたまれた錆さびだらけのベッドが四つほど、部屋の隅すみに寄せてある。初雪さんの霊れい覚かく器官である〝黝ゆう燐りん〟は、そんな小さな教室ほどもある室内の、右手側の奥おく隅すみへと、僕達を導みちびこうとしていた。

　僕は埃ほこりっぽい空気の中、固い唾つばを嚥えん下げする。

「もしかして、あそこに、〝妖よう怪かい〟が？」

「ど、どうやら、そのよう、です……」

　導かれるまま移い動どうした僕等の目の前にあったのは、入院患者さんが私物を収しゆう納のうする移動型のラックだった。その下げ段だんにある簡かん易いロッカーに、〝妖怪アンテナ〟は波打つように激はげしく反はん応のうしていて、それにあわせて、なんだか初雪さんもずっと辛つらそうに顔を伏ふせていたりする。

「こ、この中に……」

　はっきり言って僕は混こん乱らんしていた。ここまで来れば普ふ通つう、妖怪の方から姿すがたを見せるものなんじゃないのだろうかとさえ思った。まったくもってこれじゃあホラー映画だった。

　そして、だとすれば、それは僕の役目だった。

「じゃ、じゃあ、開けてみます。初はつ雪きさんは、準じゆん備びしておいてください」

「は、はい……！」

　初雪さんは懐ふところから一つの〝神しん具ぐ〟を取り出す。それは三さん対ついの金剛杵バジユラを中央で等とう間かん隔かくに交差させ、外がい郭かくを縁ふち取どるコトで形づくった、雪の結けつ晶しようのような〝輪りん宝ぼう〟という道具だった。

「いきますよ？」

　僕はそれを確かく認にんし、意を決してロッカーに手をかけ、

「それッ!!」

　ばがんと開けば、中からどさどさどさっ！　と、何かが床ゆかに溢あふれて広がった。

「…………っ!?」

「…………ッ!!」

　割れた窓まどから差し込む月明かりに照らされたそれを見て、僕等は等しく絶ぜつ句くする。

「な、あ……？」

　それは、雑誌の束だった。

「ちょっと」

　状じよう況きようの理り解かいが進めば進むほど、僕の混乱は増ますことになった。

「こ、これって──」

　ロッカーから床にばらまかれたモノは、

「──なんというか、いわゆる……」

　今では、コンビニなどで立ち読みできないよう、ビニールテープで端はしっこを閉じられてしまっているタグイの雑誌だったのだ。──いや、この、今床に広がったレベルの雑誌は、もしかしたらコンビニには置けない、置いては、いけない種類の、雑誌かも、しれない。広がった誌面から立たち昇のぼる匂においというべきなのか。およそ五十冊さつはあるのではないかという書しよ籍せきが展てん開かいされた室内は、あっというまにフェティッシュというか、マニアックな空気が覆おおい尽つくしてしまうほど、オーラを持っていたのだ。つまり、これらは、

「いわゆる、えっちな雑誌ですよね……」

「ち、ちがいますっ！」

　初雪さんは小こ刻きざみに首を振ふるけれども、

「違わないですよ!?　これ、どう見ても、十六歳の僕等では、あと二年経たたなければ自分のモノにできないといわれている雑誌じゃないですか!!」

「いいえ、こ、これは、これらの雑誌は……っ」

「あ、だっ！　ダメです初雪さん！　めくって中を見たりしたら、だめですって!!」

「全部、〝妖よう怪かい〟なんです！」

「なっ!?　ぇえええええッ!?　こ、これが、全部妖怪っ!?　まさか、そんなッ!!」

「だって、私のこの髪かみは、〝黝ゆう燐りん〟は、霊れい覚かく器官なんですっ！　霊れい気きを持つ、妖怪にだけ反はん応のうする感かん覚かく器官なんですよ!?」

「た、確たしかに、理論的に言えば、そうなりますけど……」

「じゃなかったら、私のコレはただの〝妖よう怪かいに反はん応のうする感覚器〟じゃなくて、〝隠かくしてあるえっちな雑誌に反応する感覚器〟になってしまいますっ！　そ、そんなの、なんになるんですか!?　だからこの雑誌は〝妖怪〟なんです！　理論的に調ちよう伏ふくします！　今から私が全て調伏します！（輪りん宝ぼうを構かまえ）『掛かけ巻まくも、稜あやに畏かしこき木コノ花ハナ咲サク耶ヤ姫ヒメノ命ミコトの御み前まえに拝をろがみ奉まつりて、恐かしこみ恐かしこみ──』」

「待って待って待って!!　ストーップ初はつ雪きさんッ!!　落ち着いて。誰だれにだって間ま違ちがいはあるから!!」

　僕はもう初雪さんを羽は交がい締じめにするしかなかった。そして、初めて陰おん陽みよう師じを羽交い締めにして気付いたのだけれど、白びやく衣えの袂たもとがからまって、これはすごくやりづらい。皆みなさんも一度機会があったらやってみてください。解わかるから。

「でも違うんです織おり人とさんっ！　私はこんな夜遅おそく廃はい病院でこういうモノを見つけたくてやって来たんじゃないんです……!!　信じてくださいっ！　だって、織人さんにも付いてきてもらって、こんな……っ」

　こうなってしまうと初雪さんもただの駄だ々だっ子こだった。けれどしかたのないことだろう。もし初雪さんと僕の立場が逆ぎやくだったら、──つまり、異い性せいと一いつ緒しよに夜の廃病院で、目的のモノがこのような雑誌だった場合──妖怪認定されるのは、この僕だったかもしれない。想そう像ぞうだけで身み震ぶるいできる。ともあれ、

「信じます！　僕は信じますから！　そうです、初雪さんはこの病院にえっちな雑誌を見つけに来たんじゃなければ、えっちな雑誌を調伏しに来たんでもない！　ここに巣すくう〝妖怪〟を調伏しに来た!!　そうですよね!?」

「は、はい……!!　私はえっち雑誌じゃなくて、妖怪を調伏しにきたんです……！」

　気持ちの切きり替かえができたらしい。僕は両りよう腕うでの力を抜ぬいて、初雪さんを自由にする。……よし、もう暴あばれない。初雪さんは乱みだれた髪かみを整え、

「あ、でもきっと、このえっち雑誌達は、このようなカタチをした〝憑つ狗く模も神がみ〟なのかもしれなくて……っふやぁ、ゃ、ぁ、ぃっっん……っ！」

　その瞬しゆん間かん、床に広がった雑誌へしきりに反応していた〝黝ゆう燐りん〟、そして僕の腕うでに絡からみついていた方の黒くろ髪かみに突とつ然ぜん、〈ばりばりっ〉と、細いイナズマが走はしり抜ぬける。

「ふぅうあぁあ……っ！」

　初雪さんが背せを仰のけ反ぞらせ、〝黝燐〟に腕を縛しばられていた僕が解かい放ほうされた、その直後。

「へっ!?」

〈びゅいいいいん〉と、僕の眼がん前ぜん、壁かべに突つき立たったのは、

「……メ、メス!?」

　ぴっかぴかの、鋭するどい医い療りよう器き具ぐだった。

「う、うわああああッ!?」

　しかも壁かべを抉えぐった金きん属ぞくは一本目の凶きよう器きでしかなかった。後続のメスは、僕の視し界かいの中に。

「織おり人とさんっ！」

　空気の断だん層そうが発生し、〈ぎきききんっ!!〉と、火花と雪せつ花かが舞まい散ちった。初はつ雪きさんの手には刀身を生み出した輪りん宝ぼう。彼女はとっさに氷の刃やいばを振ふるい、僕に迫せまり来くる医い療りよう器き具ぐを叩はたき落おとしていたのだ。

「あ、ありがとう、初雪さん」

　僕は胸むねをなで下ろし、止まっていた呼こ吸きゆうをゆるりと再さい開かいする。

「けれど、これって……」

　そして巫み女こ服ふく少女が床に叩き落としたモノへと視し線せんを転ずる。

「どうやら、そ、そちらの、ハサミのようなモノが、コッヘル鉗かん子し……、折れてしまっているのがマッカンドー鑷ピン子セツト、そして、織人さんの足元にあるのが、クスコの、ようです……」

「初雪さん、どうしてこういうの、詳くわしいんですか……？」

「お、陰おん陽みよう師じ、ですから……！　それよりも、……織人さんっ！」

　巫女服少女は、〈きぃん〉と輪宝から氷の刀身を消すと僕に向き直る。

「今、飛んできたのは、……すべて、〝隷れい妖よう〟の、ようです」

「れいようって、確たしか、妖よう怪かいが使う〝式しき神がみ〟みたいなものでしたっけ？」

「こ、これで、確かく定てい、しました。やはり……こ、この院内には、妖怪が、潜ひそんで……っ」

　初雪さんの反はん応のうと、再ふたたびカタチをなした〝黝ゆう燐りん〟の動きは見事に連動している。ぴくっと、波なみ形がたに反応し、指し示したのは床ゆかの上。そこではカタカタと、ひしゃげた医療器具達が細かく振しん動どうし始めており、

「え、え……？」

　そして足の裏うらに伝わる鈍にぶい振動。最初は床が揺ゆれているのかと思った。けれど違ちがった。がたがたと鳴り、揺れているのは、

「まさか、病院のベッドが!?」

　信じられないコトにその時、ぎょるぎょるぎょるぎょるッ！　と、ゴムの車しや輪りんがリノリウムを搔かきむしるたまらない擦さつ過か音おんが、畳たたまれていたベッドから響ひびき渡わたり。

「うわぁああああああッッ！！！」

　急発進。ベッドの一台が、さっきまで僕等がいた空間を引ひき裂さいて、ついでにえっちな雑誌も引き裂きながら〈ずがしゃぁああ！〉と壁に遠えん慮りよ容よう赦しやなく突つっ込こむ。衝しよう突とつした壁へき面めんにあった窓まどガラスの割れていなかった部分が、盛せい大だいに外へと向かって飛び散ったりした。

「ああ！　雑誌達が……!!」

「は、初雪さんッ!?」

　彼女に突つき飛とばされなかったら、確かく実じつに僕はあのベッドに潰つぶされていただろう。

　そして、恐おそろしいコトにケムリを上げるが如ごときゴム車しや輪りんの騒そう音おんはまだ続いているのだ。

「ひぃええええ──っっ!!」

　カエルがするように両手両りよう脚あしで僕は跳はねる。部へ屋やを横おう断だんしていく新たな暴ぼう走そうベッド。本来ならヒトを安静に休ませるベッドが、がじゃんと病院の内ない壁へきへと衝しよう突とつ事じ故こを起こし、コンクリートには亀き裂れつが走る。そんな規き格かく外がいの破は壊かい力りよくに慄りつ然ぜんとする僕へと、

「は、初はつ雪きさんっ!?」

　陰おん陽みよう少女は走り寄って来てくれる。

「織おり人とさん、お怪け我がは!?」

「まだ大だい丈じよう夫ぶ！　でも……っ！」

　残り二台のベッドは、並ならび合あい、ゴムが溶とけてしまうんじゃないかというくらい車輪を回転させ、コチラに照しよう準じゆんを定めており、

「来た来た来たぁああああッ!!」

　キビスを返して、僕と初雪さんは病室を飛び出た。たとえ彼女でも、このベッドの質量を細い輪りん宝ぼう剣けんで防ふせぐことはできないだろう。

　だというのに、暴走ベッドは僕等を正せい確かくに追つい尾びして来るのだ。

「……っ！」

　そして部屋を飛び出た瞬しゆん間かん、僕は自分のミスに気が付いた。

　目の前は廊ろう下かの壁かべなのだ。

　道は左右にしかない。脚あしのスピードを落とし、どちらかに曲がらなければ、逃にげるコトなどできない。

　僕までそのまま壁につっこんでどうするのだ。




　そして最悪なのは、そうしたあれやこれやの雑念を抱いだいているその時には、既すでに僕の脚が宙に浮ういていたという、その一点。




「うぅうううわああああああ────ッ!?」

　僕は壁かべ際ぎわの窓から、外へ、そのまま夜へと飛んでいた。

「織人さんッ!!」

　背はい後ごでは、まるで列車事故のように、連なったベッドがどどどんッ！　と、埃ほこりを巻まき上あげ、廊下の壁に激げき突とつ、動かなくなっている。初雪さんはそれらを巧たくみに避よけて、窓から僕に手を伸のばしている。

　けれど二人の手が届とどき合あうハズが、なかった。

　空中に飛び出したキャラクターが空中に滞たい空くうできる奇き跡せきのカートゥーンアニメ時間は終りを迎える。仕事を思い出した重力は、僕の身体を、見えない両りよう腕うでで捉とらえ、下方、大地へと引きずり込む。

「織おり人とさぁぁぁんんッ!!」

　初はつ雪きさんの叫さけびをドップラー効こう果か付きで聞きながら、僕の身体は至いたって真ま面じ目めに、地上数十メートルを落下していった。
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「急げ織人!!」

「勿もち論ろんです、ここで初雪さんを一人にさせるわけにはいきませんッ!!」

　襲おそいかかってきた〝隷れい妖よう〟に、病院のスタート地点へと戻もどされてしまった僕は、再ふたたび玄げん関かんから院内に飛び込み、肩かたにツメを立てる式しき神がみの言葉に押おされるまでもなく、廊ろう下かを急いでいた。

　ちなみに、おそらくみんな気になっているだろうから補ほ足そくしておくと、地上数十メートルから落下した僕の身体は着地の寸すん前ぜん、式神レキの『強化外蒟こん蒻にやく』の術じゆつ＆僕の『前回り受け身』によって、肉体的には奇き跡せきのノーダメージという結果となっている。決して、大地へと僕のカタチのままメリコンデなどいない。今はただただ、自分の身体が自由に動くというその一点だけに幸運に感かん謝しやするばかりだった。

　そして院内を走る僕は滑すべり込こむようにして、階かい段だんめがけて角を曲がり、そこで、

「なぁあっ!?」

　急ブレーキ。足元は危あやうくスリップしそうになる。

「ふ、塞ふさがれてるッ!?」

　おそらく上階から落下してきたのだろう。階かい段だんの行く手には、ベッドが折り重なり、バリケードとなって進行を阻はばんでいたのだ。

「どうします、レキさん」

「他にも階段はあるはずだ、急げ！」

　再ふたたび僕は駆かけ出だす。一いつ刻こくも早く──この状じよう況きよう、おそらくは四階で足止めを食らっている──初はつ雪きさんと合流しなければならなかった。それから今度は慎しん重ちように、〝妖よう怪かい〟の本体を見つけ出すのだ。彼女の〝黝ゆう燐りん〟さえあれば、おそらくそれは可か能のうで──

「織おり人と、よく聞け」

　僕は吹き出る汗あせを袖そでで拭ぬぐって頷うなずく。院内に数カ所はあるハズの上り階段はまだ見つからない。

「お嬢様の言った通り、この病院に巣すくっている〝妖怪〟は、なにかしらの〝憑つ狗く模も神がみ〟なのかもしれん」

「すいません、その〝つくもがみ〟って、いったいどういうものなんですか？」

　夜よ目めにも光る床ゆかのガラス片へんを飛び越え、僕は尋たずねる。

「人に作られた道具は、様々なキッカケで〝自じ意い識しき〟を持つコトがある。その自意識が大きすぎると、ある時を境さかいに道具は〝憑狗模神〟となって、目的を果たすために行動を起こすのだ」

「それは例えば、自じ在ざいに動く下げ駄たとかチャンチャンコとかだったりしますか？」

「履はき物ものや上着程てい度どならばならまだいいが、モノによっては質たちが悪い。日本刀とまではいかなくとも、さっきお前を襲おそったメスなどが〝隷れい妖よう〟などではなく、〝憑狗模神〟の本体となっていたら大変厄やつ介かいだ。……もしもの時は、織人──」

「……わかっています。その時は、初雪さんの為ためにも、協力します」

　僕は、さらにもう一段階荒あらくなり始めた呼こ吸きゆうの合間に、式しき神がみへと答える。

「けど、そのためにも、まずは〝憑狗模神〟に見つからないうちに、初雪さんと合流を──」

「待て織人！　この先、臭うぞ！」

　こんにゃく狐ぎつねが、僕の肩かたに〈ぐっ〉と力を込めた。

「え!?　ま、まさかッ!!」

　その時僕達がいたのは、Ｌ字型をした院内構こう造ぞうの中央に位置する、右折れの曲がり角だった。

　立ち止まった僕は、進行方向およそ七メートル先にあった右に折れている廊ろう下かの壁かべに、なにか模も様ようのようなものが揺ゆれているのに気が付いた。

　瞬しゆん間かん、怖おぞ気けが僕を貫つらぬいた。

　廃はい病院内部の空気が全て、ぬるく、おぞましい液えき体たいになって、見えない大きな手でかき混まぜられ、発生した不ふ可か視しの波に全身が飲み込まれてしまったのかと錯さつ覚かくさえした。

「……ぐ、ぁ……っ！」

　予想していなかったのが、迂う闊かつと言えば迂闊だった。

　けれど、僕の側に現れるとは想そう像ぞうすらしていなかったのだ。

「まさか、〝妖よう怪かいの本体〟が……」

　正面の壁かべに揺ゆれる模も様ようは、映された影かげだった。

「というかあの影、ひ、人のカタチをしていますよ!?」

　水みな面もに反はん射しやしたかのようなシルエットは、まさしく五体を持ったヒトガタで。

「道具はずっと人に使われていた。だから姿すがた形かたちをヒトに似にせるコトは多い！　気を付けろ、いつでも逃にげ出だせる用意をしておけ！」

「あ、あそこ！　見てください！　曲がり角からゆ、指が……!!」

　それは、小さな指先だった。

　ずるりずるりと、その人影は、壁かべ沿ぞいに、なんだか面めん倒どうくさそうに、現れたのだった。

　子供だった。

　僕の頭は、ハッキリ言って、ガンガンに痛いたんだ。




「怪我を、してるのん？」




　レキの声が重低音の管かん楽がつ器きならば、その〝妖怪〟の小さな唇くちびるからこぼれたモノは、おもちゃのピアノをかき鳴らしたかの如ごとき音おん律りつを持っていた。

　姿を現したのは、医薬製品を扱あつかう会社の、マスコット人形みたいな〝妖怪〟だった。

　ひょっとしたら、薬局の表に立っている人形にもそういうモノがあるかもしれなかった。

　それが身につけていたのは、白と青の縦たてストライプワンピースの上に、胸むな元もとがざっくりと開いたレース付きエプロン。明るい紫むらさき色いろの髪かみの毛には、大きなリボンのようなナースキャップがくっついている。そして、全身から、ほの青い粘ねん質しつ的てきな気焰オーラがくにゃくにゃと立たち昇のぼっていた。

「か、看かん護ご婦ふ、さん!?」

　僕の喉のどが呻うめいた。気焰オーラさえ纏まとっていなかったら、僕はそれを無理矢理にも、ちょっと古風で小さな看護婦さんとして認にん識しきして──

「って、な、あ、あれは……っ!?」

　──認識していただろうという予想は、彼女が曲がり角から全身を出した瞬しゆん間かんに、覆くつがえる。

「ちゅ、注ちゆう射しや器き……!?」

〝小さな看護婦さんの亡ぼう霊れい〟にも見えたその〝妖怪〟が背せ負おっていたのは、

「しかも、なんですかあの大きさはッ!?　小さめの冷れい凍とうマグロぐらいはありますよッ!?」

「見れば解わかる!!　しかし、これで確かく定ていしたぞ。どうやら、あれは〝注射器の憑つ狗く模も神がみ〟らしい……」

　ああ。メスと、どちらが良かったのだろうか。

「そこ、」

　異い様ようなまでの〝妖よう怪かい〟の登場に、立ちすくみ状じよう態たいとなってしまっている僕の腕うでを、

「血が出てるのん」

〝憑つ狗く模も神がみ〟は、とろとろと、指さした。

「え？」

　反はん射しや的てきに自分の右みぎ肘ひじを確かく認にんすると、皮が擦すり剝むけて、血が滲にじんでいる。

「ほ、本当だ……」

　おそらく、ベッドが襲おそいかかってきた時に出来た傷だろう。

「ぜったいぜったい、痛いたくなんかしないから──」

〈ぞくり〉と、再ふたたび僕の背せ中なかを冷たいモノが滑すべり落おちる。顔を上げた。妖怪が、壁かべから背を離はなし、僕に近づいていた。

「──お兄さんのカラダを、治なおしてあげるのん」

　のみならず、背中にあった極大の注ちゆう射しや器きがぐるりと半回転、それは古風ナースな〝憑狗模神〟の両腕に収おさまり、マシンガンを抱かかえるように構かまえ、

「いやっ！　でも治すって言っても、そんな注射器で射さされたら!!」

　ずりずりと僕は後ずさってしまう。

　そして、

「待て織おり人と!!　注射器にしては様子がおかしい！」

　僕はその、肩かたに乗る式しき神がみの言葉に改めて目を瞠みはるコトになった。

「まさか──」

〝憑狗模神〟の構える、その注射器の先せん端たんには、針はりがなかった。

　そうなのだ。シリンダーがこの大きさならばおそらくその先端には、僕の人差し指よりも大きく鋭するどい注射針が付いているハズだった。

　それが無かった。

「あ、が、そ、そんな、そんなのって……!!」

　針が無い代わりに、長めのガラス管かんが伸のびている。管の先端は、滑なめらかに削けずられ、濡ぬれたように艶つやを帯びている。

「これは、これは──!!」

　僕はそこで、本当のパニックに陥おちいった。ああ、だめだ。それは注射器よりもだめだ。注射器の方がまだよかった。メスの方が、まだマシだった!!

「──か、浣かん腸ちよう器きの〝憑狗模神〟ぃぃぃ──ッ!?」
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　その絶ぜつ叫きようが届とどいた刹せつ那な、心しん臓ぞうが口から飛び出して爆ばく裂れつ四し散さんしそうな程ほど、私は驚おどろいてしまったのです。

　たぶん、実じつ際さいに喉のどから「ひくぅっ」という呼こ吸きゆうも漏もれてしまったと思います。

「お、織おり人とさんッ!?」

　確たしかにそれは、森もり口ぐち織人さんのモノでした。正せい座ざをしていた私は慌あわてて、

「ぃいえっ！　こ、これは違ちがうのですっ！　つまり……そ、その、確たしかにこれら、厳げん重じゆうに隠かくされていた雑誌達は、と、とっても、えっちな書しよ籍せきかも、しれません！　けれど、〝憑つ狗く模も神がみ〟への唯ゆい一いつの手て掛がかりかもしれない以上、こうして誰だれかが修しゆう復ふくしないと……──」

　バラバラになった破は片へんをつなぎ合わせて丁てい寧ねいにセロテープで補ほ修しゆうの済すんだ数冊さつの雑誌が、腿ももの上から〈ばさばさ〉と床ゆかに落ちるのも構かまわずに立ち上がり、弁べん明めいするのですが。

「あ、あれ……？」

　同級生の彼は、この室内にはいなくて。

「……ば、ばかばかっ！　私のばか！」

　熱いお風ふ呂ろに入った時よりも顔が火ほ照てっているのが解わかって、私は黒くろ革かわの手て套ぶくろに包まれた両手をグーにして、自分自身の頭を打楽器のように小こ突づいていました。

　織人さんが窓まどから飛び出し、落下していってしまった直後、確かに私は「織人さんを今すぐ助けに、──間に合わないかもしれないけど、それでも彼を追わなくちゃ！」と、行動開始したハズなのです。

　けれど私の記き憶おくは、〝隷れい妖よう〟の確かく認にんのためにこの病室──私の〝黝ゆう燐りん〟が導みちびいた四階の一室──を〈ちらり〉と覗のぞき込こみ、床に散らばる雑誌の残ざん骸がいが視し界かいに入った時点から、今の今まで、見事に飛んでいるのです。

「ぁぁあ……っ」

　私は自じ己こ嫌けん悪おで満たされた二十五メートルプールの真ん中の一番深いトコロで溺おぼれてしまいそうになりました。けれども、脚あしが底につかないその場に留とどまり続つづけるわけにはいきません。たとえプールの水が必要以上にぬるぬるしていようとも、その成分に着ている水着が溶とけてしまおうとも、織人さんの元へ、ゴール地点まで泳ぎ着かなくてはならないのです。

「そ、それなのに……、こ、こんな、雑誌の修復作業に、集中してしまうなんて……！」

　気付けば、持じ参さんしていたペットボトルの水も、織人さんのお母様に頂いただいたお赤せき飯はんのおにぎりも無くなっています。引ひき裂さかれた雑誌の修しゆう繕ぜんという極度に集中力を使う作業の最中に、夢中で食べてしまったのでしょうか。カラダに満ちている奇き妙みような満足感からすると、おそらくそうなのでしょう。ぁぁあっ、自己嫌悪のプールの水温が、どんどん上がっていくのが解わかります……っ！

「そもそもこんなセロテープなんて、どこにあったの……!?」

　事じ態たいは最悪の展てん開かいになっているかもしれないというのに、私は自分自身を見失いかけているのです。

「こうなったら──」

　身体についた埃ほこりと、修しゆう復ふく途と中ちゆうの雑誌を払はらい落おとして、私は第六感の現れである霊れい覚かく器官〝黝ゆう燐りん〟へと、全ての意い識しきを注ぎ込むのです。

　霊れい気きを受じゆ容ようする器官と化した毛もう髪はつから流れ込む感覚を脳のうが受容した際さい、私が把は握あくできる情じよう報ほうは、３Ｄグラフィックスで作られた構こう造ぞう体たいをディスプレイ上で見た時と極めて似にています。それは空間把握能のう力りよくを数十倍高め、直感の域いきまで高めた能力と言ってもいいかもしれません。

　立体図は霊気の濃のう淡たんによって、サーモグラフィーのように色づきます。

「こ、これは……!?」

　霊覚を全開にしたことにより、〝黝燐〟はおろか全ぜん神しん経けいが鋭えい敏びんになることによる雑念を必死に払いのけ、Ｌ字型の『嘉か多た栗くり病院』を斜ななめ横の鳥ちよう瞰かん図ずで感覚した私は、その中でも一ひと際きわ色の濃こい、つまりは霊気の強い部分をズームアップ。

「ここは、一階の……、そ、そんな！　これは、お、織おり人とさんが妖よう怪かいに、う、馬乗りに、されて……っっ!?」

　視みる限かぎり、織人さんはヒトガタの妖怪によって、なにかを体内に突き刺されている真っ最中──

「間に合って……ッ！」

　もはや、なんのためらいもいりませんでした。病室を飛び出した私は、おそらく数時間前にコンビニから逃にげ出だしてしまった時の数倍の勢いきおいで病室を飛び出します。その際さい、カラダ前面を襲おそう空気抵てい抗こうを漏もれ出だす気焰オーラを利用して相そう殺さい。落ちるように前方へと走り続け──そして、織人さんの元に辿たどり着つく前に、これだけはやっておかなくてはなりませんでした。

『掛かけ巻まくも、稜あやに畏かしこき木コノ花ハナ咲サク耶ヤ姫ヒメノ命ミコトの御み前まえに拝をろがみ奉まつりて、恐かしこみ恐かしこみも白まをさく……！』

　私は白びやく衣えの懐ふところから、私は銀色に鈍にぶく光る一枚の御札プレートを取り出し、眼がん前ぜんに構かまえ、

『科しな戸との風の、天あまの八や重え雲ぐもを吹ふき払はらふことの如ごとく……』

　こぼれる音律に共鳴するように、人差し指と中指で作った指ゆび剣けんに挟はさんだ御札に、うす桃もも色いろの雷らい光こうが絡からみつき、

『焼鎌の利鎌以ちて荒野の小草刈り払ふことの如く……』

　織人さん、どうか無事でいてください。

　私のことを友達と言ってくれたあなたに、もし、なにかがあったら、私は……！

『我が道どうに、穢けがれ一いつ切さいを祓はらい清きよめる御み稜い威つを霊たま幸ぢはい給たまへ！』

　指剣に挟まれた御札を直下に放てば、床面に突つき刺ささり、金きん属ぞく製せいのそれは、そのまま大地へと消えていきます。同時に、足元より立たち昇のぼり、カラダを走はしり抜ぬけるのは桃色の雷らい電でん。

　これにて我が身は〝陰おん陽みよう師じ〟。

　さらなる加速を得た私は、窓まど枠わくに手をかけ、空に身を投げ打ち直下へ。重力に身を任まかせ、織おり人とさんの元へ通じる最短のルートに乗った私は、空中で身をひるがえし、出発と同じく、窓よりの突とつ入にゆう。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かに、辿たどり着つくのです。

　果たしてそこには、

「織人、さん……」

　うつぶせで床ゆかに倒たおれ伏ふし、動かなくなっている少年と、

「？　お次は、誰だれなのん？」

　注ちゆう射しや器きらしきモノを抱かかえた、カラダから薄うす紫むらさき色いろの気焰オーラを立たち昇のぼらせる〝憑つ狗く模も神がみ〟の姿すがたがありました。
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「あ、あなたが……」

　私はその時、既すでに氷の刀身を現した〝輪りん宝ぼう〟を握にぎりしめていました。

　己のカラダから立ち上る気焰はダイヤモンドダストの如ごとく、全身から揺ゆらめき降ふり、ドライアイスが満ちていくように、廊下を覆おおいます。

「これが〝陰おん陽みよう師じ〟、……なのん？」

　眼がん前ぜんの〝憑狗模神〟に、私にもどうしようもならない臨りん戦せんの気配が伝わってしまったのでしょう。

　古風なナース服を身につけた〝妖よう怪かい〟がたじろげば、その周囲に自身の〝隷れい妖よう〟、医い療りよう器き具ぐ達が浮うかび上あがり、こちらにその矛ほこ先さきを向けるのです。

　一方、私は警けい戒かいを解とかずに、織おり人とさんの元へと近づき、彼を抱だき起おこします。

　けれども、「ぅううん……」と彼は呻うめくばかりで、意い識しきは戻もどって来ず。

「織人さん、しっかりしてください！　織人さんっ!!」

　一見して外がい傷しようは無いようでした。けれど、〝妖怪〟に何をされたのか見当もつかない以上、私の目の前にあるのは、第一級の緊きん急きゆう事じ態たいで。

「人を、襲おそってしまったのですね……？」

〝妖怪〟にとっては、その言葉がトリガーだったのでしょう。

「な、なんなのんっ!?」

〝憑つ狗く模も神がみ〟が後ずさるのと同期するように、〝隷妖〟、様々な医療器具が一いつ斉せいに発はつ射しやされるのです。

　火花は、散りませんでした。

　ただ、〝妖怪〟と私を隔へだてる大気が陽炎かげろうのように揺ゆらめいてどぎぎぎんッ！　と、金きん属ぞくと金属が打ち付け合うような音が、院内に木こ霊だまするのです。

「ひぃんっ！」

　かかかんッ！　と、壁かべを背せにした〝妖怪〟の周囲に、自らの〝隷妖〟が突つき立たてば、

「そ、そんな……全部、その剣けんで、弾はじき返かえしたのん……？」

〝憑狗模神〟を包囲する全ての医療器具は、冷たく凍こおりついていて、白い冷気をしたたらせていました。

「再ふたたび動き出さないように、〝隷妖〟には眠ねむっていただきました」

　そして、私が輪りん宝ぼう剣けん──勒ろく天てんさんはこれを〝月つく撫なでの剣つるぎ〟と呼よびます──を構かまえ、踏ふみ込こみ、

「調ちよう伏ふく、させていただきます」

〝妖怪〟へと左ひだり斜ななめ下したより抜ぬき打うちされようとした、その瞬しゆん間かん。

「待って！　初はつ雪きさんっ!!」

　廊ろう下かに響ひびき渡わたったのは、

「お、織人さんっ!?」

　倒たおれ伏ふしていたハズ、織人さんの声。
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　僕は自分の目を疑ってしまう。

「は、初雪さん落ち着いて！　僕はなんともないから……!!」と、僕が口にした次の瞬間、〝憑狗模神〟の眼がん前ぜんへと切せつ迫ぱくしいた陰おん陽みようの少女は、急ブレーキどころではなく、強力な磁じ石しやくのＮ極とＮ極が反発するかのように、あり得ない軌き道どうで、後方にいた僕の元へと飛ひ鳥ちようの如ごとく舞まい戻もどって来たのだ。

「織おり人とさん、織人さん無事なのですね……!?　お身体は大だい丈じよう夫ぶですか!?　いったいあの〝妖よう怪かい〟になにをされたのですか!?」

　現げん状じように理り解かいの追いつかない僕は、それでも懸けん命めいに、今にもきつく抱ほう擁ようしてきかねない勢いきおいの初はつ雪きさんを押おしとどめつつ、

「い、いやっ！　僕は特に、何もされてはいないんだ！」

「でも、私にも聞こえました！　織人さん、今まで聞いたコトがないような悲鳴を、上げてはいませんでしたか!?」

「うぅううぅううん!?　そ、そんなコト、あ、……あったっけッ!?　いや、本当だよ!?　そ、そりゃ、なんていうか、突とつ然ぜんのコトにびっくりして、一時的に気は失っちゃったみたいだけど、ええと、ひ、酷ひどいコトとかは、その、僕は、されては、いない……っ!!」

　僕はコレまでにないくらい強引に、初雪さんへと断だん言げんするハメになった。なのに、

「なにかを、なにかを誤ご魔ま化かしていませんか織人さん！　私は誰だれにも言いません。約束します！　誰にも言いませんから、そっと、私にだけ、なにをされたのか、教えてください。本当に誰にも言いませんからっ！」

「なんで今日はそんなに食いついてくるんですか初雪さん!?　あと、そんなに『誰にも言わない』って言われたら余よ計けいに心配です！　ちょっとどうしたんですか初雪さんッ!?　い、今は、それよりも、大切なコトがあるんです！　聞いてくださいっ！」

　ついに僕は『どうどうどう』と初雪さんをなだめて、今もなお、壁かべに磔はりつけにされているが如ごとき妖怪へと向き直って、説明する。

「あの〝妖怪〟の子は、見ての通り、医い療りよう器き具ぐの〝憑つ狗く模も神がみ〟みたいなんです。そして、医療器具っていうのは、そもそも人を傷きずつけるためにあるわけじゃなくて、人を治なおすためにあるんです。そして純じゆん粋すいに、医療器具の〝憑狗模神〟として生まれたその子は、だから──」

「──お、織人さんの傷を、治して、いたんですか……？」

　陰おん陽みよう師じの瞳ひとみに、理性の光が戻る。

「ほら、ここ」

　けれどもまだ半分ぐらい茫ぼう然ぜんとしている初雪さんに、僕はジャージの裾すそをめくって見せる。

「どうやら僕は、肘ひじを擦すり剝むいちゃってたみたいなんだけど、今はすっかり治ってます」

「つまり、この子は、人を治ち療りようする、妖怪……？」

　僕は「はい」と頷うなずいた。

「で、でも、現に〝隷れい妖よう〟達は、私と織人さんを襲おそって来て──」

「それは、『誰だれかの怪け我がを治したい』っていう、あの〝憑狗模神〟の願いを叶かなえようとした、〝隷妖〟達の勝手な判はん断だん、暴ぼう走そうだったらしいんです。つまり、誰かを怪我させようと思ったみたいなんですが……、さっき初はつ雪きさんを襲おそったのも、きっと〝主あるじ〟を守ろうと動いたコトで……」

　初雪さんは全てを理り解かいしたのだろう。そのカラダから、臨りん戦せんの気が霧む散さんしてゆく。

　──しかたがないコトだと思う。妖よう怪かいにも色々いるんだろうけど、目の前に人間が倒たおれ伏ふしてしまっていたら、誰だれだってこの〝妖怪〟に害されたのだと判はん断だんしてしまうハズだ。

　そして、〝憑つ狗く模も神がみ〟も、場の空気が変わったコトに気付いたのだろう。

「う、うぅぅううんんんん……っ」

　まるでぐずる子供のように、小さなナース服の〝妖怪〟は、僕の陰かげへと回り込んで隠かくれてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。確たしかに初雪さんは『砂すな御み門かど』の陰おん陽みよう師じだけど、キミをやっつけるために来たんじゃないんだ」

　突とつ然ぜん〝妖怪〟に保ほ護ごを求められた（これ、そうだよね……？）僕は、さすがにびっくりしたけど、躊躇ためらいは一いつ瞬しゆん、僕は自分の後方に手を回して、〝憑狗模神〟の背せ中なかを優やさしく包んだ。

　その感かん触しよくは、人のそれと、あまりかわらなかった。

「というか、初雪さんは、キミを助けるために、ここに来たんだよ？」

〝妖怪〟──後に、なんの因いん果がか僕が『ネユ』と名付けるコトになったこの〝医い療りよう器き具ぐの憑狗模神〟──は、視し線せんを初雪さんへと向ける。

「他の〝陰陽師〟なら、キミをこてんぱんにして、殺してしまっていたかもしれない」

　僕はネユの頭に言葉の意味が染しみこんだタイミングを見計らって、続ける。

「だけど初雪さんは違ちがう。彼女はココに来るまでに言ったんだ。『もし、人間に敵てき意いを持たない、例えば、まだ生まれて間もない〝妖怪〟とかならば、砂御門の保護下に置くコトができます』って。だから、僕は初雪さんについてきた」

　それこそが、僕がこの病院の外で、急に恥はずかしくなって初雪に言うことができなかった、ここに来た理由の一つだった。僕は、妹の沙さ樹きの部へ屋やで、彼女からこの言葉聞いた時、本当に初雪さんのコトを手助けしたくなったのだ。

「……それは、本当のコトなのん？」

　僕から身を離はなして、恐おそる恐おそる陰陽師の前に立ったネユは、初雪さんに問いかける。

「は、はい。先ほどは申もうし訳わけありませんでした。私はてっきり、あなたが織おり人とさんに、危き害がいを加えてしまったものとばかり……」

〝憑狗模神〟は、その場にへたり込んだ。

「『すなみかど』に、助けてもらったら、いっぱい人を、治なおさせてもらえるのん？」

「約束いたします」

〝妖怪〟は、小さなその手を、〝陰陽師〟へと差し出した。

　初雪さんはためらいなく、黒くろ手て套ぶくろに包まれた両手で、その手のひらを包む。

　瞬しゆん間かん、ひゅんっと、気焰オーラを鱗りん粉ぷんのようにまき散らし、〝憑つ狗く模も神がみ〟の体はかき消え、代わりに、初はつ雪きさんの手の中に、本体であるガラス製のシリンダーが握にぎられた。

「良かったね、初雪さん」

　僕は、位置的に僕が倒たおれ伏ふしていた隣となりに、今も同じポーズのまま気を失ったままのレキを拾い上げ、さり気なく背はい後ごに隠かくし持もちながら、巫み女こ服ふく少女の隣となりに立った。

「……って、初雪さん？　どうしたんですか？」

　けれど、なにやらここで、巫み女こ服ふくな少女の様子が、おかしいことに、僕は気が付く。

「こ、こ、こ……これ、コレは……っ」

　腰こしまでの艶なまめく黒くろ髪かみを持つ、黒くろ手て套ぶくろの少女は、その両手の上に乗る医い療りよう器き具ぐに視し線せんを釘くぎ付づけにしたまま、

「こ、これは……、か、か、かん、かん……っ！　かんっ！」

　口を〈ぱくぱく〉させていた。

「初雪、さん……？」

「お、織おり人とさんは、こ、これで、この、医療器具で、治ち療りよう、されて──」

「え……？　あ、ああああッ!?　ちょ、あ、そのっ！　いえ!!　だって、きゅ、急にだったから！　有う無むを言わせずだったんです!!　僕もキチンと説明されていたら、やんわり断ことわったとは思うんです！　でも、なにがなんだか解わからないうちだったし、気が付いたら終わっていたしで、その、無我夢中だったんです！　ちょっと！　待ってください初雪さん！　そんな周囲の背はい景けいをキラキラさせながらスローモーションの女の子走りでこの廃はい病院のどこに行くつもりですか！　僕を置いて行かないでください！　というか、この光の世界はどこですか!?　異い次じ元げんですか……!?　待ってください！　僕をこんなトコロに一人にしないでください……ッ!!」
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　──翌日、放課後。

　僕と初はつ雪きさんは、部活や委員会でみんな出で払はらってしまった二年Ｇ組の教室で、ようやく会話を交わすチャンスを得た。

「昨日は、本当にありがとうございました、織おり人とさん……」

　今の初雪さんは、もちろんだけど普ふ通つうの制服姿すがただった。濃こい茄な子す色いろの指定制服に身を包んだ中、両りよう腕うでを覆おおう黒くろ手て套ぶくろだけが、唯ゆい一いつ、昨夜の彼女との共通点と言えた。

　──今朝、学校に着いてから僕達二人はなんだか色々ばたばたしてしまい、面と向かってちゃんと話をする機会に恵まれなくて、今日はもうだめかと諦あきらめかけた放課後、ついにこうして二人きりになれたのだ。

　僕はこの時になって『無事に昨日の一件は終わったんだ』と、やっと実感できたのだと思う。まったく意い識しきなんてしていなかったのに、ほっと肩かたから力が抜ぬけていった。

「織人さんがいなかったら、私は、きっとあの妖よう怪かいを、あのまま、力ちから尽ずくで調ちよう伏ふくしていたと思います」

　僕は首を振ふる。そして、なんだか必要以上に嬉うれしさの笑みへと変形してしまいそうになる表ひよう情じよう筋きんを、これでもかと抑よく制せいしながら、

「そんなコトないよ初雪さん。もとはと言えば初雪さんは、僕が倒たおれていたのを見て、守ってくれようとしたんだから。それに……最初、初雪さんは断ことわっていたのに、僕が無理矢理ついて行っちゃったから、ああなっちゃったわけで、御礼というか、謝あやまらなくちゃいけないのは、僕の方だと思うんだけど──」

　五％だけ夕ゆう陽ひ成分を含ふくんだ太陽の光が、教室には差し込んで来ている。窓まどを背せにして立っていた僕は、そこで後頭部に右の手をやりつつ、

「──ええと、というわけで、二人の性格だと、ずっとお互たがいに謝りっぱなしになっちゃう気がするから、ここはひとつ、昨日の夜のコトは、お互いに『ありがとう』っていう、ことで」

　すると、初雪さんは一いつ瞬しゆんだけきょとんとしてから、スグに表情を軟やわらかくして、

「はい……っ」

　と、頷うなずいた。僕はそれを確かく認にんして、差し込んでくる太陽の光にそっと顔を向ける。こうすればきっと、僕の顔がどんな色になっているか、ごまかせると思ったから。

　──昨日の夜、僕が自宅に辿たどり着ついてみれば時刻は深夜二時を回っていた。

『嘉か多た栗くり病院』で〝憑つ狗く模も神がみ〟を保ほ護ごした後、僕はきちんと、僕の家族と約束した通り、初雪さんを学校の裏うら山やまである『昭あき沙さ山やま』の彼女の自宅へと送っていった。

「また明日、学校で……」と、彼女が門の中に消えた直後に、猛もう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれたコトを、僕はよく憶おぼえている。それから自転車にまたがって猛もうダッシュで家に帰って、僕の帰りを待ったままリビングで爆ばく睡すいしていた父母妹を起こして、それぞれの自室に帰し、今朝、全員寝ね不ぶ足そくで家を出たという感じだった。

「そういえば、昨日保ほ護ごしたあの〝妖よう怪かい〟の子は、どうしてます？」

　僕は気になっていたコトを初はつ雪きさんに尋たずねてみる。

「今朝、さっそく庭で他の式しき神がみ達とも遊んでいました。だんだんと、世の中の仕組みを知っていくと思います。ただ……」

「どうか、したんですか？」

「覚えていますか？　うちには維ゆい摩まという式神がいるんですが……」

「ああ、あのメガネの」

「そう、あのメガネの式神なんですが、彼が石につまずいて、ヒザを擦すり剝むきまして──」

「もうそれ以上は、言わなくて大だい丈じよう夫ぶです」

　僕は初雪さんのセリフをさえぎった。続きを聞いても、誰だれも幸せにならないからだった。

　とにもかくにも、昨夜の一いつ件けんは、本当に無事に落着したようだった。

〝憑つ狗く模も神がみ〟の処しよ遇ぐうに関しても一安心できた僕は、場の空気を変える為ためにも、別の話題を振ふってみる。

「そうそう、うちの家族が初雪さんに『また遊びに来てね。今度は明るいうちに』だって。伝えるように言われてたんだ」

　途と端たんに、初雪さんは首くび筋すじまで真っ赤になった。

「す、すいません、昨夜は……。こ、今度お逢あいする時に、きちんとお詫わびいたしますが、織人さんからも、その、ご家族の皆様には、よろしくお伝えください……」

　黒くろ髪かみの少女はもじもじと縮ちぢこまってしまう。僕はもちろんフォローする。

「というか、昨日の夜は、うっかり家族に言うのを忘わすれていたんだけど、ほら、前に僕、初雪さんの家で、ご飯はおろか、お風ふ呂ろまで、いただいちゃったコトが、……ぇえと、あったでしょう……？」

　後半になるにつれて、これは思い出していい記き憶おくだったのかと心配になって来たけど、言い出してしまったモノを途と中ちゆうでやめるわけにはいかず。「は、はぃ……」と、赤くなってうつむいてしまった初雪さんへと、続行する。

「今朝そのコトを『実はあの時お世話になったのは、初雪さん家ちだったんだよ』って、家族に話したら、『そういうコトはもっと早くいいなさい！　泊とまって行って貰もらえば良かった』って、お父さん鼻息荒あらくしちゃって」

　すると、初雪さんはぱっと僕を見上げて、

「そ、そんな、ご迷めい惑わくは──」

「妹の沙さ樹きもソレを聞いて興こう奮ふんしちゃって、『初はつ雪きさんにまた会いたい』って言ってたけど」

「そ、そんなぁ……っ」

　もう初雪さんは、ぼんやりと光るくらいにピンク色に頰ほおを染そめ、実じつ際さいより三割くらい小さくなってしまっている。僕はちょっと言い過ぎたと思って、彼女の様子をうかがった。

　初雪さんはそれに気付いて、

「でしたら……、次の機会には、きちんと、お土産みやげをお持ちします」

　おずおずと、しめくくった。けれど間を置かずに、黒くろ髪かみの少女は、制服の袖そでに手のひらを隠かくし、それで顔の半分を覆おおって本当に恥はずかしそうにしながらも、

「……あ、あの、その時、織おり人とさんのお家に、お泊とまりしても、本当に、いいんですか？」

　と、尋たずねてきたものだから。

「ぇ、あ、で、でも、そういうのって──」

　突とつ然ぜんの切り返しに戸と惑まどい、どう答えていいものか躊躇ためらっていたら、そんな僕をよそに、初雪さんは、ぽうっと教室に差し込む夕日に照らされながら、

「き、きっと、また、織人さんの妹さんの、お部へ屋や……ですよね、お泊まりをすると、なると……。ということは、もしかしたら、夜、沙樹さんと、二人っきりで、私は、お話とか、するかもしれなくて……、き、緊きん張ちようして、しまいますっ！　きちんと、私、受け答え、できるかどうか……。た、例えば、織人さんの妹さんが、『沙樹は、もっとお兄ちゃんの友達のコトが、知りたいな……』とか言ってきて。ぁあっ、そ、そうしたら、私、どうしたらいいんですか!?　あまつさえ、織人さんが席を外している時に、『お互たがい、もっとよく知っておきたいな』って妹さんに、言われて……お、お互いに、どんどん、薄うす着ぎに、なっていったり、したら……！」

「ま、待って待って！　ストップ初雪さんッ！　だからどうしてそういう時になると僕の腕うでを摑つかむんですか!?　だから流れ込んで来てるんですって初雪さんの〝映像ビジヨン〟がぁぁ……ッ!!　ちょ、僕の妹!!　僕の妹ですからそれ!!　ねえ初雪さんてば……っ!!」







　──こうして、初雪さんの陰おん陽みよう師じとしての初めての任にん務むは幕まくを閉じたのだった。……でも、本当にあの〝妖よう怪かい〟を、遥はる奈な原ばら家けで保ほ護ごして良かったのかなと、僕は今さらながら思わなくもない。
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「も、申もうし訳わけありません、織おり人とさん……」

　透とう明めいな涙なみだを大きな瞳ひとみに潤ウルルと溜ためて、僕を見つめる目の前の少女・遥はる奈な原ばら初はつ雪きさんの正体を、もしも正せい確かくに表現したいなら、

「せっかくの休日なのに、本当に、こんなコトになってしまって……」

　こう言うと、いいかもしれない。

　──ある時は〝クラスに咲く一いち輪りんの百ゆ合り華ばなが如ごとき御嬢様〟。

「連れん絡らくが『砂すな御み門かど大たい社しや』の方からご自宅に行ったので、驚おどろかれたとは思いますが……」

　──またある時は〝神の御み室むろに務つとめる、現役女子高生巫み女こ〟。

「あの〝妖よう怪かい〟を大人しくさせるコトができるのは、私には織人さんしか思いつかなくて、こんな時間にお呼びたてしてしまって……」

　──しかして、その正体は……〝関東守しゆ護ご『砂すな御み門かど家け』に属ぞくする筆頭陰おん陽みよう師じ〟。

　その黒こく曜よう石せきの瞳には儚はかなくも強くしなやかな光を宿し、墨すみを流した清流が如き長ちよう髪はつには仄ほのかな気焰オーラを纏まとわせる彼女は、やおら、

「お願い……できますか？」

　僕の両りよう腕うでに、そっと手を這はわせてくるものだから、

「そッ、その前に、初雪さん!?　僕の手を握にぎっちゃダメですっ！　じゃないと──ッ!!」

「も……もし、織人さんが引き受けていただけなければ、私が、あの〝憑つ狗く模も神がみ〟を止めるしか、あ、ありま……せんっ！　け、けれど……三日前に保ほ護ごしたばかりの、ま、まだ人間のこともよく解わかっていない〝医い療りよう器き具ぐの憑狗模神〟である彼女は、私の、気持ちなんか、お、お構かまいなしに、心しん臓ぞうの鼓こ動どうを聞くためにって、『前を開いて』って、言って来て、さ、最初は、む、胸むねの下、からっ、こうやって、聴ちよう診しん器きをゆっくり、こう、当てて来て……っ!!」

　──訂てい正せい。

　しかして遥奈原初雪、その正体は……〝少々いけない妄もう想そう溢あふるる、女子高生陰陽師〟。

　巫女服の袖そでより伸のびる黒くろ手て套ぶくろに包まれた両手より流れ込んで来るのは、彼女の〝霊れい力りよく〟そのものである強すぎる妄デリユー想ジヨンであった。

「も、もちろん、その時、私の手て脚あしの動きは、ふ、封ふうじられているんです……マジックテープ等で！　そ……それからぁ、ちょっと、心臓におかしいトコロがあるからって、そのまま……ベッドに、横になるように言われて、音おん波ぱ検けん査さをするために、浸しん透とうジェルを、どんどん……肌はだに、塗ぬら、れていって…………」

　みゅるみゅると僕の脳のう髄ずいに強制伝達される初はつ雪きさんの妄もう想そうは、彼女の解かい説せつを遥はるかに上回る〝映像ビジヨン〟、まるでリアルすぎる白はく昼ちゆう夢むとなってコチラに襲おそいかかってくる。

　初雪さんの言うとおりだった。

　僕の脳のう内ないでは、巫み女こ服ふくの彼女は診しん察さつ台だいの上に横に寝ねそべらされていて、ゴム手て袋ぶくろをした何者かに超ちよう音おん波ぱが浸しん透とうしやすいよう、透とう明めいな高分子ゲルを塗と布ふされていた。

　初雪さんが自分自身を想そう像ぞうしているのだから、そこに一いつ片ぺんの噓うそも無いハズだった。すべすべとした白いお腹なかはゴム手袋が動くたびにひくつき、震ふるえ、初雪さんは苦く悶もんとも、羞しゆう恥ちとも、くすぐったくて声を出すのを我が慢まんするともつかない表情でそれに耐たえていた。いっそ身をよじり、声を出せば楽になれると誰だれもが思う。けれども、彼女はそれにどのような理由からか、必死に堪こらえているのだった。僕はそんな映像を脳の深しん奥おう部ぶに塗ぬり込こまれ続ける。眼がん球きゆうを通して見ているわけじゃないから、目ま蓋ぶたを閉じても消えることの無い、診察台の上で息も絶たえ絶だえに跳はねる初雪さんのカラダ。僕はこれ以上、初雪さんのそういう姿すがたを、彼女の許ゆるしなく〝見て〟いることに耐たえられなくなり、

「ちょ、そういうコトは……ッ！　こ、こうなったら、ごめん初雪さんっ！」

　マンガイチの時にと、勒ろく天てんさんから託たくされていた『泣いた赤あか鬼おに』のミニミニ絵本をポケットより取りだし、なるべく滑かつ舌ぜつ良よく朗ろう読どくを開始する。

「『人に信用されたいからって、む、村人の前で、こんな格かつ好こうになるなんて、ああ……！　ボクはなんて赤鬼なんだろう！』『あ、赤鬼さんッ!?』『その声は、あ、青鬼さん!?　ど、どうして、ここに……!!』『なんで……、どうして赤鬼さん、そんな、格好を……!?』『はっ！　み、見ないで！　見ないで青鬼さん！　あなたにだけは、こんな姿を見せたくなかった!!』『待って！　行かないで赤鬼さん！　似に合あってる！　キミにはその格好がとてもよく似合っているから……！』──めでたし、めでたし」

「そ、そんなの全然めでたしめでたしじゃありません！　それでは赤鬼さんが可か哀わい想そうです！　赤鬼さんは、やっと自分に正直になれたのに…………──はっ！　こ、ここは……」

　瞳ひとみに光、元の濃こい色を取とり戻もどした巫女服初雪さんは、周囲を見回す。

　言うのが遅おそくなったけど、この時僕と初雪さんが身を潜ひそめていたのは、『吝やぶ華さか高校』の裏うら山やまを丸まる一つ敷しき地ちとする広大な『遥はる奈な原ばら邸てい』、その『客きやく殿でん』を縦じゆう横おう無む尽じんに走る廊ろう下かのどこかであった。

「落ち着きましたか初雪さん？　僕にできることなら協力は惜おしみません。なんでも言ってください、力になります」

　僕は初雪さんに落ち着いて貰もらうため、そして現げん状じよう打だ破はへと向けて彼女の瞳に語りかける。

「けれど僕、すごい勢いきおいの方向音おん痴ちで……ここがどこだかさっぱりなんです。初雪さんは、帰り道とか解わかりますか？」

「え、ええと……」

　彼女が両手の人差し指をこめかみの当てて、なんだか記き憶おくを探さぐり始はじめる。そんな初はつ雪きさんを前にして、僕はついつい改めて考えてしまう。

『特とく異い体たい質しつ』で済すませてしまうには、彼女の宿命はあまりにも因いん果がだった。

　日にち常じようをできるだけ目立たないように生きようとするも、誰だれよりも優やさしく、またその流りゆう麗れいな容よう姿しによって人の注目を集めてしまうこの少女は、『触ふれた相手に思考が漏もれ出だしてしまう』という《能のう力りよく》の持ち主である。

「す、すいません……」

　ふるふると首を左右にゆるく振ふって、初雪さんは僕を見上げていた。

「子供の頃ころから勒ろく天てんさんに『客きやく殿でんの奥おくに行ってはいけない』と躾しつけられていて、今でも、ニガテ意い識しきが抜ぬけなくて……申もうし訳わけ、ありません……」

　僕の脳のう内ないで『勒天さん』の項こう目もくが裏うら返がえされる。そこでは一人の、小さな金きん髪ぱつ巫み女こがお茶を啜すする姿すがたが描えがかれている。彼女は初雪さんの乳う母ばであり、教育の一いつ切さいを任まかされている人物──もとい、〝式しき神がみ〟──であった。

「そ、そっか。じゃあもう、いったんこのまま窓まどとかから外に出て、表に回るとか……」

　このままじっとしているわけにはいかない。

「とにかく、勒天さんに合流できれば、なんとかあの子は落ち着くと思うから──」

　打だ開かい策さくに至いたる指し針しんを、僕が口にしかけたその時、




「んねぇ、どこにいるのーん……？」




　聞こえた声に、思いっきり胆きもを冷やす。

「「ッ!?　っ!?」」

　初雪さんと僕は冗じよう談だんじゃなくびくりと身を寄せ、お互たがい見つめ合ってしまう。

　響ひびいてきた、まるでおもちゃのピアノをかき鳴らしたような声は、迷まい子ごの子供の喉のどからこぼれ出た、おもわず手を差さし伸のべたくなってしまう切なさを含ふくんだ女の子のモノだった。

「ど、どっちから!?　どっちから聞こえましたか初雪さん!?」

「たぶん、こっちからです」

　僕等が、こうして広大な邸てい宅たくの中で迷子になっているのは、全ては〝これ〟のせいなのだ。

　二人は今、追われている。

　先日、初雪さんが保ほ護ごした〝憑つ狗く模も神がみ〟の幼おさな子ごに、僕等は追いかけ回されているのだ。

　もちろん、初雪さんが示した方向と反対方向に僕等は足を向ける。憑狗模神から逃にげ切きるために。しかし、

「な!?」

　僕等の進行方向は──見み間ま違ちがいなんかじゃない──すぐに行き止まりになっていた。

「なんで……、こんな」

　にわかに信じられなかった。Ｔ字の角を曲がったら廊ろう下かが終わっている。そして、唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ口こうともいえる窓まどには、太く頑がん丈じような木製の格こう子しががっちり嵌はまっているのだ。

「もう、逃にげられない!?」

　僕は跳はね上あげ式しきの窓をがちゃがちゃと開け放つ。窓まど枠わく自体は、抜け出すには充分な大きさを持っている。けれどもやっぱり格子が邪じや魔まで通とおり抜ぬけるコトは不ふ可か能のうだった。

「よ、よりによって、あの子が〝憑つ狗く模も神がみ〟でさえ……」

　格子をいくら押おしても引ひっ張ぱっても、その作りの良さが実感できるだけ。湧わき上あがり過ぎる焦しよう燥そう感かんに、僕は思いっきり、

「……『浣かん腸ちよう器き』でさえ、なかったら……!!」

　嘆なげく。

　数日前に僕等が保ほ護ごした〝妖よう怪かい〟は、怪け我がをしている人間を見たら、それを治ち療りようせずにはいられないという〝憑狗模神〟なのだ。

　人は言うかもしれない。治療してくれるなら万々歳じゃないか。と。

　ならば一度、あの子に治療されてみて欲しい。彼女はどんな傷きずでも治なおすコトができるのだ。

　その、巨大な浣腸器の、正しい利用法をもってして。

　なおかつあの〝妖怪〟は、どんなかすり傷一つ、見み逃のがす気がないときた。

　……だというのに、ああ、なんてことだろう。

「〝憑狗模神〟がどこまで来ているか、私、見てきます！」

「あ、まって初雪さ──」

　とっさに走り出す巫み女こ少女を引ひき留とめようと、僕が手を伸のばした、その目の前で、

「きゃっ！」

　どうしてこのタイミングで。なにもないこの廊下で。

「初雪さん!?　ちょっと、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　よっぽど慌あわててしまったのか、足を滑すべらせ、膝ひざをついてしまった巫女少女。

　僕は慌てて手を差し伸べる。

「どこか怪我は、痛いたむところはありますか!?」

「は、はい、少し、膝を擦すり剝むいただけですから……」

「いや、それはマズイですッ!!　こ、このままじゃ、初雪さんはッ!!」




「ここにいるのん？」




　冷え切った手で心臓をぎゅむっと押さえ付けられたかと思った。

「しまったっ!?」

　憑つ狗く模も神がみの声がした方角、背はい後ごを振ふり向むけば、〝妖よう怪かい〟の気配は至し近きん。

「織おり人とさん、あれは……！」

「ありゃりゃん？」

　とことことこ、と、軽い足音が僕等に並ならぶ。

「二人とも、どこにいったのん……？　くんくん、くんくん……」

　そして、〝憑狗模神〟はそのまま、たったったったった……と来た道を戻もどり、遠ざかって──。

「……大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　僕は、初はつ雪きさんに尋たずねる。

「は、はい……」

　僕と初雪さんは、とっさに行き止まりの廊ろう下かに面した一室に転がり込み、扉とびらを閉め、身を隠かくしていた。

「どうやら、向こうに行ったみたいですね……」

　互たがいに、溜ためてあった息を大きく吐はき出だす。あの憑狗模神の恐おそろしさは僕も初雪さんも充じゆう分ぶん理り解かいしているのだ。

「しばらくここでほとぼりを冷まして、頃ころ合あいを見計らって外に出れば──」

　なんとかなるだろう、というのが、初雪さんと僕の共通見けん解かいとなるのに時間はいらなかった。

　しんと静かになった室内で、無む酸さん素そ運動と引ひき替かえにした激はげしい心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、だんだん収まって来るのが解わかる。

「……ん？」

　その中で気付く。

　自分自身、全身の脈みやく動どうが、ある程てい度ど落ち着いたと思われた時点から、なんだか再ふたたび、ノミで刻きざむようにアップテンポな拍はく動どうを開始しているコトに。

「あ……」

　自覚する。

　今、僕はすごくすごく緊きん張ちようしているのだった。

　この状じよう況きように。

　遥はる奈な原ばら初雪さんという女の子と、狭せまい部へ屋やで息を殺しているコトに。

　僕が初雪さんと初めて会ったのは、今年の新学期。もう一月以上も前のコトなのだ。なのに僕は、ある意味、初雪さんという存そん在ざいに、まだまだ全然慣なれることが出来ずにいた。

　どうしようもないのだ。彼女の近くにいると、僕はいつもの自分ではなくなってしまう。

　今もまさにそうだった。

　なにしろ初雪さんと僕は今、互たがいに息がかかってしまうくらい至近でくっついている状じよう態たいなのだ。そしてたぶん、僕が気が付いているこの状況に、彼女は気が付いていなかった。

　初雪さんの頭の中は今のところ、〝憑狗模神〟からどうにか逃にげ切きれたという安あん堵どと、これからどうすれば彼女を大人しくさせるコトができるだろうかという使命感でいっぱいいっぱいなのだろう。

　だから、今度は僕一人が意い識しきして緊きん張ちようしていることが、徐じよ々じよに恥はずかしくなってきてしまう。顔が熱くなってくる。頭が混こん乱らんしてきて、さらにはさっきまでどういう風に自分が呼こ吸きゆうしていたか解わからなくなってくる始末。バレやしないだろうか。僕が、初はつ雪きさんを前にしていることで、ちょっと息を荒あらくしてしまっているコトを、彼女にサトラレやしないだろうか。

「ふ、ふぅ……」

　このままではダメだった。意識を他に逸そらさなきゃ、いずれ、絶対に気付かれてしまう。

　僕は無理矢理なにか他のコトをを考えようと思考をかき混まぜる。整理が必要だった。

「（よし……）」

　ここで僕は一度、どうして自分がこんな状じよう況きように陥おちいってしまっているのかを、考え直してみるコトにした。

　──初雪さんが言ったとおり、今日は休日で、普ふ通つうに自分の部へ屋やで眠ねむっていた僕は、確たしか妹に『お兄ちゃんなんか変な人から電話ー！』と叩たたき起おこされたのだ。受け取った電話の子機越しに名乗って来たのは女性の声、『砂すな御み門かど大たい社しやのデイジー』と言えば、あのエプロン巫み女こさんで、なんでもとにかく一いつ刻こくも早く遥はる奈な原ばら邸ていに来て欲しいとのコト。あまりにも焦あせったその口ぶりに僕は取るモノも取りあえず自転車を飛ばしてここにやって来て、あの巨きよ大だいな門の前で初雪さんに袖そでを摑つかまれ、引きずられるようにしてあの〝浣かん腸ちよう器きの憑つ狗く模も神がみ〟を巡めぐる逃とう走そう劇げきに参さん加かしているのだった。

「………うーん……」

　なんだか流れをまとめようとしたら、余よ計けいに混こん乱らんしてきた気がするので、僕はとりあえず、意識をこの狭せまい部屋に戻もどして、目の前にある、しっかりと閉まった横開き構こう造ぞうの木もく製せい扉とびらを確かく認にんしつつ、初雪さんに胸むねの内を明かしてみるコトにする。

「あの……ところで初雪さん。僕がここに呼よばれた理由なんですが、それってやっぱり──」

　すると首を向けた先、さっきまで僕の隣となりにいた初雪さんの姿すがたが、無い。

「え？　あ、あれ？　どうしたんですか？」

　初雪さんの輪りん郭かくに沿そって幻げん視ししてしまった点線枠わくの向こうに、彼女の姿はあった。巫み女こ服ふく少女は、ちょっと黴かびくさく薄うす暗ぐらい六ろく畳じよう敷じきなこの一室の奥おく、壁かべに向かって正せい座ざをしているのだった。

「初雪さん？」

　そして僕は、コチラに背せ中なかを見せている初雪さんの肩かたが小こ刻きざみに震ふるえているのに気付く。僕は膝ひざ立だちで初雪さんに近づき、それから恐おそる恐おそる、彼女を背はい後ごから覗のぞき込こんだ。

「あ、あの、それは？」

　見れば、彼女は黒くろ革かわに覆おおわれた両手で、なにかを大事そうに握にぎりしめている。

「こ、これは──」

　答える初はつ雪きさんの手の中にあったのは、恐おそらくゴム製せい。なにやら黄色いお人形のようなものだった。

「──これは、わたしが、七歳の時に、勒ろく天てんさんに禁きん止しをされた……」

　そして、黒くろ髪かみ少女は掠かすれた声で、僕に教えてくれたのだ。

「『トケチーズ・アビヲニクス研究所』で生まれた溶とけチーズ人間、『溶とけチーズ浴あび男を』です」

「は、初雪さん？　なにを突とつ然ぜん口走っているんですか!?　気を確たしかに!!」

「だめですだめです止まりません！　これは！　この手て触ざわりは……！」

　今や初雪さんは、手の中の怪かい人じん人形を、最初は優やさしく、しかし次し第だいに激はげしく、揉もみくちゃにし始めているのだ。

「なんて……、なんて手触りをしているのですか……。こう？　こうすればいいの？　こう？　それとも、こう……？（くりくりくりくりくり）」

「ちょ、ちょっと初雪さん、いったいどうしたんですか!?　瞳ひとみの色が常じよう軌きを逸いつし始はじめていますよ!?」

「この人形は、溶けたチーズの柔やわらかさ、そして焦こげ目めのシズル感をリアルに再さい現げんしているといいます」

「しっかりしてください！」

　けれども初雪さんはタガが外れたように、手て套ぶくろの両手でもみゅもみゅと人形を揉みまくっている。

　僕の背はい後ごで、がさりと扉とびらの開く音がしたのは、その瞬しゆん間かんだった。

「ッ!?」

　見つかった!!　という咄とつ嗟さの観かん念ねん。同時に、僕は確たしかめざるを得ない。

　振ふり向むいた視し界かいの中央。そこにいたのは、

『やっとみつけたぞ！』

　右の瞳に縦たて一いち裂れつの傷きず痕あとを持つ、小さな小動物。

『レキさん!?』

『僕、森もり口ぐち織おり人と以外には見えない、聞こえないという、あまりにも都つ合ごうの良い限げん定てい的てきな《隠おん業ぎよう》』を駆く使ししたボディと囁ささやきを送ってくる〝式しき神がみ〟、こんにゃく狐ぎつねのレキだった。

『あの看かん護ご婦ふ娘から身を隠かくすのに手間取った！　今のうちに織人、お前はお嬢様を連れて逃にげるのだ!!』

　胴どう体たい部分のこんにゃくをぷるぷるさせながら〝式神〟はちょこちょことコチラへ小走りで近寄り、

『僕もそうしたいんですが聞いてくださいレキさん。なんだか初雪さんの様子がおかしいんです！』

『むむむッ!?　お嬢様が手にしているそれは、『トケチーズ・アビヲニクス研究所』で生まれた溶とけチーズ人間、『溶とけチーズ浴あび男を』ではないか!!　なんたることだ!!』

『いったいこの気持ち悪い人形は、なんなんですか!?　呪のろいの人形ですか!?』

『説明せねばなるまい。お嬢様は幼おさない頃ころ、この人形の持つ魅み惑わくの手て触ざわりに取とり憑つかれ、食事も取らずにいじり続けてしまうという状じよう態たいに陥おちいってしまったのだ。しかし、お嬢様の乳う母ばである勒ろく天てんも手をこまねいているばかりではなかった。お嬢様の心身を危き惧ぐした勒天は、全ての『溶けチーズ人形』をこの屋や敷しきの最さい奥おう部ぶ、そう、この部へ屋やに封ふう印いんしたのであった！』

『そんな危き険けんなモノは封印なんかしないで全部処しよ分ぶんしておいてください！　初雪さんが夢中になれるものがあることはいっこうに構かまいません！　むしろ僕としては、妙みような妄もう想そうに耽ふけってしまうより、そちらの方で我を忘わすれてくれたほうが喜ばしいくらいです。けれど、今はタイミングが悪すぎなんです!!　この状じよう況きようで初雪さんの心身が喪そう失しつ状態になったままだと──』

『織おり人と？　おい、いったいどうしたのだ？』

　──僕は硬こう直ちよくしてしまっていた。

　ふと、〝式しき神がみ狐ぎつね〟から視し線せんを上げた先に、それはあったのだ。

　レキが開けっ放しにして来た扉とびらの隙すき間ま。そこからコチラを覗のぞく視線。

　眼めが、ばっちり合ってしまっていた。




　あんなに鮮あざやかな紫むらさき色いろの瞳ひとみなど、人間には、あり得ない。




　背せ中なかには巨大な、小こ振ぶりのカジキマグロ並なみの大きさをもつガラス製・シリンダー式浣かん腸ちよう器き。

　古風なナース服を纏まとった子供が、コッチを見ていた。

「み、見つかったぁッ!?」

　刹せつ那な、僕は覚かく悟ごを決める。

「レキさん、失礼します!!」

　出だし抜ぬけに、僕はレキの飾かざり切ぎりされた胴どう体たいのこんにゃく、その穴の隙すき間まに指を突つっこんだ。

「おごわぁああ！　何をする織人!!」

　神しん経けいが集中している部分＝胴体の蒟こん蒻にやく付近を触さわられた式神は、不用意にそんなトコロをタッチしてきた僕の手を脊せき髄ずい反はん射しやでもって咄とつ嗟さに引ひっ搔かいた。

「ひぃぐうッ！」

　つまり、僕は右手の甲こうをざっくりとレキのツメに引ひき裂さかれたわけで、噴ふき出でる鮮せん血けつ。

「さ、さあコッチだ！　こっちに怪け我が人にんがいるよぉぉおお!!」

　僕は最大級に威い勢せい良よく立ち上がり、高々と傷きず口ぐちを〝憑つ狗く模も神がみ〟に掲かかげてみせる。

「ぁあっ！　治なおさせて欲しいのーんっ!!」

　すると案あんの定じよう、イタズラナースは、ぴょんぴょんと嬉うれしそうに僕へと飛びつこうと、部屋の扉とびらを開けて入ってこようとするから、

「ええい、こっちだこっちだー！」

「ま、待ってなのーんっ！」

　出来る限かぎり初はつ雪きさんからこの〝浣かん腸ちよう器きの憑つ狗く模も神がみ〟を遠ざける必要があった。僕は背せの低い憑狗模神の身体をひらりとかわし、黴かびくさい六ろく畳じよう間まから脱だつ出しゆつする。

『お、織おり人と……ッ!?』

『レキさんは、初雪さんをお願いしますッ!!』

　僕はその場に言い残し、右手の甲こうを左手で止血しながら逃とう走そうを始める。行き止まりの窓まどから外に出ることは出来ない。僕は運命のＴ字路まで急いで戻もどり、床ゆかを蹴けってさらに屋や敷しきの奥おくへと突つき進すすむ。

　背はい後ごには、

「ぁあーん！　逃にげなくてもいいのん！　ぜぇったいに、治なおしてあげるからぁん！」

　迫せまりつつある憑狗模神。

「まだだ！　もっと離はなさないとっ！」

　すわ、またもや行き止まりかと思った前方の廊ろう下かは左に折れている。僕は出来るだけスピードを緩ゆるめずに壁かべに手を突つき、サイドステップで勢いきおいを進行方向へと逃がし、

「よしッ!!」

　次に現れた目の前の風景にガッツポーズ。深しん奥おう部ぶかと思われた廊ろう下かの右側が、なんと縁えん側がわになっており、開け放たれたガラス戸からは明るく広い庭が広がっていたのだ。

「とりゃあー！」

　僕は迷まよわず靴くつ下したのまま外へと飛び出す。

「あぁん、待ってなのーん！」

　振ふり返かえれば、自身の身長ほどもあるガラス製の浣かん腸ちよう器きを両手で見せつけるように持ち上げた憑つ狗く模も神がみが、同じく庭にジャンプ。さらに距きよ離りを縮ちぢめている。

「くそっ、このままじゃ……って、え？　ぁあッ!?」

　前に向き直った僕の全身をその時、堪たえ難がたい悲ひ嘆たんが駆かけ巡めぐる。

「そ、そんな！　こんなのって……!!」

　僕は、寸すん前ぜんで立ち止まらざるを得なくなる。そして叫さけぶ。

「誰だれだぁ!!　こんなトコロにこんなデカイ池を作ったのはぁあああッ!!」

「だいじょうぶなのん！　全部、治なおしてあげるからぁんっ」

　追いつめられた僕に向かって、ちびっ子ナースは飛びついてくる。

「ちょぉおッ!?」

　弾だん丸がんのようなそれを受け止めるには、まず第一に足場が悪かった。

　踏ふみ留とどまろうと後ろに出した右足は、早さつ速そくずぶりと濡ぬれて、もちろん体重を支ささえない。

「うおあぁあーッッ!!　だ、だ、ちょっ!?　そんな、噓うそでしょッ!?」

　腕うでをぐるぐるしたって、なにも摑つかめないし、重心を前に持っていくことも不ふ可か能のう。

　僕は憑つ狗く模も神がみを胸むねにくっつけたまま、思い切り後方へと倒たおれ込こんだ。

　もちろん、どぷぅぅうんと、白というよりは緑色の水柱が高く高く、休日の遥はる奈な原ばら邸ていに立ち上って、たぶん虹にじだって出現したハズだ。

　みんなには、その虹を見ていて欲しかった。




　　　　　●




「休日の朝一番に……」

　びしょびしょの服を脱ぬいで、僕はシャワールームの前に立ちつくしていた。

「初はつ雪きさん家のお風ふ呂ろを借りることになるとは……」

　──僕が〝憑狗模神〟と共に庭の池へとダイブしてしまったその後。

「この度たびは当家の〝憑狗模神〟が大変失礼をいたしました、森もり口ぐち殿どの」

　水から這はい出でた僕に向かって深々と頭を下げたのは、きらめく金きん髪ぱつを持つ巫み女こ、勒ろく天てん舞まい耶やさんだった。

「そもそも、あの〝憑狗模神〟が暴あばれ回まわっているのには、理由がございます」

　勒天さんと今日顔を合わせるのは初めてだった僕と彼女が一通りの挨あい拶さつを済すませると、波は紋もん一つ立たない湖面を思わせる静かな口調で説明してくれた。

「未だに名前を、持たぬからでございます」

「名前、を……？」

「〝妖よう怪かい〟や〝憑狗模神〟、そして〝式しき神がみ〟等にとって、『固有名』と『自我』は等しい関係にあります。『お菊デイジー』や『礫レキ』、『維ゆい摩ま』という名を持たなかったら、〝式神〟とて本ほん能のうのおもむくままに動く人形に過ぎないのです」

　霧きり深ぶかい森の奥おく深ふかくにある凪なぎの湖面が如ごとく、深くゆっくりと、勒天さんは僕に続ける。

「しかし、先日保ほ護ごした〝あの子〟は、容よう易いに自分の名前を持とうといたしません。訳わけを聞いたら、なんでも森口殿に、自分の名を付けて欲しいそうで。それ以外は認みとめない、と」

「ぼ、僕がですか!?」と、一いつ拍ぱくおいて、思わず問い返してしまったのも無理ないことだったと思う。

　勒天さんは頷うなずいて、楚そ々そと編あみ込こまれた純じゆん度ど九九・フオー九九％ナインを誇ほこる黄金の御お櫛ぐしを搔かき上あげる。

「すぐにとは申しません。あの〝憑狗模神〟も森口殿と再さい会かいできてだいぶ落ち着いたようです。いずれ、あの子にふさわしい名前を与あたえてあげてください」

　それから僕は、勒天さんにもう一度謝しや辞じと共に頭を下げられ、そして、

「着替えは用意いたします。まずは、身体を温めていただいて──」

　──という流れで、今、僕は磨すりガラスの前に立っている。

　ちなみに、あまり言げん及きゆうしたくないのだけれど、レキさんから受けた傷きずはもう、完かん治ちしていた。

「おっと……」

　ぼうっとしたまま突つっ立たっていたためか、身体が少し、冷えてきている。ぼやぼやして風か邪ぜを引いてしまったら、それこそまたあの子のエジキになってしまうかもしれなかった。

　僕は微かすかな隙すき間まからゆるゆると漏もれ出だす湯ゆ煙けむりにつられるように、スライドドアをからからと開いて、浴室に一歩踏ふみ出だす。途と端たんに、白い湯ゆ気げが僕を取とり巻まいた。

「……ん、んんんっ??」

　たぶん僕の眉まゆ根ねは今、きゅうっと中央に寄っているに違ちがいない。

「なにも、見えないんだけど、これ……」

　きょろきょろしたって無む駄だだった。おそらくバスルーム全体が高レベルのミストサウナに設せつ定ていされているのだろう。視し界かいは完全に温かな霧に包まれ、ホワイトアウトしてしまっているのだった。

「遭そう難なんの恐おそれが無いとはいっても……いったい、どっちに進めば……」

　しかもこれはお湯のせせらぎなのだろう。湯船から溢あふれ出でる湯水が奏かなでるαアルフア波はな響ひびき具合からすると天てん井じようも相当高いらしく、面積は小さめの体育館くらいと見当がつく。つまりはここはスーパー銭せん湯とう級の浴室だと予想できてしまうのだった。

「シャワールームって、聞いてたんだけど……」

　以前、僕はこの遥はる奈な原ばら邸ていのどこかにある『露ろ天てん風ぶ呂ろ』に入ったコトがある。

「家の中にも、こんな立りつ派ぱなのがあるなんて……」

　二畳じようくらいの広さしかない僕の家のお風呂と同じ機き能のうを持ったものだと思うことは、およそ不ふ可か能のうだった。

「初はつ雪きさんの家って、単なるお金持ちとか、そういうレベルじゃないぞこれ……」

　湿しめったタイルをぺそぺそ踏ふみながら、僕はなんだかひしひしとケタの違いを実感してしまう。

「本当なら、お近づきにさえなれない世界の人なんだろうなぁ、初雪さんて」

　周囲が真っ白な世界だったからだろう。ゆっくり歩く僕の脳のう裏りには教室での初雪さんが思おもい浮うかんでいた。僕等の通う『吝やぶ華さか高校』の制服は、まるで初雪さんのために──あの黒くろ手て套ぶくろと長い髪かみを見越して──デザインされたかのように、ぴったりしっくりカラダに馴な染じみ、そして彼女本来の魅み力りよくを際きわ立だたせていた。初雪さんと廊ろう下かですれ違った誰だれかが、思わずその黒髪な後うしろ姿すがたを二度見して、異い性せいであれ同性であれ、ぽかんと口を開けたまま『今のヒトは、なんなの？　え？　さっきのが遥奈原初雪さん!?』という反はん応のうをしている場面を、僕は何度か目もく撃げきしている。

　そして僕の記き憶おくの中では、濃こい茄な子す色いろの制服に身を包んだ彼女は、いつもなんだか恥はずかしそうに学校での日々を過ごしていた。連想が連想を呼よんで、いつのまにか僕の周囲は、初雪さんの様々な場面でいっぱいになってしまっている。真っ白い視し界かいの中、ちょっと夢を見てるような状じよう態たいになっているらしい。つまり、何が言いたいのかというと、お風ふ呂ろ場ばには危き険けんがつきものというお話で、全てはぼうっとしていた僕の不注意が原げん因いんだった。

「ふぅうわあっ!?」

　予想もしなかったことがいっぺんに起こって、脳のうの回路が混こん線せんしてしまう。けれども、たぶんおそらくは、僕が何か、柔やわらかなモノにつまずいてしまったことが、最初に起こったコトなのは、確たしかなようだった。

　まだ池に落っこちる感覚がトラウマ的にこびり付いている僕の全身は、その衝しよう撃げきに過か剰じように反はん応のうしていた。前方に倒たおれそうになった僕はとっさに床ゆかに手をついて、

「──ッッ!?!?」

　すごい感かん触しよくにゆきあたる。着地する。埋うもれ込こむ。

　おそらくそれは、初雪さんのいじっていた『溶とけチーズ浴あび男を』人形よりも柔らかく、張はりがあるものだろう。

　右の手のひらと、溢あふれるように指と指の隙すき間まに、それはあった。

　とても温かく、──いや、内部に行くほど熱い、嫋たおやかでいて内側からコチラを押おし返かえすほど弾だん力りよくのあるものが、手の中にあった。

　そんな摩ま訶か不思議な感触と時を同じくして、僕は白い霧きりの中に、じわっとなにかが見えていることに気が付いていく。

　肌はだ色いろに近い白。輪りん郭かくはヒトのカタチ。長い黒くろ髪かみはキレイにアップにされている。

　そういうものを、僕はタイルの床に、押し倒すカタチになっていた。

　最初は幻げん覚かくだと思った。僕が白いミストの中に投とう影えいしてしまった、クラスメイトの女の子が、残ざん像ぞうのようにそこにあるのだと思った。なにをバカな。この感触は現実のモノだ。だから、それが残像や幻まぼろしのハズがあり得なかった。

　それが証しよう拠こに、相手も僕に気が付いたのだろう。

　なにしろ僕の手のひらは、彼女の胸むねの部分にあった。

「お、織おり人とさん……？」

　声だって、聞こえたのだ。

　もう解わかっていた。なにも言わないで欲しい。充じゆう分ぶん把は握あくできている。つまり、僕がつまずいて、上に乗り上げるように倒れ込んでしまった相手というのは、

「は、初はつ雪き、さんっ!?　ど、どどどど、どうし、どうしてッ……!?」

「私、あの後、勒ろく天てんさんに、救きゆう助じよされて……、埃ほこりまみれになっていたから、シャワーを、浴びようと、思って……」

　まるでいつもとは逆ぎやく。僕の思考を読んだみたいに、初雪さんは顔を赤らめ、視し線せんを少しだけ逸そらしている。そして、

「あの、織おり人とさん、手……が……く、苦しいです……」

　僕へと告げる。初はつ雪きさんはそのまま僕へと視し線せんを止めたまま、なにかを覚かく悟ご、納なつ得とくしたように、口をつぐんで、しまうから、

「あ、ぐ、ぅうっ!?」

　僕の喉のどから咄とつ嗟さに上がるのは言葉ではなく呻うめき声ごえ。ただただ上半身を上げ、それから、

「ご、ごめん初雪さんッ！　あの、その、僕が間ま違ちがえたみたいッ!!」

　心理的にはおそらく、僕の周囲には亜あ音おん速そくを越えた時にできるマッハコーンがひゅぼーっと形成され、周囲の白い霧きりを吹き飛ばしていたに違ちがいない。あっというまに僕は脱だつ衣い所じよに辿たどり着ついて、

「な、え!?　噓うそ!?　こ、こっち女湯だったの!?　訴うつたえられたら絶ぜつ対たいに負けれる!!　僕のバカー!!」

　己おのれの目を疑った。入り口に出ている暖の簾れんにはたしかに赤い染そめ抜ぬきで『女』とあったのだ。

「なんで気が付かないかなぁ!!　もうっ!!」

　這ほう々ほうの体ていとはまさにこのコトだった。僕はもう死にたくなりながら、着替えを抱かかえて女湯を転がり出た。そしてサスガに観念する。

　初雪さんとは友達とはいえ、これは言いい訳わけできない。

　なにより自分が許ゆるせない。どうせ腹を切らなくてはならないなら、その前に身体だけは綺き麗れいにしようと僕は思う。隣となりの男湯へとそのまま数回の前回り受け身で雪崩なだれ込こみ、脱衣カゴに荷物を放り込んで、女湯と同じような横開きの曇くもりガラス戸を開けて浴室内に到とう着ちやくした。

　濡ぬれたタイルに大の字になった僕の思考は、もちろんまだ混こん乱らんしている。

「ぼ、僕は、これからどうしたら──」

　転がり過ぎて止まっても回り続ける視し界かい。天てん井じようがぐるぐる回って気持ち悪いので、ゆっくりと上半身を起こせば、男子風呂は女子の方よりはミストが薄うすいらしく、天てん窓まどから降ふり注そそぐ午前の光が広いバスルームを照らしていて、

「って、うぅうおおオオおおわあああああッっ!?!?」

　そこにあった光景に、僕の喉のどは、まるで声変わり前に戻もどったような高音、驚きよう愕がくの絶ぜつ叫きようを放つ。もしかしたら僕は大きな声を出して、目の前の現実を壊こわそうと思ったのかもしれない。

「なに大声だしてんのさ」

　けれどもソレラはビクともセズに、ちょっと不ふ機き嫌げんな声を出して僕を睨にらんだ。

　男湯で、身体を泡あわだらけにしていたのは、

「い、一いち之の瀬せさん……ッ!?」

　またもやクラスメイトの女の子だった。二年Ｇ組の教室では僕の前の席に座すわる、いつもスカートの下にはしましまスパッツを穿はいている、同じ歳としの、知り合いが、今はスクール水着を、いわゆる腰こしまで半はん脱ぬぎという状じよう態たいで、上半身を泡あわだらけにしていたのだ。

「……──高校生にもなったら、お風ふ呂ろのマナーは守ってほしいよ」

　そしてもう一人、頭から黒いケモノの耳、腰こしから二ふた股またに分かれた尻しつ尾ぽを生やした──一いち之の瀬せさんと比べたら──小さめの女の子が、ちらりとコチラに視し線せんを向けている。

「野の上がみ、さん、もッ!?　な、なんで二人がこんなトコロに!?　だ、だって……」

　僕は尻しり餅もちをついて後ずさり、既すでに壁かべ際ぎわまで、心理的にも追いつめられながら、絞しぼり出だす。

「二人は初はつ雪きさんに、きちんと調ちよう伏ふくされたハズじゃ……!?」

　あの時、僕は目の前で見ていたのだ。〝河かつ童ぱ〟に取とり憑つかれた一之瀬カスミさん、そして〝猫ねこ又また〟に魅み入いられていた野上綾あやさんが、〝陰おん陽みよう師じ〟、遥はる奈な原ばら初雪さんの力によって調伏されたその場面を。

「なのに、どうして──」

　うめき続ける僕に対し、

「されたよ？　調伏。だから今わたしと綾はこうして『砂すな御み門かど』の保ほ護ご下かにあるんじゃーん」

　クリームみたいな白い泡を両手で弄もてあそびながら、〝河童〟、一之瀬カスミさんはなんだかうっとりと身をくねらせる。

「え!?　じゃあ待って、どういうコト!?　二人は一之瀬さんと、野上さんなわけ!?」

　混こん乱らんしきりのコチラの問いに、

「……──カラダを、間ま借がりさせてもらってるって感じなのかな」

　ケモノの耳をぴこぴこさせて、野上さんは首を傾かしげて答える。

「それより森もり口ぐちこそなにやってんの？　朝風呂？　早く入りなよ」

「い、いや！　それは……っ!!」

　僕は、あたかも野犬を刺し激げきしないようにするみたいに、ずりずりと、壁を背せにして今度は右へ右へ、さっき入って来たばかりの出入り口へと、移い動どうを開始している。

「ん？　あー、もしかして？　あたし達のことが、恐こわいとか？」

　たとえそうだったとしても、今の僕は、うなずけやしないのだった。

「そーりゃそうだよね。でも安心して？　もうアンタに悪さしようとか、思ってないから」

　コチラの思いはばっちし伝わってしまっていたようだった。にもかかわらず、スク水を半脱ぎな〝河童〟は、両りよう腕うでをまるでストレッチするように高くかかげ、なにやらつるつるした脇わきの下を見せつけるようなポーズで、僕へと告げる。

「つまり〝陰陽師〟に〝調伏〟されるって、そういうことなんだからさーぁ？」

　ハッキリ言って、彼女の言っている意味はよく解わからなかった。ただ、あんまり僕を今すぐどうにかしようという気がないのだけは、なんとなく理り解かいできる。けれど、だからといって、それに納なつ得とくしてこのまま突とつ然ぜん和気あいあいとできるわけがなく。しかも、

「……──ねえ、カスミ。今気が付いたんだけど、もしかしてこのヒト、わたし達がハダカだから、驚おどろいているのかも」

　ケモノ耳をぴぴくっと反はん応のうさせ、肩かたをすくめて、柔やわらかく泡あわ立だてた手の平の泡を見つめたままの野の上がみさんに図星の中心点を突つかれて僕が絶ぜつ句くしていれば、

「あは？　マジで？」

　楽しそーに語ご尾びを上げた一いち之の瀬せさんは、目め尻じりまでをもつり上げる。

「……──言っておくけど、あたし達、人間如ごときにカラダを見られても、なんとも思わないよ？」

「ちょ、あ、え、で、でも……!!　だって、一之瀬さんと野上さん、なんだから……！」

「はっはぁーん？　まだお解わかりになってない？」

　その瞬しゆん間かん、半はん脱ぬぎ〝妖よう怪かい〟・一之瀬さんの表情が、絶ぜつ対たいに教室では見せないモノへと変へん貌ぼうする。唇くちびるをにたりとつり上げ、それからすぐに表情を柔らかく蕩とろかせて、

「大だい丈じよう夫ぶだよー？　〝妖怪〟の時の記き憶おくは、人間の時には、残ってないからさーぁ」

　泡だらけのカラダをこちらに乗り出すようにして、一歩一歩、近づいてくるのだ。

「ひ、あ、あぁっ!?　で、でもぉぉっ!!」

　僕は知っている。この〝河かつ童ぱ〟・一之瀬カスミは、鉄てつ骨こつを簡かん単たんに折り曲げ、水流を自じ在ざいに、瀑ばく布ふとして操あやつる力を持っているのだ。敵かなうわけがなかった。

　気が付けば、そんな半スク水娘は、僕の目の前にいる。

「誤ご解かいはしないでね。あたし、本体である人間の〝一之瀬カスミ〟の迷めい惑わくになるようなコトなんて、一切やってないんだよ？　……本当だよ？」

　ああ、さっきとこれではまったく逆ぎやく転てんしている。僕の上に、彼女が覆おおい被かぶさっているのだ。

「だから、」

　ちろりちろりと瞳の奥に〝妖怪〟の気焰オーラをゆらめかせながら、僕へと呪じゆ言げんをしたたらせる。

「なんか、……する？」
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　そして、〝河童〟・一之瀬カスミから垂たれ落おちる白い泡が、僕の上に降ふり注そそぎそうになった、その瞬しゆん間かん、

「織おり人とさんッ!?」

　どばんッ！　と男湯に飛び込んで来たのは、

「は、初はつ雪きさんッ!!」

「どうされましたか織人さんっ……って、な、なな、なんで織人さん裸はだかなんですか!?」

　巫み女こ服ふくに身を包んだ〝陰おん陽みよう師じ〟の少女だった。

「いやそりゃお風ふ呂ろ場ばだから!!　さっきもそうでしたし！」

　そして劇げき的てきな反はん応のうは、連続して起こる。

「ひぃぃぃいいやあああああああっっ!?!?」

「……──っ!!　っ!?　ふにゃぁああ……っ！」

　その悲鳴は、とにかく、二人の〝妖怪〟から発せられたものだった。

「ちょ、ぅ、うわぁッ!?」

　助けが来たから解かい放ほうされる！　と安心したのも束つかの間ま、僕は一いち之の瀬せさんに首根っこをひっつかまれ、乱らん暴ぼうに引きずり起こされると、そのまま『楯たて』にされ、あっというまに初はつ雪きさんから距きよ離りを取られてしまい、おまけに、

「みょうぁああああああ!!　なななななななになに!?　い、い、一之瀬さん!?」

　背せ中なかに、べたりと張はり付つかれてしまうありさまだった。

　なおかつ、僕というバリケードに〝猫ねこ又また〟、野の上がみ綾あやさんまで逃にげ込こんでくる始末。

「なんなんですか!?　ちょ、一之瀬さん!?　野上さん!?　いったい、どうしたっていうんですか!?　確たしか、ハダカとか、見られても別に、構かまわないんじゃ……」

「あ、あの、あの〝陰おん陽みよう師じ〟は、話が別……ッ!!」

「……──み、みないで……、お願いだから、見ないでほしいの!!」

〝妖よう怪かい〟のあまりにも劇げき的てきな変化。彼女たちは本当に怯おびえて、というか、羞しゆう恥ちに肌はだを真っ赤にしている。

「え、その、つまり、人間には見られてもなんてことないけど、〝陰陽師〟である初雪さんに見られるのは、恥はずかしいっていう……？」

「だまれだまれ！　この人間!!」

「……──放っておいてほしいよ！」

　一方、〝陰おん陽みよう師じ〟である初はつ雪きさんは、全ぜん裸らの僕を人ひと質じちにとられているせいか、こちらを直ちよく視しできないまま、

「お、織おり人とさんから、離はなれなさい！」

「だ、だめっ！　今は、今だけは無理ィッ！」

〝河かつ童ぱ〟も、〝陰陽師〟を正面から見ることができないまま、どうにか立ち回ろうとしていた。

　この時僕は、〝妖よう怪かい〟と〝陰陽師〟の、一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうになるのだと思った。

　けれど──僕は後から知ったのだけれども──この睨にらみ合あいは、スグにお流れになった、らしい。

　らしいというのは、次の瞬しゆん間かん襲おそってきた衝しよう撃げきに堪たえきれなかった僕は、意い識しきを消失してしまっていたからだった。

　聞いた話だと、なんでも一足早く〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやさんは浴室の天てん井じように跳ちよう躍やく、天てん窓まどを開き、続いて僕の首根っこを摑つかんだままの一いち之の瀬せさんが、跳とび上あがったのだという。その際さい、僕はスペースシャトル発はつ射しや時じと同じくらいの過重力に曝さらされ、意識を脳のう味み噌そから落っことしてしまったらしいのだ。

　薄うすれゆきつつあると認にん識しきもできない自意識の片かた隅すみに、初雪さんの「ま、まちなさぁぁ──い!!」という叫さけびが、かろうじて記き録ろくされていたことを発見するのは、その日の夕飯に筑ちく前ぜん煮にの筍たけのこを食べている時だった。と、ここに記すのは蛇だ足そくなような気もするけど。
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「こうなったら、責せき任にんとってもらうんだからね……」

　じりじりと灼しやく熱ねつし、周囲にあるモノ全てを焦こがすような〝妖怪〟の羞しゆう悪おを僕はその時、一身に浴びていた。

「ああ、もうどうすればいいって言うの？　こんなの、こんなの……!!」

　親指のツメを嚙かむようにして呟つぶやく〝河童〟、一之瀬カスミは、今やフル装そう備びだった。

　彼女が身につける紺こん色いろのスクール水着からはぽたぽたじわじわと、塩えん素その匂においを漂ただよわせる透とう明めいな雫しずくがしたたり、彼女が座すわっている椅い子すのクッションの上に敷しかれたビート板にじめじめと染しみこんでいる。

「……──説明してあげたほうがいい？」

　そんな一之瀬カスミ（悪いとは思うけど、〝妖怪〟状じよう態たいの彼女のコトは敬けい称しよう略りやくで呼よばせてもらう）の言葉を半ば他ひ人と事ごとのように聞いていた僕に、そっと囁ささやいたのは〝猫又〟野上綾だった。

「……──〝妖よう怪かい〟にとって、〝陰おん陽みよう師じ〟にハダカを見られるコトほど恥はずかしいコトはないんだよ？」

　光を吸すい込こむ黒地に、曼まん珠じゆ沙しや華げの大たい輪りんを咲かせた和服を纏まとったケモノ耳、二ふた股また尻しつ尾ぽの〝妖怪〟が僕に向かって囁ささやく声にも、抑おさえきれない恨うらみ節ぶしが含ふくまれていた。

　カラダを斜ななめにして椅い子すへ腰こしかけている野の上がみ綾あや。そしてビート板の上にあぐらを搔かく一いち之の瀬せカスミに挟はさまれるようにして、状じよう況きようの推すい移いについて行けない僕がいたのは、客きやく殿でんの片かた隅すみにある、庭に面した洋間の一室だった。

　明け放たれた窓まどの外側には木立が並ならんでいて、緑の匂においと共に、涼すずしく柔やわらかな木こ洩もれ日びが、室内に投げかけられている。

　まず、〝妖怪〟二人と一いつ緒しよにいるには、爽さわやかすぎる部へ屋やだった。

〝陰陽師〟と〝妖怪〟、そして〝式しき神がみ〟と〝憑つ狗く模も神がみ〟が跋ばつ扈こする土地、巌いわ沓くつ木き市し、昭あき沙さ山やま。

『ここは、霊れい的てきに関東を守しゆ護ごする〝陰陽師集団〟『砂すな御み門かど』が統とう治ちする、その深しん奥おう。あらゆる事じ態たいに万全を期しております』、と以前、勒ろく天てんさんが何かの際さいに口にしているのを耳にしたコトがあるのだけれど、ただの人間である僕には、現在のこの状況、ひいては勒天さんがいう『万全』の基き準じゆんがどこまでなのか、改めて考えてみるほかなかった。

　ぶっちゃけて言えば、僕は今、結けつ構こうな危き険けんと隣となり合あわせなんじゃないかなーとか、思ったりしている。

　現に、僕はあの大浴室から、攫さらわれてここにいたりするのだ。

　もちろん、僕だって二人の〝妖怪〟と同じくいつまでも裸はだかじゃない。脱だつ衣い所じよに用意されていた洋服──これが何な故ぜか、僕が持っているのとまったく同じサイズの学校の制服なんだけど──を着込んでいる。

「あんたさえ風ふ呂ろ場ばに入って来なければ、こんなコトにはならなかったんだからね」

　見れば、精せい神しん的てきショックを吹っ切るようにして、〝河かつ童ぱ〟はむきっと僕を睨にらんでいた。

　そして断だん言げんしてくる。

「だから、あんたは今日一日、あたし達のいいなりになって、働くこと!!」

「えええ……」

「なにその嫌いやそうな顔!!　なんならもう一回すっ裸ぱだかになって、ここでそのまま人間の状じよう態たいに戻もどってもいいんだけどッ!?」

「な、そ、それはダメです!!」

　僕はたまらず声を上げる。冗じよう談だんでもここでそれをやられてしまったら、僕はおそらく、またもや『転校』的なイベントをこなさなくてはならなくなる。

　酷ひどい話だった。第一に僕はもう、この『遥はる奈な原ばら邸てい』でのミッション──あの〝憑狗模神〟をなだめるという離はなれ業わざ──をこなして、自由の身の上だったハズなのだ。お風呂場を覗のぞいてしまった初はつ雪きさんに言われるならまだしも、どうしてこの〝妖怪〟達に脅おどされなくてはならないのか。だから僕は言ってやった。

「そ……そりゃあ、なんというか、二人のハダカを見ちゃったことも、初はつ雪きさんにその現場を目もく撃げきされたのも……僕の責せき任にんというか、……？　でも、ちょっと待って。男湯に入ってた二人にも責任はあるんじゃ……」

　幾いく分ぶん、弱気に。すると、

「だーかーらー、わたし達はそんなの関係ないんだってば。あの〝陰おん陽みよう師じ〟にさえ見られなければ」

　呆あきれたように一いち之の瀬せカスミはスラリと伸のびた両りよう腕うでを広げている。

「ぅぅうぅ、……これは理論的に僕が言い負かされたコトに、なるのか……？」

　そもそも人間と〝妖よう怪かい〟の間に会話は成立しないものなのだろうか。現げん状じようは僕に不利なコトしかない。〝河かつ童ぱ〟の一之瀬カスミが言うように、ここで〝クラスメイト〟の一之瀬カスミさんが現れたりしたら、弁べん明めいに弁明を重ねた結果、芋いもづる式に初雪さんの秘ひ密みつまでもが（そして誤ご解かいだとしても、僕が二人のハダカまで目もく撃げきした変質者だということが）バレてしまいかねない。

「じゃあ、交こう渉しよう成立ってコトで？」

「……──なんでも言うこときいてよ、今日一日、森もり口ぐちはわたし達のいいなりなんだから」

　大いに脅おどされてからの契けい約やくだったけれど、ここは逆さからわないで状じよう況きようを見るしかなかった。

　なにしろ、あの大浴場での騒そう動どう以い降こう、初雪さんは勒ろく天てんさんに呼よび出だされていて、この場にいない。〝河童〟と〝猫ねこ又また〟という二人の〝妖怪〟に拮きつ抗こうできる力を持つ〝陰陽師〟である彼女がいない限かぎり、僕にはどうすることも出来ないのだった。

「そう、そうなんだよなぁ……」

　彼女たちの外見が、なんというか危き機き感かんのまったく欠けつ如じよした格かつ好こうだったから僕も腑ふ抜ぬけていたけれど、実じつ際さいのトコロ僕の前にいる二人の女の子は、それぞれが超級の地じ震しん、雷かみなり、天てん変ぺん地ち異いクラスの破は壊かい力りよくを持った存そん在ざいなのだ。僕は彼女たちが思うままに猛もう威いを振ふるった過去を思い出す。そしてそれは一いつ瞬しゆんで背せ筋すじに怖おぞ気けを甦よみがえらせる行こう為いだった。ぶるりと肩かたを震ふるわせた僕は、だんだんと生きた心地がしなくなってくる。

　……というか、人間と〝妖怪〟の意い識しきを一つのカラダで使っているとなると、二人はどのように、その辻褄を合わせているのだろうか。一之瀬カスミは『人間の時には、〝妖怪〟だった時のコトを覚えていない』と言っていたが、その間に記き憶おくが無いというコトに本人は気付いてしまうハズだ。クラスメイトとしての一之瀬カスミさんと野上綾さんがとっても楽しい女の子なだけに、僕はちょっと心配になってくる。というか、裏うら返がえって僕はあの二人のクラスメイトの為ために、この〝妖怪〟とこうしているべきなんじゃないかとさえ思えきた。

　僕は、一之瀬カスミと野上綾へと、改めて視し線せんを向けてみる。

　二人の妖怪少女は今、なんだか僕を横目に、こしょこしょと内ない緒しよ話ばなしをしていたりする。

　互たがいに寄より添そうように耳元で会話を交わし、眉まゆをしかめたり、ちょっと微ほほ笑えんだりする二人が相談している内容は、おそらく僕をどうこき使おうかというモノに違ちがいない。

　そしてそれは大当たりなのだった。

「よし、決まったかなっ」

　しばらくして、一いち之の瀬せカスミの歪ゆがんだ笑みが、僕に向けられた。

「いい？　よーく聞くように。繰くり返かえしは無しだから」

　椅い子すの上に敷しいた白いビート板の上にあぐらを搔かき直なおしたスク水妖よう怪かいは、きししと歯の隙すき間まから嗤し笑しようを漏もらし、

「……──そのまえにお茶を注いで欲しいの」

〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやからの、コチラを試すようなリクエストに応こたえて、僕は簡かん単たんに二人に緑茶を注いだ。

「あんたも薄うす々うすは感じてるとは思うけど──」

　と、熱くなった湯飲みを両手で支ささえて、一之瀬カスミは始める。

「──〝妖怪〟と〝陰おん陽みよう師じ〟の関係っていうのはー、なんというかー、んー、キッタハッタの、世界なんだよね。こー、力を示し続けた方が勝ちになるっていう、ガチンコなトコロがあるんだ」

　そこで、〝河かつ童ぱ〟一之瀬カスミの瞳ひとみがぴくりと見開かれる。

「あ、んでね！　これだけは特例として、もう一度だけ言っとくけど！　そうは言っても、あたし達二人はもう、あの遥はる奈な原ばら初はつ雪きっていう〝陰陽師〟に逆さからうっていうか、復ふく讐しゆうしようみたいな気持ちは、……ちょびっとも、持って、ないんだからね？　それだけは誤ご解かいのないように覚えておいてっ！」

　どうしてここで、一之瀬カスミも野上綾も顔を赤らめて、なんだか視し線せんをあさっての方向に逸そらした感じになっているのだろうか……。

「それに、あ、あの、遥奈原初雪は、別べつ格かくなんだかんね！　そもそも、ただの人間であるあんたなんかが軽々しく名前を呼よんでいい存そん在ざいでもないっていう!?」

　僕に言いつのられても困こまるのだけれども──それになんだかムズムズしてしまうんだけれど──どうやらこの二人の妖怪は、あの初雪さんに、どのような理由からか、とても憧れているらしかった。

　いや、この言い方では、まだちょっと彼女達の核かく心しんをついていないかもしれない。

　言葉を選ばず、端たん的てきに言ってしまえば、〝河童〟も〝猫又〟も、初雪さんに調ちよう伏ふくされて以来、改心したというよりは、彼女という存在に魅惑されきっているらしいのだ。どうやら。

「（な、なるほど……？）」

　そして僕はこの段だん階かいで、ストンと自分の考えが腑ふに落ちていく感覚を、かなりハッキリと自覚してしまう。そういう前ぜん提ていならば、なんだか彼女たち二人の行動に全て辻つじ褄つまが合ってしまうのだ。

　まるで好きな女の子に対して素す直なおになれない小学生男子のような、（主にお風ふ呂ろ場ばでの）振ふる舞まい。その表情や仕草は、今から思えば初はつ雪きさんへの憎にくしみというより、恥はずかしさ余あまっての暴ぼう走そうから来ていたのだと納なつ得とくできる。

　しかし、それを今ここで指し摘てきするわけにもいかず（たぶん、この勢いきおいの中でそれをやったら半殺しにされる）、僕はこくこくと小さく頷うなずくだけだった。

「で！　ね!?　あの遥はる奈な原ばら初雪は今、な、なんというか……、まだ、あたし達二人のコトを、結けつ構こうな勢いで軽んじてると思うんだよね！　そりゃぁ、ガチンコでやって、こっちは負けちゃったから、仕方が、ないんだけど……。しかたないよ……？　キッタハッタの、関係だから」

「……──でも、なのにあの〝陰おん陽みよう師じ〟は、あたし達ふたりを、入滅させなかったの」

「にゅ、にゅうめつ？」

　聞きき慣なれない単語に、僕は言葉を挟んでしまう。

「あたし達〝妖よう怪かい〟が死ぬことを、陰陽師達は〝入にゆう滅めつ〟って呼よぶんだ。遥奈原初雪は、妖怪を殺さない」

　けれど嫌いやな顔せず、一いち之の瀬せカスミは僕の疑問に答えてくれて、

「……──あの力は、本当に神かみ懸がかりすぎてるの」

　野の上がみ綾あやが二ふた股またの尻しつ尾ぽを螺ら旋せんに組んで、なんだかゆらゆら溜ため息いきをつき、つられて〝河かつ童ぱ〟までもが虚こ空くうを見上げ、なんだかウットリしてしまっている。

　僕の中でなにかがスッキリして、ふっと身体が軽くなったのはこの時だった。

　その理由はすぐに解わかった。一之瀬カスミは浴場でこう言った。『本体である人間の一之瀬カスミの迷めい惑わくになるようなコトはなにもしていない』と。僕はそれを、今の今まで信じてはいなかったのだ。あの時彼女は、なんだかノリで、僕を脅おどしつけるみたいにふざけていたから。でも、それはどうやら、全部本当のコトらしかった。こと〝陰陽師〟、遥奈原初雪さんと調ちよう伏ふくされたこの〝妖怪〟ならば、その部分は必ず守るに違ちがいないのだ。

「つまり……」

　そして僕は思わず、言ってしまう。

「……二人は自分たちを、初雪さんに認みとめてもらいたいの？」

　瞬しゆん間かん、二人の妖怪はコチラをきぃっと睨にらむのだが、その顔は真っ赤で、しゅぼんと湯気が吹き上がってしまっている。

「でも、どうやって……？」

　その様子が余あまりにもあからさまなので、二人の意を汲くみ取とった僕は続けてしまう。

　──そして次の瞬間、これのリアクションとしてかなりキツイ反はん抗こうを予想していた僕は、また違う意味で、背せ筋すじをゾクリとさせてしまった。

　いつのまにか、〝猫ねこ又また〟と〝河童〟は、僕の向こう側を見るような視し線せんで、姿し勢せいを整えていた。背せ筋すじを伸のばして、なにかの意志を表明しようとしているのだ。

　僕もなんだか、いずまいを正す。

「この陰おん陽みよう集団、『砂すな御み門かど』の中で、成り上がる」

　と、〝河かつ童ぱ〟一いち之の瀬せカスミは言った。

「え、ということは、つまり……？」

「……──〝妖よう怪かい〟でも、〝陰おん陽みよう師じ〟には、なれるから」




　　　　　●




　二人の〝妖怪〟が言いたかったコトはつまり『だからあんたが、あの勒ろく天てんさんとわたし達を取り持って！』というコトだった。

〝妖怪〟である自分達が、『砂御門』の〝陰陽師〟になるために。

　ちなみに僕はこの時、実を言えば、既すでに二人の為ために協力する気、満々だった。

　なので、『こっちも〝陰陽師〟になっちゃえば、もうここで誰だれにハダカを見られたとしても恥はずかしくなくなるし！』とか、ワケの解わからない言いい訳わけめいたコトを一之瀬カスミはあの後もわめいていたのだけれど、僕は適てき当とうに聞き流させてもらった。

　それに彼女達二人がもし、〝陰陽師〟になれたアカツキには──最初は大変だろうけど──きっと、初はつ雪きさんの強力な手助けになるハズだと、僕は思っていた。僕だけではどうにもならないコトを、二人が補おぎなってくれれば……。たぶんカナリ先走った考えだとは思うのだけど、悪くはない選択な気がする。

　なおかつ──さっきから僕はこのコトばかりを気にしてる気がするけど──いくら〝妖怪〟二人が『人間の一之瀬カスミさんと野上綾さんに迷めい惑わくはかけない』と誓ちかっているとは言っても、一時的にカラダと意い識しきが〝妖怪〟として動いてしまうとなったら、なにかしらの弊へい害がいが出て来る時が来てしまうかもしれないのだ。……いや、きっとなにかしらあるだろう。けれど、その時に、二人がただ〝妖怪〟であるよりも〝陰陽師〟であった方が、なにかしら良い流れの中へ持って行ける気が僕にはしている。

　つまりは、反対する理由が無かった。

　ならば早さつ速そくと、僕は行動を開始する。

〝妖怪〟の陣じん取どる洋間から、追い出されるようにして勒天さんの元に向かった僕は、縁えん側がわでデイジーさんと一いつ緒しよに日向ぼっこしていた九九・フオー九九％ナインの金きん髪ぱつを持つ巫み女こを発見し、恐おそる恐おそる声をかけ、〝妖怪〟二人のメッセージを伝えることに成功した。




　それから十五分後。




　一同が会したのは、まるでどこかの会社の一角にある会議室のような部へ屋やだった。

　無機質な白いリノリウムの床ゆかにブラインドの掛かかった窓まど。天てん井じようには無個性な蛍けい光こう灯とうが並ならんでいて、壁かべもオフホワイトで統とう一いつされている。部へ屋やの隅すみには移い動どう式しきのホワイトボードまで用意されていた。

　そして部屋の中央、普ふ段だんは長机が並べられているだろうスペースは広く開けられていて、室内は今、まるで新入社員の面めん接せつ会場、もしくはアイドル候こう補ほのオーディション会場のようにセッティングされている（……ちなみにこの部屋はもちろん、遥はる奈な原ばら家けの『客きやく殿でん』内部の一室だった。本格的にこの屋や敷しきは侮あなどれないと僕は思う）。

　そんな室内で、勒ろく天てん舞まい耶やさんは、審しん査さ委員長のような立場にあるらしい。

　細長い、学校にもあるような会議机を前にして座すわる〝金きん髪ぱつ巫み女こ〟を前にして、

　二つ並んだパイプ椅い子すに座った〝河かつ童ぱ〟と〝猫ねこ又また〟は、何な故ぜか、がっちがちだった。

「つまり──」

　いつのまに用意したのか、机上にある二人の履り歴れき書しよをボールペンでコツコツしながら、勒天さんは瞳ひとみを細める。

「──ただ『砂すな御み門かど』の保ほ護ご下かに入って漫まん然ぜんと日々を送るのではなく、世のためヒトのため、〝陰おん陽みよう師じ〟として働きたい。そう申し出たということなのですね」

「は、はいっ！」

　パイプ椅子に妙みようにしゃちほこばって座る一いち之の瀬せカスミが答えた。その隣となりでこくこくと、野の上がみ綾あやも頷うなずいている。

　……二人とも、格かつ好こうはどうあれ、一応は女子高生的な外見を持っている。

　対して、彼女等を見つめる勒天さんは、大げさに言えば、さっきまで僕等を追いかけ回していた〝憑つ狗く模も神がみ〟と並んだら『同級生かな？』と思えるくらいの外見の持ち主だった。

　つまり、小さい。

　パイプ椅子に座った足も、ぷらぷらしてしまっていたりする。けれどその威い厳げん、周囲の空気を歪ゆがめるような気き迫はくは、浣かん腸ちよう器きの比じゃなかったし、妖怪二人を圧あつ倒とうしていた。

「しかしながら、たとえ〝妖よう怪かい〟でも〝陰陽師〟になれるという『前例』があるとはいえ……、それはあくまでも特例。全ての〝妖怪〟が誰だれでも、というわけにはいきません」

　新入り〝妖怪〟二人を前にしても、相変わらず勒天さんの声は波は紋もん一つ起こらない湖面のような柔やわらかさでもって響ひびき渡わたる。

　そして、ここまでは〝妖怪〟二人も覚かく悟ごしていた言葉なのだろう。一之瀬カスミと野上綾に動揺は見られなかった。

「お嬢様は、この二人が〝陰陽師〟になる資し格かくがあると思われますか？」

　スク水の〝河童〟と黒和服の〝猫又〟の表情が劇げき的てきに変化したのは、この時だった。

　勒天さんの座る長机の、入り口から向かって左手に座っていた、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの巫女・初はつ雪きさんは、静かに唇くちびるを動かし、

「二人を保ほ護ごした〝陰おん陽みよう師じ〟として申し上げます」

　いつになくきっぱりと答えたのだ。

「お二人は〝陰陽師〟として、まったく不ふ適てき合ごうかと思います」

　瞬しゆん間かん、〝妖よう怪かい〟二人の瞳ひとみに、クリムゾンピンクの炎ほのおが宿った。端はたからは、それは単なる〝陰陽師〟への怒いかりの表れとも見えただろう。しかし僕には解わかった。前室ともいえるあの洋間で、〝妖怪〟達と会話を交わしていたからこそ理り解かいできた。そこにあったのは羞しゆう恥ちと悔くやしさ、そしておそらくは彼女への渇かつ愛あい、そこから生じる自らへの鼓こ舞ぶが入り交じるコトで、二人の瞳はあのように鮮あざやかに燃え上がっていたのだ。

　初はつ雪きさんはその灼しやく熱ねつの視し線せんに気付いてか気付かずか、敢かん然ぜんと〝妖怪〟に相対し、柳やなぎのように受け流す。そこに『遥はる奈な原ばら初雪に対する強い憧あこがれ』ゆえの極ごく彩さい色しきが含ふくまれていると知ったら、彼女はどんなリアクションをするだろうか。

　一方、そんな初雪さんの隣となりでは、

「私もお嬢様と同じ意見です。〝妖怪〟であるお二人を〝陰陽師〟にすることは、できかねます」

　勒ろく天てんさんが頷うなずいて、息を止める水泳帽とケモノ耳。

　そこですかさず、僕は挙きよ手しゆ。

　なぜなら、

『フォローフォロー！　なにぼさっとしてる!?　契けい約やくは契約なんだからね!?』

『……──ここで動かなかったら、どうなるか、わかってるの？』

　キツイ視し線せんが、〝妖怪〟二人から送られてくるのだ。そう。なんでか解らないけれど、僕は勒天さんを挟はさんで初雪さんの反対側、机の右手──つまりは審しん査さ員いんとしてそこに座っていたのだ。

〝妖怪〟二人の為ため。そして人間の一いち之の瀬せさんと野の上がみさんのコトを思って、僕は発言する。

「あ、あの……」

　面めん接せつ官かんの一人みたいな位置にいる僕が声を漏もらすと、勒天さんと初雪さんは、ちょっと驚おどろいたようにコチラを見た。

「けれど、その、二人は見たところ、すごいやる気になってると、思うんです……。ぶらぶらして、なにかまた悪さをしてしまうより、『〝陰陽師〟になりたい』とか、なにか目もく標ひようというか、憧あこがれというか、指し針しんみたいなものがあっても、いいかなって、思うんですが……」

　こういう感じで良かったのだろうか。我ながらなんとも薄はく弱じやくなフォローだったような気がするけど、勒天さんは丁てい寧ねいに答えてくれる。

「やる気と実力があっても、それだけでは〝陰陽師〟は務つとまらないのです」

〝妖怪〟二人の表情が、ぐっと厳きびしくなる。

　一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやは、まるで双ふた子ごになってしまったように纏まとう雰ふん囲い気きを同調させていた。

　今や河かつ童ぱと猫ねこ又または、初はつ雪きさんには強気を装よそおった恥はじらいの念を、勒ろく天てんさんには恐きよう縮しゆくとたじろぎの感情を、僕に対しては苛いら立だちと腹立たしさの情念を放ほう射しやするという高等技術を駆く使ししているのだ。

「納なつ得とくできないようですね」

　そんな勒天さんの言葉に、パイプ椅い子すに座すわる〝妖よう怪かい〟は言葉の接つぎ穂ほを見つけることができないでいる。

　たまらず僕は、そんな『残念無念……ッ』を体現してしまっている二人から視し線せんを逸そらせないまま、考えてしまうのだった。

　僕だったら、申し出を最初から断ことわるつもりなら、こんな手の込んだ場所をセッティングしない。ただあの時、縁えん側がわで『そんなのダメ』と告げればいい。

　そう、だからここには何かしらの思おも惑わくがあるハズなのだ。

　僕はなにげなくを装って勒天さんの表情を伺うかがおうと、彼女へ視線を向ける。

「な……っ」

　すると金きん髪ぱつ巫み女こは、既すでに僕の方に首を傾かたむけていて、

　次の瞬しゆん間かん、

　薄く微笑んだのだ。

「それでは、こうしましょう」

　それこそ幻げん覚かくかと思って瞬まばたきをすれば、既に勒天さんは〝妖怪〟二人へと首を向けている。

「お二人が〝陰おん陽みよう師じ〟に適てき性せいがあるかどうかを、試させていただきます」

〝河童〟と〝猫又〟は、ぴくっと顔を上げた。

「しかし、それをパスすることができなかったら、もう二度と〝陰陽師〟になることはできません。そればかりか、もしも〝陰陽師〟になるコトができなかったら、『砂すな御み門かど』の〝式しき神がみ〟として働いてもらうことになります。それが条件となります」

　そして〝妖怪〟達の表情は、一いつ瞬しゆんで曇くもった。

「それでもお二人は、この試験を受ける覚かく悟ごがありますか」
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「あそこまで言われて『じゃあやめます』なんて、あの〝陰おん陽みよう師じ〟の前で言えると思う!?」

　紺こん色いろのスク水にスイミングキャップ。水中メガネをおでこに上げて、小こ脇わきに白いビート板を抱かかえた〝河かつ童ぱ〟、一いち之の瀬せカスミ。並ならびに、

「……──引き下がれるわけないよ」

　しっとりと淀よどむ黒地に、紅あかい曼まん珠じゆ沙しや華げの花か弁べんを散らす和服。ケモノ耳でひくひくと周囲を窺うかがいつつ、片手に持った鉄てつ扇せんをぱちぱち鳴らす〝猫ねこ又また〟、野の上がみ綾あやの声が、

　洞窟の内部に木魂する。

　ちなみに二人の背はい後ごに佇たたずむ僕、森もり口ぐち織おり人との「まさか、ここで試験とは……」という呟つぶやきは、小さすぎて響ひびかない。




「お二人には『昭あき沙さ山やまダンジョン』に潜もぐっていただき、あるものを取ってきてもらいます」




　それが、勒ろく天てんさんが〝妖よう怪かい〟二人に告げた『砂すな御み門かど』の〝陰陽師〟になるための試験内容だった。

　例の面めん接せつ室しつからぞろぞろと移い動どうした僕等がやがて辿たどり着ついたのは、広大な庭の一角──というか山の中腹だった。鬱うつ蒼そうとした山林の作る深い影かげの中にあった目的地は、妙みようにこぢんまりとした、けれどきちんと手入れされている一いつ軒けんの社しや殿でん。

　すわ、この建物の中で座ざ禅ぜんでも組むのだろうかと扉とびらを開けて内部に上がってみれば、本来ならば神が鎮ちん座ざするべき部へ屋やの中央に、結けつ界かいを巡めぐらせた洞門がぽっかりと口を開けている。

　そして、〈ほうほう〉と暗くら闇やみの中からうねる空気が声を上げるダンジョンの入り口を前にした一之瀬カスミと野上綾へと、

「これと同じ御札プレートを持ってきてください」

　金きん髪ぱつ巫み女こは、金きん属ぞく製せいの一枚の御札を差し出す。

『意外となんとかなりそうだなー』とか、一之瀬カスミと野上綾は思ったのだろう。ぺろりとプレートを預あずかって、お互たがいなんだか、ほっとしたように頷うなずきあっている。

〝陰陽師〟になるための試験の中身は、果たして一般的に言うところの『お使いクエスト』だったわけで、僕もなんとなく息をつく。

　それよりも、

「お、織人さんも行かれるのですか!?」

　と初はつ雪きさんが僕を引ひき留とめてくれたのが、今は何よりも嬉うれしい記き憶おくだった。

　でも結局、人間の僕はここに、『〝妖よう怪かい〟二人が〝陰おん陽みよう師じ〟になるための』洞どう窟くつ内部にいるのだ。

　結けつ界かいが張はられた入り口から、僕等は既すでに数十メートル潜もぐっている。

　ここまで分ぶん岐きは無しの一本道だった。

　洞窟の幅はばは学校の廊ろう下か二つ分くらいで、高さも二倍くらいある。勿もち論ろん壁かべはゴツゴツじめじめした岩いわ肌はだで、僕はそんなトコロに寄りかかったり寝ねっ転ころがったりしたいとは思わなかった。

　先行するのは、なにやら面めん接せつ会場での〝陰陽師〟遥はる奈な原ばら初雪の態たい度どに対して不満を漏もらす二人の〝妖怪〟。

　なんだかんだであの時の初雪さんの言動に傷きずついているらしい二人だったけど、そんな彼女達が宿っているあのカラダは転校生である僕に対してとても親切にしてくれたクラスメイトのモノなのだ。

　そして、彼女たちの願望を僕がここまで（微び力りよくながら）お膳ぜん立だてをしてしまった以上、この後を展てん開かいを全て〝妖怪〟任まかせにして、放ってしまえるわけがなかった。

　初雪さんにその理由を話したら「だ、だったら私も……！」と言い出して、そこでまた〝妖怪〟達と一ひと悶もん着ちやくがあったのだけど、そこは割かつ愛あいしたい。

　一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやの二人が、それを許ゆるすハズがなかった。

「なんなのあの遥奈原初雪っていう〝陰陽師〟は！　そ、そりゃ、ついてきてくれるとか言ってくれるのは、う、嬉しいよ……!?　でもさ、あのヒトについて来られちゃ意味ないじゃん！　それこそコッチは、遥奈原初雪の〝式しき神がみ〟かなにかになっちゃうじゃない？　だめじゃんそれじゃ!!　こっちは使われたりするんじゃなくて、同じ立場になりたいんだってば!!」

　キッタハッタの世界と彼女は言った。一之瀬カスミは、なおも塩えん素その匂においのする雫しずくをぴっぴとダンジョン内に飛ばして力説している。野上綾はそれに頷うなずいて、時たま間あいの手てを入れて、会話を続けていた。

「……──？」

　そして、それに最初に気が付いたのは、鉄てつ扇せんをひらひらしていた和服の〝猫ねこ又また〟。

　黒い毛け並なみの二ふた股また螺ら旋せんの尻しつ尾ぽがたらりと下を向き、ケモノ耳がくいっと中央へ寄ったのに僕は気付いた。

「綾？」

　一之瀬カスミも立ち止まり、それから〝猫又〟の視し線せんの先にあるものに瞳ひとみを細める。

　そして、気が付く。

「は。これ、道がないっぽい？」

　洞窟内で道がないというのも変な話だったけど、スク水〝河かつ童ぱ〟の言った通りだった。

　前方、天てん井じようと左右の壁はある。

　けれど、すっぽりと床ゆかがなくなっていたのだ。

　僕は、絶ぜつ壁ぺきになっている道の終わりに、〝妖よう怪かい〟達と並ならび立たち、恐おそる恐おそる下方を覗のぞき込こむ。

「うわっ。これ、底が見えない……」

　毛穴が縮ちぢみ上あがって、がくがくと足の力が抜ぬけていった。塗ぬりつぶされたような虚こ空くうが僕の足元に広がっている。絶ぜつ対たい今夜これを夢に見るだろうと僕は思った。すこんと躓つまずいて、この中に落ちていく夢だ。そんな地中の更さらなる深みが、僕等の前に立ちはだかっている。

　一方、

「……──見える。道は向こうに側に続いてるみたい」

〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやはそう言って、鉄てつ扇せんをぱちりと閉じて、懐ふところにしまっている。

「これが、なんていうか、わたし達〝妖怪〟に対する『試験』っていうわけ？」

「……──だとしたら、バカにされてるよ」

　瞬しゆん間かん、どろりと〝妖怪〟二人のカラダから水に垂たらした油のような気焰オーラが立たち昇のぼり、

「へっ？」

　僕の真横に並んでいたハズの二人のカラダが、一いつ瞬しゆんぼやけ、

「な……っ」

　しゅぴん！　とか、すぱん！　という風を叩たたいたような音と共に地面を蹴けった一いち之の瀬せカスミと野上綾は前方にジャンプ。あっというまに、対岸に到とう達たつしてしまっていた。
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「ちょっと……」

　取り残されたのは、僕。

「よし、じゃあ進もう」

　という声だけが、闇やみの向こうから微かすかに届とどいて、

「……って、おおおおい！」

　叫さけぶ他なかった。

「なんだよ煩うるさいなー！」

　木こ魂だまで聞こえる〝河かつ童ぱ〟の声。

「そうじゃなくて、僕はどうすればいいの!?」

　僕は二人に向かって両手をメガホンにして訴うつたえる。

「渡わたってきなよー！」

「ドコを!?」

「ジャンプジャンプ！」

「無理でしょこれ！　ジャンプして辿たどり着つくトコロは、さらに高い場所にあるトコロだよ!?」

「……──つまり、天国？」

「あんたそれで上う手まいことを言ったつもり!?　なんとかしてコッチに来なさいな！」

「そんなコト言われても──」

　と、僕はなかんずく見回した周囲の景色に、見つけなきゃいいものを、発見してしまう。

「ああああ……」

　それは右手の壁かべにあった。

　よく、ＮＨＫの【世界の特に険けわしい山さん岳がくスペシャル】っぽい番組かなんかを視みていると『うわ！　あんな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの、そんな狭せまい、十センチもないような足場を進むの!?　ひ、ひえー！』という場面とかに遭そう遇ぐうしたりして、視し聴ちよう者しやとしてテレビの前でムズムズしたりするけど、あのあれが、

　そこにあった。

　いっそ、ない方が良かった。

「よぉし、ガンバレ!!」

　向こう側の〝妖よう怪かい〟二人もその道に気が付いたらしい。見物モードに入っている。

「う、噓うそ……」

「はやくしてね？　お願いだからー」

　キッタハッタの世界と、彼女は言った。

「ぅ、うぐ……」

「……──足手まといな人間は置いていかない？」

　〝猫ねこ又また〟の小さな声が僕に届く。

　そう、ここで僕が行かなかったら──もしも引き返してしまったり、立たち往おう生じようしてしまえば──それこそ、あれだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、摑つかまる部分もあるし、幅はば十センチだって言っても、これくらいあったら平地だったら絶ぜつ対たいに踏ふみ外はずしたりはしないし！　そう、要は気持ちの問題！　できるできる！」

　意気込んではみたモノの、思いのほか重い足を引きずるようにして、僕は岩がん壁ぺきに手を伸のばし、

「あ、だめだめだめ、これはだめ」

　一歩踏ふみ出だして悟さとった。

「死んじゃうこれは」

　背せ中なか側がわに、圧あつ倒とう的てきに真っ黒い、全てを吸い込む虚きよ無むが口を開けていて、そこから見えない舌したがべろべろと僕の背中を舐なめている。そして動けなくなった。

「いや、だから、それこそだめだ……！　立ち止まったらだめなんだ!!　自分を変えるんだ！　自分が変われば世界が変わる!!　自分次し第だいで全てが変わる！」

　想そう像ぞうだ。妄もう想そうしろ。と、僕はカブリを振ふった。

　そして『初はつ雪きさん手を貸して！』と思い切り願った。

　いみじくも自分で僕は言ったのだ。平地だと思えばなんともないと。

「ここは、そう！　横おう断だん歩道だ！　横断歩道の、白いトコロを、今、僕は歩いている！　ここから落ちたら下はサメがうじゃうじゃ！　だからなんともない。行ける、行けるぞ……！」

　それでようやく、身体が動き始める。そもそも横断歩道はこんな崖がけっぷちではないし、幅もこんなに狭せまくないし、第一に、手で壁かべのゴツゴツを摑んで身体を支ささえていなければ背はい後ごに落ちていきそうにならないものだけれど、そういう横断歩道だってどこかにあるハズと、自分自身をその域いきまで持っていくしかなかった。

「行ける行ける！　もう半分まで来た！　これ、行けますよ初雪さん！」

　大きな夜の横断歩道だ。向こう側では初雪さんが手を振って僕の名前を呼よんでいる。あ、はいっ、今そっちに行きます！　もうちょっとだけ待っててくださいッ!!　って、あ、ちょ、いいんです！　服は脱ぬがなくていいんです！　なんでですか!?　だめですよそんなに脈みやく絡らくもなく脱だつ衣いしたら！　みんなが見てますから！　っていうか、僕はなんでこんな妄想を!?　僕も激はげしい妄もう想そう癖へきの持ち主になっちゃったの!?

　けれども、僕の妄想プレイは、まだまだツメが甘かったのだ。

「う、うわ……？」

　脳のう内ないのコトに一いつ生しよう懸けん命めいになりすぎていて、手元がおろそかになっていた。

「ひぃっ!?」

　突とつ然ぜん、次にと摑んだ岩のでっぱり部分が、ごろりと外れた。

「お、ちょぉッ!!」

　完全に体重を預あずけるつもりだった腕うでが空から振ぶりし、つられてバランスを崩くずした左足が空くうを蹴ける。見えない舌したが身体に絡からみついて、僕は一いつ瞬しゆんでパニくっていた。

「わ、わああっ!?」

　今や、硬こう直ちよくした右手だけが、僕を虚こ空くうに支ささえていると言って良かった。

　だというのに、

「ひ、ぃ、ぃいいッ!?」

　なんの伏ふく線せんも無く、葛かつ藤とうも躊躇ためらいもなく、摑つかんでいた岩が壁かべから、ずりっと剝はく離りした。

　次の瞬しゆん間かん、僕の身体を不思議な解かい放ほう感かんが包んだ。

「ふぁぁっ!?」

　一いつ瞬しゆんで視し界かいが真っ暗になったのは、光も何も届とどかない奈な落らくに落下しているからだった。

　全身が絶ぜつ望ぼうに飲み込まれ、走そう馬ま灯とうの上映開始時間になった瞬しゆん間かん、「ちっ」という舌した打うちのような音がして、

　なにかが左手を打った。

　がくっと、体重が僕に戻もどされて、気が付く。

「あ、あ、……ありが、とう」

　壁に突つき刺ささったビート板を足場にして、一いち之の瀬せカスミが僕を摑み上げていたのだ。

　彼女は、見上げる僕を見下ろして、満面に邪じや悪あくな笑みを浮うかべて、言った。

「手間、かけさせないでくれる？　ねぇ人間」
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「……──また、なにかあるみたい」

　魂たましいが抜ぬけた状じよう態たいで、とぼとぼと二人の後からついていっていた僕の耳に、そういう言葉が聞こえてくる。

「さてさてー？　お次はどんな試し練れん？」

　まだ、あの『落とし穴』から五分も経たっていないだろう。洞どう窟くつを進む足が再ふたたび止まっていた。

　野の上がみ綾あやに続いて、〝スク水〟一之瀬カスミが洞窟の先へと片かた手てでおでこにひさし、もう片かた方ほうを腰こしにあてて鼻を鳴らしている。

「ふんふん、なるほど？」

　僕も、おそらくは自分の身に降ふりかかることだろうから、見たくないのが五〇％、それでも湧わいてくる変な好こう奇き心しん五〇％の視し線せんで、目を凝こらしてみる。

　洞窟は数メートル先から、人工的なタイル張ばりになっているようだった。

　明らかに、妖あやしい。

　三十センチ×三十センチほどの石いし畳だたみが、けっこう長く続いている。

「なんだろう、あれ……」

「ま、こうしてみれば、わかるんじゃない？」

　びしょ濡ぬれのスク水河かつ童ぱは、小こ脇わきに挟はさんでいたビート板を、フリスビーのように前方のタイルエリアへと放り投げる。

　三人の見守る中、ひゅるひゅると放ほう物ぶつ線せんを描えがいた発はつ泡ぽう剤ざいのカタマリは、ナニゴトもなく着地、床ゆかに触ふれた。

　その途と端たん、すどんっずどんっ、と左右から飛来した矢が、ビート板に深々と突つき刺ささって、勢いきおい余あまって、くるくると回転して、ぱたり、倒たおれた。

「はーあ、なにこれ、なんのアトラクション？」

　止める間もなかった。

「あ、ちょ……っ！」

　手を差さし伸のばしても、〝河童〟一いち之の瀬せカスミはなんの気き負おいもなく、タイルフロアに足を踏ふみ入いれ、

「ほ、よっと」

　彼女が腕うでを振ふるうたびに、その手には飛来してきたらしい矢が現れている。素す手でで矢を摑つかみ取とっているのだ。まるで金メダリストが新しん体たい操そうの床演えん技ぎを披ひ露ろうしているようだった。高く放ったボールやクラブが、移い動どうした先で構かまえた手の中にすっぽりと収おさまるように、あっというまに彼女の腕に飛来した矢が蓄たくわえられていく。

「こんなコトで試される〝陰おん陽みよう師じ〟なんて、本当はたかがしれているのかもねー。あの勒ろく天てん様も、もしかしたら、そんなに大したこと、なかったり……？」

　難なん無なくだった。タイルエリアを通過し終えた一之瀬カスミは、ぱらぱらと矢の束を溜ため息いきと共にばらまいた。

　水着からしたたった水すい滴てきの跡あとを点々と残した彼女が向こう側に辿たどり着つくことで、フロアはおよそ二十～三十メートルほど続いていることが目もく測そくされた。

　キッタハッタの世界だというコトは、解わかった。

　けれど、命あってのモノのハズだった。

　ダッシュで走はしり抜ぬけたら、僕は向こうに到とう着ちやくする頃ころには針はり達磨だるまになっているに違ちがいなく、そしてそんな状じよう態たいで生きている自信はまったく無かった。

「……──じゃ、行くね」

　だというのに〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやはためらいなく、タイルゾーンに進もうとしている。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　僕は思わず、彼女を引ひき留とめる。

「……──なあに？」

　うっとうしそうに、ケモノ耳をぴくぴくさせながら和服の〝妖怪〟は振り向いてくれる。こうなったら、せめて堂どう々どうと言うしかないのだ。

「今度は、無理」

「……──今度も無理、でしょ？」

　その時の〝猫ねこ又また〟野の上がみ綾あやの顔は、かなり露ろ骨こつに変化する。まるで『春休みだっていうのに、なんでこの先生はこんな宿題わたしだけに出すの!?』と不平不満を溜ためた表情から、『だったら、初日で全部終わらせてやる！』という、変な覚かく悟ごをサラリと決めたように、彼女は両りよう肩かたをすくめる。

「……──カスミのさっきので、弾だん道どうは解わかってるから。だからだよ？」

　彼女はそう言いつつ、こちらに向き直って僕の両手を摑つかんだ。

「は、え……？」

「……──動き、合わせてよ」

「こ、これって──」

　端はたから見られたら、僕と野上綾は、確かく実じつに今から仲良くワルツでも踊おどり出だす寸すん前ぜんに見えるハズだった。

　現に僕等は、手と手と合わせ、カラダの前面同士で向き合った状じよう態たいになっている。

　僕の目の前に黒いケモノ耳がぴくついているし、野上綾の瞳ひとみが僕を見上げている。

　しかし実じつ際さいには、

「い、ぃあ、いぃ痛いたたっ!?　ちょっと、こ、これ、わッ!?」

「……──さあ、行くよ？」

　僕は完全に、合わせた両りよう腕うでを〝猫又〟に握りしめられ、どのような原理からか、両手首から両りよう肘ひじ、肩、そして全身の関かん節せつを極きめられて、

「お、ご、わ、わわわッ!?」

　激げき痛つうにより、〝猫又〟の思うがままに、操あやつられていた。

「ちょ、え!?　このまま、矢の中にッ!?」

〝式しき神がみ〟のレキに《蒟こん蒻にやく術じゆつ》で身体を操られてしまっている状態とはワケが違ちがった。〝猫又〟が僕を操る方法は、痛みそのものなのだ。

　彼女が少し指に力を入れると、筋すじがぶちぎれるんじゃないかというくらいの激痛が全身に走り、本ほん能のう的てきにそこから逃のがれようとする身体の動きが、すなわち、〝猫又〟の誘ゆう導どうだった。

　野上綾の小さな十本の指に、僕は踊らされ、そして、〝猫又〟と一いつ緒しよに、飛来してくる矢を、ワルツのステップでかわしているのだ。

「ちょ、ぉおおおッ!?　ひぃぎぎっ!!　痛い痛い！　もっとやさしく!!」

　首筋を、腰こしのすぐ側そばを、眼がん前ぜんを、ひゅっ、ひゅっと、矢が掠かすめていく。

　殺されるのだと、僕は本気で思った。

「こ、これ、本当は〝人間〟が〝陰おん陽みよう師じ〟になるための試験だったりするんじゃないの!?」

「……──ねえ、だまって身体の力を抜ぬいててよ」

〝猫ねこ又また〟のステップに合わせて、景色がぐるんぐるんと回り、足元は確たしかに何かのスイッチをかちんかちんと踏ふみならす。そして遠心力で吹き飛んでしまいそうな僕の身体を、野の上がみ綾あやは十本の指で逃のがさない。凄すさまじい痛いたみが僕を操あやつっていた。

「綾、もういいんじゃない？」

　という声が、遠くなってきた意い識しきの片かた隅すみで聞こえた。

「……──ホントだ」

　気が付いてみれば、僕が解かい放ほうされたのは、タイルエリアをだいぶ過ぎた地点だったというのだから、酷ひどい話だった。タイルエリアを過ぎても、それでも何な故ぜか〝猫又〟はステップを止めなかったらしい。

「……──なにか、わたしに言うことは？」

　膝ひざをつき、脂あぶら汗あせを拭ぬぐっていた僕を〝猫又〟野上綾が覗のぞき込こんでくる。

「あ、あ……」

　様々な感情が迫せり上あがったが、僕が言わなくてはいけない言葉は一つだった。

「……ありがとう」

　すると、〝猫又〟は新種の飴あめ玉だまを口に含ふくんで、その味を記き憶おくするみたいな顔をして、そのまま無言で僕から視し線せんを逸そらして、あさってを向き、

「……──ぐずぐずされると、いらいらするから」

　一言漏もらす。

「す、すいません!?」

　思わず謝あやまれば、既すでに〝妖よう怪かい〟二人は先に進んでいるのであった。

　その後も、試験は止むことなく一行に──いや、主に僕に、襲おそいかかってきた。

『酸さんの雨が降ふってくるエリア』では、〝河かつ童ぱ〟一いち之の瀬せカスミが壁かべ岩いわの隙すき間まから漏もれていた石いわ清し水みずから呼よび出だした激げき流りゆうに押おし流ながされるコトで罠わなを回かい避ひし、『巨大な歯車が高速回転しているエリア』では、いつかの《猫ねこじゃらしスーツ》と鉄てつ扇せんで、〝猫又〟野上綾に再ふたたび操られ、くぐり抜ぬけることに成功した。

　もう、くったくただった。

　だというのに、試験を受けている当人である一之瀬カスミと野上綾は、いとも簡かん単たんに試験を突とつ破ぱしていくのだ。疲つかれを一切見せないばかりか、汗あせの一いつ滴てきも浮うかべてなければ、息さえ切らしてない。そして〝妖怪〟二人は嫌いや々いや僕に手を貸しながら、先へ先へと洞どう窟くつの奥おくに進んでいるのだ。一方、人間であるコチラの全身はかすり傷きずはあたりまえで、貸してもらった制服は背せ中なかがバッサリ裂さけているし、所々溶とけてさえいる。鼻水も少し出ている。

　さっきも言ったけど、もしかしたら本当に勒ろく天てんさんは試験場所を間ま違ちがえているのかもしれないとさえ思った。このままでは僕が〝陰おん陽みよう師じ〟に覚かく醒せいしてしまうのも時間の問題だった。

　ハッキリ言いたい。もう帰りたい。

　けれど、ここまで来てしまった以上、物理的に一人では帰れない。

　行くトコまで行くしかなかったのだ。




　洞どう窟くつは、坂道に差しかかっていた。




　坂道→転がる→転がって来る鉄てつ球きゆう→でも、鉄球ネタはもう別のトコロでやったし……と朦もう朧ろうとした頭で重い足を動かしていると、

「やっと、到とう着ちやくしたみたい？」

　一足早く登り切ったらしい一いち之の瀬せカスミの声が耳に届とどく。僕はそれを頼たよりに、力を出し切る感じで彼女の後に続いた。

　顔を上げれば、そこで空気の流れが止まっている。

　僕等はとうとう目的のプレートが鎮ちん座ざしているダンジョンの突つき当あたりまでやって来たらしかった。そして、

「……祭さい場じよう？」

　それが、到とう達たつ地点にあった景色を目にした僕の脳のうがとっさに連想したイメージだった。

　洞窟の最さい深しん部ぶはまるで祠ほこらのようになっていて、何かが祀まつられているようなのだ。

「んんっ!?」

　そして、僕はその中央にあった何かに反はん応のうしてしまう。

「び、びっくりした。誰だれかいるのかと思った……」

　細くて古い注し連め縄なわの真ん中にあったのは、ひと揃そろいの和式甲かつ冑ちゆうだった。

　僕はそれを、鎧よろいを着込んだ誰かがそこに座すわって、コチラをずっと待っていたのかと思ってしまったのだ。

「へー、かっこいいものがしまってあったんだ」

　一之瀬カスミが鎧武む者しやの兜かぶとをぺたぺた触さわる。

「……──で、これと同じ御札プレートってどこにあるの？」

　野の上がみ綾あやの言う通り、ざっと見たところ、〝猫ねこ又また〟が懐ふところから取り出した金きん属ぞくプレートと同どう系けい統とうのモノがこの場にあるようには見えなかった。

「ここまで一本道だったけど、さてさて……？」

「……──カスミ」

　すたすたと注連縄の周囲を観察しに行くスク水〝河かつ童ぱ〝を、〝猫又〟が呼よび止とめる。

「どうしたの綾」

　振ふり向むいた紺こん色いろ水着娘と同時に、僕も気が付いた。

　野上綾が持っていた御札が、呼こ吸きゆうするように白く明めい滅めつしているのだ。

「なるほど、この中に……」

　そして猫ねこ又またのプレートと呼こ応おうするように中央の甲かつ冑ちゆう。その兜の内側、仮か面めんのような面めん頰ぽおの内部から、同じく白い光が漏もれているのだ。

　一いち之の瀬せカスミは、背せもたれのないディレクターズチェアのような椅い子すに座すわりこんだ形で飾かざらた、漆うるしの朱と黒の映える戦いくさ甲冑の正面で腰こしをかがめ、検けん分ぶんするように目を細める。

　もしかしたらこの鎧よろいは、本当に戦国時代に合戦の総そう大だい将しようが身につけていたんじゃないだろうかと思われた。細部のこしらえがしっかりしていて、装そう飾しよくは華か美びになりすぎず、質しつ実じつ剛ごう健けんを全身で現していた。腰こしには大小の刀まで下げられている。

　二人の目的の御札プレートはこの内部にあるのだろう。

　和式甲冑の兜かぶとに、一之瀬カスミが手をかけた。

　すると〝河かつ童ぱ〟娘の白い濡ぬれた手を、何者かが摑つかんだ。

「は？」

　黒い指ぬきに紅あかい手てつ甲こうだった。〝河童〟の腕うでを摑んでいるのは当の鎧武む者しや、本人。

「ッッ!?」

　その事実に一之瀬カスミが気付いたのと、おそらくは同どう瞬しゆんだったと思う。まるで映画のコマを飛ばしたみたいに、彼女の姿すがたは消えていた。

　天てん井じように叩たたきつけられていたのだ。巨きよ石せきが地面に衝しよう突とつするような音が頭上から僕等に降ふり注そそぎ、

「……──カスミ！」

　叫さけんだ野の上がみ綾あやの反はん応のうが止まる。音もなく、なんの前まえ触ぶれもなく〝猫ねこ又また〟の背はい後ごに、椅い子すから立ち上がった甲冑が擦すり寄よっていた。

「……──そんな」

　鞘さや走ばしる玉たま鋼はがね、甲冑武者が抜ぬき放はなった長ちよう刀とうは銀線となり、〝猫又〟が舞まうように構かまえた鉄てつ扇せんを両りよう断だんし、弾はじき飛とばす。

「コイツ『砂すな御み門かど』の〝式しき神がみ〟なのか!?」

　岩がん盤ばんにめり込んだ自分の身体を引ひき剝はがした一之瀬カスミが、天井を蹴けって鎧武者に頭上から特攻。〝河童〟の周囲には、既すでに幾いくつものビート板が出現していて、楯たてとなって一之瀬カスミを覆おおい、地上の〝猫又〟野上綾は、群ぐん体たいのようなその楯ビート板の動きにシンクロする。

　僕はゾッとする。

　膝ひざから力が抜けて膝をつく。鎧武者に対する同情の念さえ起こった。

　僕は知っていた。〝河童〟と〝猫又〟の力を。

　超級の台風と大だい地じ震しんが、完かん璧ぺきなまでのコンビネーションに悪意を乗せて、鎧武者に襲おそいかかったのだ。目をつぶる暇ひまも無かった。

　一いつ拍ぱく後のち、

　吹っ飛んでいたのは、二人の〝妖よう怪かい〟だった。

「ぐぅっ!?」

「……──っ!!」

〝河かつ童ぱ〟によってばらまかれたビート板は確かく実じつに視し界かいを遮さえぎったハズだったし、それに乗じた〝猫又〟の《隠おん業ぎよう》を見破る術じゆつなどあったのだろうか。

　鎧よろいを叩たたきつぶすハズだった〝河童〟のフロートも、引ひき裂さくハズだった〝猫ねこ又また〟のかぎ爪づめ鉄てつ扇せんも、虚こ空くうをヨギリ、まるで全てを読よみ尽つくしたかのような武む者しやの、無む造ぞう作さともいえる二刀に、薙なぎ払はらわれていた。

「〝式しき神がみ〟というより〝武ぶ神しん〟かなにかかコイツ!?」

　床ゆかに転がった一いち之の瀬せカスミは、勢いきおいのまま地面を叩たたいて身を起こす。

「最後の最後でこれ!?　今までのはなんだったんだろうね、綾あや」

「……──ここで帳ちよう尻じりを合わせるってことだったんじゃない？」

　今や二人の〝妖よう怪かい〟からは、抑おさえようもない気焰オーラが揮き発はつ性せいの油のように立たち昇のぼり、それが炎ほのおとなって燃え上がっている。

　渾こん身しんにも思えた二人の連れん携けいは、鎧武者のたった一いち挙きよ動どうで、拙つたなく儚はかないモノに成り果てたのだ。カラダの傷きずより、〝妖怪〟二人のプライドの方が重じゆう傷しようそうだった。

　そして二人の〝妖怪〟に挟はさまれた鎧武者は、一向に動じた様子は無い。

「なるほど、〝式神〟に舐なめられてたら〝陰おん陽みよう師じ〟にはなれませんってわけだ!!」

「……──でも、これならわかりやすいよ」

〝河童〟と〝猫又〟が動いた。

　鎧武者は二刀をもってそれに応おうじた。

　驚おどろいたことに、僕は〝妖怪〟二人を心の底から応おう援えんしきっていた。

　それほどまでに鎧武者の存そん在ざい感かんは圧あつ倒とう的てきだった。さっきまで優ゆう美びとすら見えていた〝河童〟と〝猫又〟の動きが、御札プレートを体内に抱いだく甲かつ冑ちゆうの前ではタダの力ちから任まかせの猛もう攻こうに感じられてしまうのだ。

　応援とは言っても、僕が出来たのは手に汗あせを握にぎることだけだった。

　つまり何もできてはいなかった。

　そして、だからと言って鎧武者が、僕を無む視ししていたわけじゃないコトが、次の瞬しゆん間かん、判はん明めいする。

「う、うわァアあッッ!?!?」

　突とつ如じよ、暴ぼう風ふう圏けんの外側にいた僕へと鎧武者が流れてきた。

　一之瀬カスミと野の上がみ綾も呆あつ気けにとられている。そういう、誰だれもが虚きよを突つかれるタイミングで、甲冑はコチラへと移い動どうしてきたのだ。

　いつのまにか大小の刀は鞘さやに収おさめられている。僕のどこかは、それにより安心してしまったらしく、息を吐はいた瞬間を狙ねらわれた。

「なぁうッ？」

　僕は一いつ瞬しゆんで、鎧よろい武む者しやの肩かたに、担かつがれていた。

　甲かつ冑ちゆうの足は止まらなかった。

　逃とう走そうと言っても良かった。

　結論を言えば僕はなんだか、攫さらわれたのだ。

　それこそ、

「僕はヒロインか!?」

　突つっこみたくなるくらい、今回の僕の攫われ率りつは異い常じようではないだろうか。

「……──御札プレートが逃にげてるよ！」

「待て！　この野郎ー！」

　両りよう脚あしを前にして担がれたおかげで、僕はコチラを追ってくる二人を見ることができた。

「僕のコトも心配してよ!!」

　叫さけんだトコロで無む駄だなのだろう。距きよ離りは縮ちぢまらないどころか、徐じよ々じよに広がっていく。

　そして鎧武者は、チェックポイント的に配置されていた『歯車ゾーン』も『酸さんの雨ゾーン』も『矢が飛んでくるトラップ』も越えて、どんどん入り口へと後こう退たいし、

「こ、このままだと、入り口から外に出ちゃう!?」

　けれど、コチラの危き惧ぐは杞き憂ゆうに終わる。

　僕を担いだまま軽々と『落とし穴トラップ』を飛び越えた鎧武者は、

　あの、僕が落ちかけた大穴を挟はさんで、入り口方面の崖がけっぷちで、肩に男ヒロインを担いだまま立ち止まり、背はい後ごを振ふり向むいて、

「な……、これは……？」

「……──どういうつもりなのかな」

　穴の反対側の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで足を止めた二人の〝妖よう怪かい〟と、対たい峙じしたのだ。




　──鎧武者が最初に動いた時からそうだった。




　この甲冑の動作には、一切の前まえ触ぶれが、無かった。

　いつの間にか鎧武者の右手の中で、目的の金きん属ぞくプレートが発光していた。

　そして甲冑の一連の行動に、一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやは、思わずという感じで、鎧武者の左ひだり肩かたに担がれている僕と、右手の中にある御札を見比べていた。

　甲冑式ぶ神しんは次の瞬しゆん間かん、『僕』と『御札』を、同時に穴の中へと捨てた。




　一之瀬カスミと野上綾の叫びが、暗くら闇やみの中に響ひびき渡わたった。




「綾っ!?」

「……──両方は無理!!」

　本日二度目の落下に、僕の心は麻ま痺ひしていた。

　もしくはなにか脳のう内ないの防ぼう御ぎよ機き構こうでも働いたのか、感情の起き伏ふくが起こらなくなっていたのだと思う。

　全身を貫つらぬく落下の感かん覚かくすらふわふわするだけで、恐こわくなかった。

「ちぃッ!!」

　激はげしい舌した打うちが耳元で聞こえた。これも、本日二度目だったと思う。

　右みぎ腕うでを中心にして、体重が復活していた。

　同時に、諦てい観かんに飲まれていた感情が戻もどってくる。

「……僕を、」

　腕から腕に、塩えん素その匂においのする水すい滴てきが伝わり、僕を濡ぬらす。

「なに、その目は。ここで手を離はなしてもいいんだけど？」

　一いち之の瀬せカスミが、壁かべに突つき刺さしたビート板を支ささえに、僕の腕を摑つかんでコチラを見下ろしていた。

『まさか』という気持ちで、僕はロクに身動きできなかった。『どうして』という思いで、うまく口が回らない。

　そのまま洞どう窟くつの床ゆかに引ひっ張ぱり上あげられた僕を、動きを止めた鎧よろい武む者しやと野の上がみ綾あやが出迎えてくれる。

「ご、ごめん、僕のせいで……」

「……──本当に忌いま々いましいよ」

　ぽつりと〝猫ねこ又また〟がつぶやいた。

　言うまでもなく、目的の『御札プレート』は、闇やみの底へと失われてしまったのだ。

「はっ！　これでなに？　わたし達は晴れて『砂すな御み門かど』の、〝式しき神がみ〟ってことになるの？」

　遅おくれて這はい上あがって来た一之瀬カスミの悪あく態たいだけで、ヒトを殺せそうだった。

　僕は吹き飛ばされた感じになって、思わず言った。

「ぼ、僕から言ってみるよ！　わけを話せばきっと勒ろく天てんさんは解わかってくれる！　だって、二人は僕を助けるために、御札を諦あきらめたんだから!!」

　二人の〝妖よう怪かい〟は、僕の言葉に無む反はん応のう。その時、




「森もり口ぐち殿どのの仰おつしやる通りです」




　波は紋もんすら立たない、霧きり深ふかい森の深しん奥おうにある湖面の如ごとき声こわ音ねは、鎧武者の中から聞こえた。

「一之瀬カスミ、並ならびに野上綾の両名は合格となります」

〝河かつ童ぱ〟と〝猫又〟は甲かつ冑ちゆうが再ふたたび動いた瞬しゆん間かんに構かまえ、そして再び呆あつ気けにとられていた。

「そんな……」

　甲かつ冑ちゆうが、自らの兜かぶとを脱ぬげば、こぼれ落ちるのは九九・フオー九九％ナインの輝かがやきを持つ亜あ麻ま色いろの髪かみ。

「「「ろ、勒ろく天てんさん（様）!?」」」

　僕等三人が揃そろって目を見開いている。

「つまり、あれは、全部、……勒天さん、が？」

　僕が問い、勒天さんは肯こう定ていするように首を傾かたむけ、僕を見た。

　キッタハッタの世界だった。

〝妖よう怪かい〟二人は、最さい敬けい礼れいでもするんじゃないかというくらい、背せ筋すじを伸のばしていた。

「〝陰おん陽みよう師じ〟とは、人間のイトナミを、〝妖怪〟という天てん変ぺん地ち異いから守る存そん在ざいです。ヒトという存在を見下す者に、決して務つとまるものではありません」

　兜を小こ脇わきに抱かかえた甲冑姿すがたの勒天さんは、二人の少女を前にして粛しゆく々しゆくと告げる。

「二人は、ここまで森もり口ぐち殿どのを守まもり抜ぬき、そして最後に選んだモノも、ヒトの命でした」

　全てはそのための試し練れんだったのだ。

「合格です。この勒天舞まい耶やが、お二人を『砂すな御み門かど』の〝陰陽師〟と認みとめます」
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　今回の物語は、どうやら遥はる奈な原ばら邸ていの敷しき地ち内ないで始まり、敷地内で終わるようだった。




「────というわけだったんですよ、初はつ雪きさん」

「お疲つかれ様さまでした、織おり人とさん」

　初雪さん家の広い庭（というか庭園）には、そこかしこに街灯があって、平地より早い夕ゆう闇やみの訪おとずれに対たい応おうするように風景を照らし出す。

　その時、僕と初雪さんは庭の一角にある、あずま屋にいた。

　あずま屋とは言っても、公園の片かた隅すみにあるような、なんというか屋根しかない吹ふきっ晒さらしのモノではなくて、三方の戸が取とり払はらえるようになった畳たたみ敷じきの茶室と言ってもいい作りの庵いおりだった。

　僕はもう初雪さんの家について感心してしまうのを、いったんやめている。

『遥奈原財閥グループ』の中ちゆう枢すうであるこの屋や敷しきのあれこれに感動するには、今の僕はあまりにも疲れてしまっていたのだ。なのでもう、今日はありのままを受け入れるコトにしている（本当に今さらだけど、僕は大変なクラスメイトと友達になってしまったらしい）。

　というわけで、

　僕は初はつ雪きさんが点たててくれたお茶と和わ菓が子しを頂いただきながら、『〝妖よう怪かい〟二人の試験の顚てん末まつ』を（もちろん、二人の胸むねの内は極ごく秘ひの上で）巫み女こ服ふくの彼女に話し終えたトコロなのだった。

「それにしても勒ろく天てんさんが、あんなに、なんというか……」

　今や『試験の洞どう窟くつ内部』で起こった様々な騒そう動どうは、僕に恐きよう怖ふではなく、なんというか、安心に近いモノを与えてくれるものになっていた。

「……凄すごいヒトだったんですね」

　自己分ぶん析せきするに、おそらく僕の中であの『勒天さんの登場』によって、全ての出来事が『ヒーローモノの展てん開かい』に上書きされたためだと思われる（これが、いわゆる萌もえというヤツだろうか）。……なので僕は、あの暗黒の中に放り投げられた時に、万が一にも〝妖怪〟二人に選択されなかったとしても、きっと、なんらかの方法で勒天さんが助けてくれたに違ちがいないと、きっと死ぬまで信じてる。ですよね、勒天さん……。

「はい、勒天さんは私の師し匠しようでもある方でして、なにしろ──」

　そして、溜ために溜めてしまった僕の雑感的なモノに、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの巫女は、そこで少しだけ正せい座ざしていた姿し勢せいを整えて、

「この世界で初めて、〝妖怪〟として〝陰おん陽みよう師じ〟になられた方でも、あるのですから」

「な、なるほど……」

　おそらく一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやはこのコトを知っていたのだろう。そして、勒天さんも二人が知っていると知っていたのだろう。

　思えば、長い一日だった気がする。

　……ちなみに、言いい忘わすれたワケではないのだけれど、僕の頭の上には遊あそび疲つかれて眠ねむってしまったナース服の〝憑つ狗く模も神がみ〟の子供が乗っかっている（というか、正せい確かくに言うと肩かた車ぐるましたまま寝ね入いってしまっている）。僕はゆっくりと息を吐つく。最初は、暴ぼう走そうするこの子をなだめるというのが、僕の仕事だったハズなのだ。

「けれど、今日は本当にありがとうございました、織おり人とさん……」

「え、あ」

　僕は息を飲む。

　胸に熱いものが迫せり上あがる。初雪さんに微ほほ笑えまれただけで、身体に溜まっていた疲れが、吹き飛ぶのが解わかった。

　茶室は薄うすぼんやりとした柔やわらかい光の中にある。

　初雪さんの姿すがたはそこで、妙みように黒々とした影かげと共にあった。

　彼女は幾いくつの特モ質ノを持って生まれてしまったのだろう。

　家いえ柄がら。宿命。尋じん常じようならざる能のう力りよく。それに影えい響きようされた精せい神しん傾けい向こう。そして、ただ傍かたわらに座すわられただけで、意い識しきを乗っ取られるくらい麗うるわしい容よう姿し……。

　けれどもそれゆえに、なにかを持って生まれてしまったからこそ、彼女は常じよう人じんとして手に入れられなかったモノがあったし、成なし遂とげなければならないコトがあったのだ。

　そして僕は、それらを成そうとする初はつ雪きさんのすぐ側にいた。

「い、いえ、そんな……」

　僕の歯切れの悪い応おう答とうに、妙みような間が生まれてしまう。

　そしてお互たがいが同時に、悟さとったのだろう。

　この、なんだか漂ただよう、この雰ふん囲い気きに。

　言葉と想いが、さらに胸むねの内へと入り込んでしまいそうになる黄昏たそがれ時どきに。

　そして、いつもより顔を赤らめた初雪さんが、おずおずと、

「あの、織おり人とさん。今日は、夕食を食べていかれて──」

　切り出したその時だった。

「なぁーにをしているのかなぁっ!?　森もり口ぐち織人ッ!?」

「……──祝いの席に、どうしてあなたは来ないの？」

　突とつ如じよ、まるでヒトのカタチをした家か屋おく破は壊かい弾だんのようにあずま屋へと乱らん入にゆうしてきたのは。

「な、なにしてんですか二人ともッ!?」

　なんだか、真っ赤になってべろんべろんになっているスク水と、ケモノ耳の〝妖よう怪かい〟だった。

　そして〝河かつ童ぱ〟と〝猫ねこ又また〟は『ひゃひゃひゃひゃひゃ』とか『くくくくくくっ』と、奇き妙みような笑い声を上げて、茶室の中を転げ回るのだった。

　この場にあった雰ふん囲い気きなんか、いっぺんに消しよう滅めつ、吹っ飛んだ。

「ちょ、ちょっとだめだよ！　お酒なんか飲んだらッ!!」

　僕は慌あわてて立ち上がり、一いち之の瀬せカスミが手にしていた一いつ升しよう瓶びんと枡ますを取り上げるが、

「残念ッ！　これ、ただの水なんだよねーっ！」

「へっ!?」

「……──なに？　〝妖怪〟は水すら飲んじゃ、だめだって森口は言うの？」

　二人して、僕の両りよう脇わきに絡からんでくる始末。

「は、初雪さん!?」

　僕は助け船を出しゆつ航こうしてくれるよう、唯ゆい一いつの味方である巫み女こ服ふく少女へ手を差さし伸のべた。本当だったのだ。枡酒らしき液えき体たいに鼻を近づけても、二人の飲んでいる透明な液えき体たいからはなんの匂においもしなかった。

「た、確たしかに、二人が飲んでいるのはただの湧わき水みずなんです！　けれど、この山の水は〝妖怪〟には微び毒どくらしく、あのように酔よっぱらってしまうらしくて……っ」

　初雪さんも狼ろう狽ばいしていた。〝妖怪〟二人に挟はさまれ、無理矢理水を飲まされている僕に手を出すべきか、見守るべきか迷まよっている。けれど、

「ほら、いくよ森もり口ぐち？　また入ろう一いつ緒しよにお風ふ呂ろ！　試し練れんの洞どう窟くつのせいで泥どろだらけじゃんね!?」

「だ、だ、だめですよなに言ってるんですか!?」

〝河かつ童ぱ〟と〝猫ねこ又また〟が僕を担かつぎ上あげた時に、事じ態たいは急変する。

「ま、まちなさいあなた達!!」

　立ち上がった初はつ雪きさんの手に出現するのは、輪りん宝ぼうの一角から氷の刀とう剣けんを現した一いち条じようの剣けん。

「だったら捕つかまえてごらん〝陰おん陽みよう師じ〟？　こっちも同じ〝陰陽師〟なんですけどー!!」

「わ、私はそんなの、認みとめませんっ！」

「……──そんなの知らないもん」

　ぴょーんと、僕を抱かかえた一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやが茶室から庭に飛とび降おりる。

「た、助けてください初雪さーんっ！」

「まちなさい！　そこの〝妖よう怪かい〟ッ!!」

　そして、初雪さんもあずま屋から飛び降りて、芝しば生ふの庭を屋や敷しきに向けて走り出してしまう二人の〝妖怪〟を追いかけ始める。

　本当に僕は油ゆ断だんしていた。

　あこがれの〝陰陽師〟である初雪さんの前に、二人の〝妖怪〟は恥はずかしがって、容よう易いに姿を現さないと踏ふんでいたのに、まさか、一杯引っかけて顔を出してくるなんて！

「卑ひ怯きようだと思う二人とも!!」

　僕は担がれたまま訴うつたえたが、この事じ態たいは、僕の首にひっついていた〝憑つ狗く模も神がみ〟が「なんなのん……？」と目を覚ましてからが、本番だった。




　　　　　●




　……そんな騒そう々ぞうしい客人達が繰くり広ひろげる光景を、『お菊デイジー』の名を持つ〝式しき神がみ〟であるわたくしと、少しだけお疲つかれのご様子な勒ろく天てんさんは、『客きやく殿でん』のバルコニーから眺ながめていたわけなのですが、

「最初は〝陰陽師見習い〟からだと、あの〝河童〟と〝猫又〟にきちんと伝えた方が、よろしいのではないですか……？　勒天さん」

「では、あなたがそれを伝えてください、デイジー」

　しかしです。家事全ぜん般ぱんをこなす能のう力りよくしか無い──『維ゆい摩ま』と同じくこの土地より発はつ掘くつされた〝陶とう磁じ器きの式神〟である──わたくし、デイジーは、あのような乱らん暴ぼう極きわまる〝妖怪〟には、できるだけお近づきになりたくないわけでして。

　屋外用の安楽椅い子すに寝ねそべってサイダーのストローを嚙かんだままの勒天さんに、わたくしはただただ、「今日のお夕飯は、筍たけのこの筑ちく前ぜん煮にですが、よろしいですか」と告げるだけなのでありました。







[image: 第三章　『森口織人の陰陽道　その２』]
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　──朝の六時四十五分が、

　目覚まし時計のうなり声となって僕の見ていた夢に飛び込みつつ、あっというまに目の前をスクランブルエッグのようにぐちゃぐちゃにしてしまった。──から、若じやつ干かん悲しい気持ちになりながらも、僕はいつも通りの条じよう件けん反はん射しやで布ふ団とんの中から手を伸のばし、枕元の時計をひっぱたく。

　すると叩たたいた手の平に、

「ふぇあ!?」

　ぺちゃむと気持ちの良くない感かん触しよくが襲しゆう来らい。妙みような異い変へんのせいでいっぺんに目が覚めて確かく認にんすれば手の下にあったのは、こんにゃくで出来た灰はい黒ぐろのお腹なかをだらしなーくさらけ出すカタチで寝ねコけていた式しき神がみのレキ。彼は目覚めたばかりの驚おどろき眼マナコでコチラを見上げているので、

「……ったくもう、レキさんのコンニャクって予よ想そう外がいに柔やわらかくてあったかいんですね!?　びっくりするじゃないですかっ!!」

　僕は寝ね癖ぐせのついた頭をかき回しながら文もん句くを言った。

「そ、それは我のセリフだ！　朝はもっと優やさしく起こして!?」

　片かた目めに縦たて一いち文もん字じの裂れつ傷しようを持つ子こ狐ぎつねは、くるると唸うなって身を捻ひねり、ちょこんとシーツの上に座すわり直なおしてくわくわとアクビを放つ。

　その間、僕は掛かけ布ぶ団とんをはね除のけて『[image: あ][image: あ]ぁ[image: あ][image: あ]ァ……、あ[image: ぁ][image: あ][image: あ]アッ！』と雄お叫たけびを上げる（去年の誕生日に妹から貰もらった）ゾンビーくん目覚まし時計の頭をぐにょりとチョップして息の根を止め、それから、

「月曜かーぁ……っ」

　ベッドの上でそのまま伸びをして、ものは試しと朝の空気を肺はいに流し込んでみた。近ちか頃ごろなぜか、ずっと寝ね覚ざめの良い状じよう態たいが続いていただけに、朝イチ的なジンクスを取とり戻もどそうとカーテンを開け、僕は朝日に向かって伸びをしてみる。

「けっぱれ織おり人と。我はもうちょっと寝る。式神には仕事も学校も試験もなんにもないからな」

「学校も試験も無いけど、ちゃーんと仕事はありますよね？」

　と、さっそく眠ねむりに落ちようとしているキツネの襟えり首くびをつまみあげ、クタクタ人形的に僕の肩かたへと乗せれば、式神はおざなりな感じにパジャマにツメを立て、眠ったまま無言でしがみついてくる。

「このテイタラクを初はつ雪きさんに報ほう告こくできないのが恨うらめしいですよ、まったく……！」

　僕はやれやれと肩を落としてベッドから立ち上がる。と、

「うんっ？」

　すこしだけ仰のけ反ぞった自分の身体に戸と惑まどって、背はい後ごに首を向ければ合が点てんがいく。パジャマの裾すそが何かに引っかかったワケではなかったのだ。

「んんんー、どこかに、行っちゃうのん……？」

　肩かたに乗る式しき神がみ狐ぎつねの声が重低音の管かん楽がつ器きだとすれば、その響ひびきはおもちゃのピアノが奏かなでる、軽く弾はずんでどこかにいってしまいそうな音おん律りつ。ベッドの壁かべ際ぎわ、僕のパジャマをひっつかみ、掛かけ布ぶ団とんの中、もう片かた方ほうの手でむきゅむきゅと寝ね起おきの目元をこすっていたのは、

「……そうだった……」

　クリーミィなマミ的にフワフワな紫むらさき色いろした髪かみの毛に同色の瞳ひとみを持った『浣かん腸ちよう器き』の魔ま法ほう幼よう女じよ、もとい、憑つ狗く模も神がみの女の子なのだった。

　思わず自分のおでこにぺたんと手を当てて、思い出す。

　そう、僕は昨日の夜、とうとうこの憑狗模神に名前をつけてしまったのだ。

　陰おん陽みよう師じ集団『砂すな御み門かど』に──というか、初はつ雪きさんのご実家に──これ以上、僕由来で迷めい惑わくをかけるコトはしたくないと考えての行動だったのだけれど、ペットでもなんでもない、ましてや自我を持ってヒトのカタチをした何かに改めて名前を付けるコトがこんなに難むずかしいものだとは思ってもみなかった。レポート用紙に書き連ねた彼女の名前候こう補ほは二十を上回り、出し切った時点で時計の針は深夜の一時を回っていた。

　ところで、結果的に彼女の名前は『ネユ』に決まったのだけど、その理由がイマイチ締しまらない。

『ネユ』とは、「カワイイ名前がうれしいのん」という彼女のリクエストに応こたえた僕が、まずは身近にある愛くるしいモノを列れつ挙きよしていった中で『ネコ』と書いたつもりの候補が、必要以上にペンを握にぎる手に力が入ってしまったのか、カタカナの『コ』の下線がはみ出て、『ユ』と読めてしまうケアレスミスから生まれてしまった名前なのだ。

「ほ、本当に、『ネユ』でいいの？　まあ確たしかに『ネコ』っていう名前も、無いとは思うけど……」

　真ま面じ目めに決めなくっちゃなーと、それなりに張はり切きっていた僕は以外な結果に戸と惑まどってしまったのだけど、

「どうしてなのん？　ネユネユってとってもかわいいよんっ！」

　彼女はすっかり気に入ってしまったらしい。上じよう機き嫌げんで、

「やめろネユ！　髭ひげをひっぱったら痛いたいではないかぁああッ！　我は式しき神がみであってそこいらのヌイグルミではないのだぞぉ……!?」

　──というのが昨夜の出来事。

　ひるがえって現在。

『さて、織おり人と。明日は朝から学校なのだからお前はもう休むといい。織人が眠ねむっている間に、憑つ狗く模も神がみのネユは我が責せき任にんを持って遥はる奈な原ばら邸ていに送おくり届とどけようではないか』『ありがとうございますレキさん！』とか言っていたこのキツネは、

「レキさん、ネユをこの後、僕はどうしたらいいんですか？」

　という、憑狗模神にパジャマを摑つかまれたままの僕の問いに、

「知っているか織おり人と……、妖よう怪かいに名前を与あたえるというコトは、その存そん在ざいを自らの式しき神がみとする行こう為いなのだ……」

　などと言い始めるものだから。

「は、はいっ!?　自らの式神って、ネユが、僕の式神になるっていう、コトですか!?、ちょ、ちょっと！　そういう大事なコトは、前もってちゃんと説明しておいてくださいよッ!?　僕は陰おん陽みよう師じでもなければ妖怪でもない、ただの〝人間〟なんですよ!?」

　むにゃむにゃと寝ねぼけながらサラリと重大なことを言ってのけた肩けん上じようの子こ狐ぎつねを揺ゆさぶってみても、レキはその振しん動どうをマッサージ器かなんかと勘かん違ちがいしているようで、気持ちよさそうにぐるぐる喉のどを鳴らしていたりするからどうしよう。

「ねぇん、りぐりぐーぅ？」

　一方、おもちゃピアノの音おん律りつでネユは引き続き、僕をぐいぐい引ひっ張ぱっていて。

「り、りぐりぐ……？」

『もりぐちおりと』だからりぐりぐと呼よばれたのだと理り解かいできるまで数秒かかる。

「あれは、なぁにん？」

　だからというわけでもないのだけど、僕は小さな指を立てる憑狗模神にうながさるまま、

「……へ？」

　天てん井じようを見上げた。




　あーあ、もう、どうして式神のレキともあろうお方が。

　並ならびに通つう常じようの感かん覚かくをもっているだろう真人間であるこの僕が、そんなコトに気が付かなかったのか。結果この時、ネユは僕の式神として初めての仕事をしたコトになる。




　自室の天井に、僕はとんでもないモノを見ていた。とっさの言葉も無かった。

　宜むべなるかな。トニもカクにも、そこにあった妖モ怪ノこそ、僕に襲おそいかかってきた新たな物語の中ちゆう枢すうだったのだ。




　　　　　●




　さて、

　僕は万ばん難なんを排はいしてでもこのコトを初はつ雪きさんに即そつ行こうで報ほう告こくしなくてはならなかった。

　なので、全力で『吝やぶ華さか高校』の校門をくぐって教室に到とう達たつした僕は、既すでに登校していた初はつ雪きさんに、

「おはようございます。……あの、ちょっとだけ、話したいコトがあるんですが──」

　ドキドキしながら打ち明けてみる。

　すると、腰こしまでの黒くろ髪かみを細いリボンで飾かざった陰おん陽みようの少女は「え、あ、は、はい……っ！」と椅い子すから立ち上がり、そそくさと僕を連れて廊ろう下かに出て、そして、

「この時間、この教室なら、誰だれも、来ないと思いますから……」

　結けつ構こう歩いた末、鍵かぎを開けて僕を招まねき入いれてくれた場所は、扉とびらに『生徒会室』というプレートが掲かかげられた一室で。

「お……おじゃま、します」

　閉め切られて室内は、朝特有の清せい澄ちような気配で満たされていた。

　この生徒会室は、どうやら普ふ通つうの教室の前後ろを蛇じや腹ばらなパーティションで区切って使用しているものらしく、後方の扉から入ったこっち側は、くっつけあわされた五台の事務机と、周囲に書類などを補ほ完かんするスチール棚だなを並ならべたスペースとなっていた。室内に荷物は多いものの、全体的に意外とスッキリ片かた付づいていて、なんというか、部室にあるような生徒のたまり場的な雰ふん囲い気きは無くて、散らかっているから見られて恥はずかしいというものでは、決してないのだろうけど……。

　先に室内へ足を踏ふみ入いれていた初雪さんは、なんだか照れくさそうに、楚そ々そと室内を一通りチェックし終えた後、入ってきた扉の前に立ちつくしている僕へと、おずおずゆっくり、振ふり向むくのだった。

「あの、織おり人とさん。たぶん誰も、通りかかる人もいないと思いますが……、念のため、ドアは閉めておいてくださると──」

「あ、は……はい！」

　そんな初雪さんの立たち振ふる舞まいに、僕はかろうじて後うしろ手でにドアをたぐり寄せる。

　今さらながら、僕は認みとめないわけにはいかなかった。

　改めて思い知る。僕はどうやら本当に心底、どうしようもなく、濃こい茄な子す色いろの制服に身を包んだ彼女に、いかれてしまっているようなのだ。

　第一に、ここまで来ておいて心しん臓ぞうがドクドク言い過ぎだった。よくもまあ、さっきは朝イチでこんな女の子に自分は声をかけられたモノだと、我ながら感心してしまう。

「あの、織人さん……？」

「す、すいませんっ！」

　──見み蕩とれていたなんて言えるはずもなく、僕は慌あわてて『生徒会室』にいる自分を再さい発はつ見けんする。そうだった。なにを隠かくそう、今さらながら初雪さんはこれでも副生徒会長という役やく職しよくにつく女子生徒。

　それゆえに、どうしてもみんなから頼たよられてしまい、それに応こたえようとすればするほど、彼女の中身は大変なコトになりがちなのだけど、それはまた別のお話で……、今はとりあえず、一いつ般ぱん校舎とは別べつ棟むね、『記念館』と呼よばれている古めかしい旧校舎の一角にあるこの『生徒会室』という人ひと気けの無い場所がなにより頼たのもしかった。

　なにしろ、

「あの、それが、単刀直入には、なかなか入りづらい話題でして……」

　今から僕がしようとしている相談は、人ひと気けのあるトコロであまり大っぴらに出来るタグイのものじゃない。

「は、はい……っ」

　でも、初はつ雪きさんはそれが解わかっているハズなのに、なんだか瞳ひとみをキラキラさせて、身を乗り出すように僕を待まち構かまえている。

　お世せ辞じにも吉きつ報ぽうとは言えない話題を切り出さないといけない僕は、なんとも申もうし訳わけない気持ちでいっぱいになりつつ、

「トピックスは、二つあります」

　なんて、指をチョキに示して、始めてみたりした。

「はい、お願いします。なんなのでしょう、私に相談というのは」

「あ、あぁ、うん……、ええと、まずは、これなんだけど……」

　僕はなんだかフワフワした気持ちのまま、肩かたに提さげていたスポーツバッグを漁あさり、底の方からタオルでぐるぐる巻まきにされた一つの物品を摑つかんで、初雪さんの前に取り出す。

　すると、

「織おり人とさん、こ、これは……!?」

　タオルをはだければ、彼女の表情が妖あやしく曇くもる。どうやら初雪さんも驚おどろいてしまったらしい。しかたない、なにしろ出現したブツというは、一本の〝浣かん腸ちよう器き〟なのだから。

「そうなんですよ、本当は昨日の夜にでも、返そうかと思ってたんですけど──」

「そ、そんな……、織人さんっ」

　瞬しゆん間かん、初雪さんは黒くろ革かわ手て套ぶくろに包まれた両手を僕の手にきゅるりと熱く、巻き付けるようにして包んで来るのだ。

「え？　あ、初雪さんッ!?」

　直後に通電。

　僕の脳のう髄ずいに流れ込んで来たのは、初雪さんの陰おん陽みよう師じとしての《原初能のう力りよく》、その現れ。いわずもがなな、一つの映像ビジヨンだった。

「ちょ、ちょっと初雪さん！　どうして突とつ然ぜんッ!?」

　途と端たんに僕は、まるで二重写しの映画を視みているような状じよう態たいに置かれてしまう。

　つまり、ヒロインである初雪さんは、僕の目の前に二人いるのだった。

　一人目はもちろん、生徒会室で僕を前にしている初はつ雪きさん。

　問題は、〝映像ビジヨン〟の中のもう一人の初雪さんにあった。

　僕の脳のうが初雪さんに強制的に認識してしまっているその初雪さんは、どうやら、洋風のバスルームにいるらしかった。

　タイル張ばりの部へ屋やの中央にはどこかで見たことのある、透とう明めいの猫ねこ脚あしのバスタブ。そして周囲には保健室のベッドを囲むような狭せまいシャワーカーテンが張はってあり、そのカーテンの隙すき間まから漏もれ出だす湯気と共に、初雪さんはコチラを見ているのだった。そして彼女の周囲を覆おおっている幕まくは薄うすいビニール生き地じらしく、その向こう側のピンクがかった肌はだ色いろが多分に透すけて見えている。
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「「私は、か、かまいません……織おり人とさんに、そ、その必要があるのなら……。で、ですが……私、こういうの、は、初めてで……っ」」

　同時だった。昼休みの生徒会室にいる初雪さんも、バスルームのシャワーカーテン越しにコチラを見ている初雪さんは、目の前で一字一句正せい確かくに僕へと語りかけてくる。

「そ、そんな初雪さん！　だめです！　あ、あなた、だってここは生徒会室で、それで、あの、ハダカだし!!」

「「いいえ、大だい丈じよう夫ぶなんです、ここでなら……」」

　僕達は互たがいに混こん乱らんしてしまっているようだった。

　そして、重なるようにシンクロする二人の初はつ雪きさんは、同じモーションで僕に背せを向け、ゆっくりと腰こしをかがめて、

「は、初雪さんッ!?」

　一方、まるで千切れていた高圧電線を素す手でで拾い上げてしまい、ショックで身動き取れないが如ごとき僕は、その場でどうすることも出来ずに、そんな彼女達を見守るしか、なくて。

「「じゃ、じゃあ、織おり人とさん、後ろを向いてください……」」

「は、は……いッ!?」

「「なるべく痛いたくしないように、私、がんばりますから……」」

　再ふたたびこちらを振ふり向むいた初雪さんの手は、シリンダーの中に溶よう液えきを満たした浣かん腸ちよう器きに添そえられていて、

「って、僕にですか!?　違ちがいます初雪さん！　ここで僕になにする気ですか!!　この浣腸器は、ほら、あの憑つ狗く模も神がみです！　別に今僕がしてもらいたいんじゃないんですってばっ!!」

「「……はっ！　そ、そういえばっ！」」

　しゅぱーんと〝映像ビジヨン〟が僕の脳のう内ないからかき消え、画が像ぞうは一つに。僕の前にはさらに頰ほおを赤らめ、瞳ひとみを見開いて浣腸器を手にする初雪さんが残された。

　危あぶない、ところだった……。

「そ、そういえば、あの、これは……」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女はおろおろと、ガラス製の品物を手にしたまま僕を見上げて、

「はい、実は昨日の夜、この憑狗模神の名前が決まりました。彼女の名前はネユ。僕がつけたんです」

「では、彼女は織人さんの式しき神がみに……？」

　初雪さんは、その意味を知っているみたいだった。

　だから僕は頷うなずいて、

「僕も聞かされて驚おどろきました。どうやらそうらしいんです。それが証しよう拠こに、こうしてトランスフォーム前状じよう態たいで、大人しくしてくれていて……」

「わかりました織人さん。……この件けんに関しては、私の方からも勒ろく天てんさんにお伝えしたいと思います」

　陰おん陽みよう少女はどうやらすっかり平静を取とり戻もどしたらしく、神しん妙みような顔で品物状態の憑狗模神を僕へと渡わたしてくれる。

「ありがとう初雪さん」

　ネユを受け取り、元通り鞄かばんにしまいながら、僕はどうにもならないくすぐったさを覚えていた。うまく言えないのだけれど、こういう雰ふん囲い気きは、こんな風に二人だけの時にだけ発生するものらしかった。大おお勢ぜいがいるクラスではなかなかこうはならない。……まあ、しかたのないことだけども。

「で、もう一つの方なんだけど……」

　そしてこんな雰ふん囲い気きならば、僕はきちんと次の話題を初はつ雪きさんに切り出せるハズだったのだ。

「実は今朝、僕の部へ屋やに、河かつ童ぱでも猫ねこ又またでもない、新しい妖よう怪かいが、現れて……」

「そ、それで、どうされたのですか!?」

「うん、それでね、実はその妖怪、どうやら『砂すな御み門かど』に──」

　言いかけた、その時だった。

　初雪さんが反はん応のうしたのが、最初だった。

「ひゃぁ……ぅっ」

　正せい確かくに言えば、いつの間にか彼女の〝黝ゆう燐りん〟が──ネユを発見した、あの黒髪の霊れい覚かく器官が──それを捉とらえ、初雪さんへと知らせたのだ。

　カラダを震ふるわせる、まるで兎うさぎの長耳のように陰おん陽みよう少女の頭から伸のびた黒くろ髪かみの帯は、僕等の真上を指し示して、




「「「あっ」」」




　響ひびいたそれは、頭上を見上げた二人と、天てん井じようからコチラを見下ろした一人の目が、完かん璧ぺきに合った時に、それぞれの喉のどからこぼれ落ちた驚おどろきの声。

　僕は頭を抱かかえた。

　なにしろ蛍けい光こう灯とうが取り付けられた白い天井には、鈍にぶく曇くもった銀スプーン色の光こう沢たくを湛たたえるあるものが、張はり付ついていたのだ。

　それは一匹の巨きよ大だいな蜘く蛛もだった。

　……いや、それは確たしかに蜘蛛ではあったのだけど、虫である部分は下半身だけで、その上半身は、女子高生のソレだった。

　だから、問題は更さらにややこしいものになる。

　その妖怪は、今までの河童や猫又とはまた違ちがう〝半はん人じん半はん蟲ちゆう〟、まったくもって〝人じん外がい異い形ぎよう〟。

　僕はそんな、イブシ銀の妖怪を見上げつつ。

「なんで……どうしてもうここにいるんですか!?」

　声を上げざるを得なかった。

「あなたが僕に初雪さんとの間を取り持ってくれって言ったんじゃないですか!!　今出てきたら意味無いですよッ!?　それに、い、いったい、いつからここにいたんですか!?」

　すると、逆さかさまに生徒会室の天井にいた、曇った銀色の甲こう殻かく＆同色の短め縦たてロールな頭とう髪はつを持つ半人半蟲の妖怪は、慌あわてふためき言ったのだ。




「い、今さっき、あなたが遥はる奈な原ばら初雪からその憑つ狗く模も神がみを受け取った時からですわっ！」




　ほっとする。どうやら初はつ雪きさんのあの能のう力りよくのコトはバレていないらしい。けれどそれならオールオーケーかと言えばそうではなくて、現に陰おん陽みよう師じの少女は驚おどろきのあまり、妖よう怪かいを見上げたまま声が出ていない。

　──まったく、この妖怪は今朝もこんな調子だったのだ。

　ひょっとしたら、あの出来事からまだ一時間も経たってはいないのではないか。

　その時のコトを思い出せば、早朝の僕の部へ屋やに満ちた奇き妙みよう奇き天て烈れつに過ぎるあの空気が肌はだに蘇よみがえってくる。

　式しき神がみのネユがベッドの上で、天てん井じように巣すを張はってぶら下がっているこの妖怪の存そん在ざいを教えてくれた時、僕等の視し線せんを一身に浴びるその半はん人じん半はん蟲ちゆう娘むすめは、あろうことか逆さかさまのまま腕うでを組み、ぷわぷわとはなちょうちんを作って眠ねむりこけていたのだ。

　僕とレキ、そしてネユは無言で目を合わせ、それから恐おそる恐おそる蜘く蛛も女おんなの肩かたを揺ゆらしたり、叩たたいたり、目覚まし時計を耳元で鳴らしたりしたのだけど、一いつ向こうに彼女は目覚めず、けれどこのまま放っておいて、この家に住む家族になにかあったら大変なので、ついに僕は机の上にあったケース入りの英和辞典を片かた手てで摑つかみ、

「うりゃあ!!」

　天井からぶら下っていた蜘蛛女の眉み間けんへと、思いっきりめり込ませた。

「ひぐぅッッ!?」

　振ふり子この原理で、ぶぅんと後こう退たいする半人半蟲娘は、

「いぃ痛いたたたぁあ……って、いったいなにをするんですの!?」

　左右に揺ゆれながらわめいたのだった。

「目が、覚めましたか？」

「わ、わたくしは眠ってなんか、いませんわッ!?」

　おでこを両手で押おさえ、涙なみだ目めの彼女はくるりと空中でその身を反転させ、かしゃんと音を立てて八本の脚あしで床に着地。真正面で彼女のビジュアルを再さい認にん識しきする僕は思わず息を飲む。

　特とく徴ちよう的てきなのは、なんといっても蜘蛛の下半身だった。

　奇き妙みような体たい軀くを支ささえる、放ほう射しや状じように伸のびた細長い軍ぐん槍そうのような八本の脚。主しゆ脚きやくが高く、鋭えい角かくに折れ曲がった次じ節せつが繫がっている中央の胴体は、およそバスタブほどの大きさがあり、見るからに固そうな甲こう殻かくで覆おおわれている。その表面は鈍にぶく曇くもった銀スプーンの色を湛たたえていて、複数の凹おう凸とつやトゲで覆われている。

　世には蜘蛛恐きよう怖ふ症しようだというヒトが結けつ構こう多いと聞くけど、僕がもしそうだったなら、その場で卒そつ倒とうしていたハズだ。

　そして人間である上半身は、主要な部分が下半身と同じ質の甲殻で薄うすく鎧よろわれていて、彼女の、いわゆるお嬢様縦たて巻まきロールの頭とう髪はつまでもが、錆さびた銀スプーンの色に染そまっていた。

「い、いったい、僕の部へ屋やに、なんの用ですか……？」

　そんな、まさしく妖よう怪かい変へん化げに問いかけれてみれば、

「その前に、確かく認にんさせていただきますわ。そこのあなたが──」

　大きな蟲むし型がた下半身のせいで、僕より頭一つ分高い位置にある彼女の瞳ひとみが、こちらを見下ろす。

「──『吝やぶ華さか高校』二年Ｇ組・森もり口ぐち織おり人とでよろしいんですわよね？」

「ええ、まぁ……」

「森口織人」

　すると、蜘く蛛も妖怪は改めて僕の名を呼よび、

「今日はあなたに折り入って頼たのみがあって、わたくし、ここに来たんですの」

　白い腕うでで銀色の縦たてロールをふさっと搔かき上あげる。

「見ての通りわたくし、妖怪化してしまいましたの。見たところ、どうやらこれは絡じよ新ろう婦ぐものようですけど」

　なにをノンキな、と僕は思う。しかし他ひ人と事ごとを気取ることができたのもここまでで、絡新婦の次の言葉から、僕は彼女の糸に巻まき込こまれていくコトとなるのだ。

「ところであなた、聞いたトコロによると妖怪の相談所みたいなコトをやっているんですって？」

「は、え……？　だ、誰だれが、そんなコトを!?」

「わたくし、妖怪になって日は浅いですけど、それなりのネットワークはありますのよ？　あなたは知るよしもないでしょうけど、今その筋すじの世界では評ひよう判ばんなんですの。巌いわ沓くつ木きの地に、実に変わった人間風ふ情ぜいがいるとか。なんでもその人間は驚おどろくべきコトに、あの『砂すな御み門かど』の中ちゆう枢すうに太い繫つながりがあるとか、無いとか……」

「ま、まさか、それって、僕のコト……!?」

「あなたが、本当に森口織人だったらですけど」

　なんというコトだろう。僕の名前が妖怪達に流出しているのだ。

「……で、朝イチで、そんな僕のトコロに乗り込んだら、当の本人がまだ寝ねていたので、天てん井じように巣すを作って待っていたら、あなたも寝ちゃったいうわけなんですか……？」

「わ、わたくしだって昨日の夜はこれでもパニックで大変だったんですのよ!?」

　こう見えて、縦たてロール妖怪は意外と脆もろいようだった。僕は半はん人じん半はん蟲ちゆうの妖怪が慌あわてふためく間に、どうにか呼こ吸きゆうを整える。

「そこでひとつ、わたくしの依い頼らいも受けてくださらない？」

　すると彼女もまた、こほんと体たい勢せいを取とり戻もどしつつ、絡新婦は甲こう殻かくと同質の甲かつ冑ちゆうに鎧よろわれた腰こしに手をあて、胸むねを張はるのだ。

「ま、まさか……」

「わたくし、陰おん陽みよう師じと争うとか無む益えきなコトはごめんですの。なので速すみやかに『砂御門家』の保ほ護ご下かに入りたいと考えているんですの。あなた、このわたくしと遥はる奈な原ばら初はつ雪きとの間に、渡わたりをつけていただけなくて？」

　──と、

　いきさつはこんな感じでよかったろうか。まったく、本当にいつから僕は妖よう怪かいや憑つ狗く模も神がみの便利屋さんになったのだろう。まあ、それで初雪さんの役に立てるのなら、まったくもって全然問題ないんだけど……。

　かくして場面は現在、目の前の展てん開かいに戻もどってくる。




「あ、あなたの紹しよう介かいが遅おそいからこうなってしまうんですわっ!?　まったく──」




　生徒会室の天てん井じようで逆さかさまの絡じよ新ろう婦ぐもの女子高生は、あいも変わらず僕に向かってわめいていた。

　しかたなく、僕は彼女へと文もん句くをぶつけようとする。

　けれど、こんなやり取りを続けてる場合じゃないと気が付いたのは彼女の方が先で、そんな僕の勢いきおいを押おし込こめるように、

「高いところから申もうし訳わけありませんでしたわ、遥奈原初雪。わたくしの名は──」

　こほんと咳せき払ばらい。天井に逆さまで張はり付ついたまま胸むねを張はって手を広げる彼女は己おのれの名を明かそうとして、

「──あの、三さん兆ちよう院いん琉る夏かさん、ですよね」

　彼女は初雪さんに、機き先せんを制されていた。

　三兆院琉夏と呼よばれた絡新婦の女子生徒は、驚おどろきのあまりに固まってしまっていた。

　そうなのだ。

　この絡新婦は、僕達のクラスメイトじゃなかった。

「ど、ど、ど、どうして、そっ、それをッ!?」

　やはり一番驚いているのは天井の妖怪だった──いや、驚いているとかじゃない、彼女はまさに、驚きよう愕がくしているのだ。

　初雪さんはそれに気が付かないのか、ただただ普ふ通つうに、

「お隣となりのクラスで、美化委員をやっていらっしゃる、三兆院さんじゃ、ありませんでしたか？」

　そこでとうとう三兆院さんの、なにかの糸が切れてしまったのだろう。

　突とつ如じよずどむと、絡新婦は天井から床ゆかに無ぶ様ざまに落下してしまう。

「そ、そ、そうですわ！　その通りなのですわっ!!　わたくし、美化委員ですのよっ！」

　受け身も取らずに固い床に直ちよく撃げきしてしまった三兆院さんは、かさかさと槍やりのような八本の脚あしを巧たくみに操あやつり、起きあがってまくし立てる。

「そ……その他にも遥奈原初雪？　わたくしについて知っているコトがあったら、どんどん言ってくださって結けつ構こうですのよ!?」

「いえ、特にそれ以外には……」

「なんですってー!?　もっともっといっぱいあるでしょう!?」

　絡じよ新ろう婦ぐもはずこさーと見事に横転していた。縦たてに横にと忙いそがしい妖よう怪かいだった。見ていて飽あきなかったけど、僕の胸むねには一つの疑問が湧わき起おこり始めている。




　いったいどうして妖怪はみんな、初雪さんのコトを好きになってしまうだろうか。




「やっぱり、やっぱり遥はる奈な原ばら初はつ雪きは……!!」

　のそのそと体たい勢せいを直しつつ、三さん兆ちよう院いんさんはぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かんでいる。このままでは話が先に進みそうにない。朝のホームルームだってそろそろ始まってしまうのだ。

　なので僕は、

「あの、三兆院さんは『砂すな御み門かど』の保ほ護ご下かに入りたいって話ですけど……」

　そっと軌き道どう修しゆう正せいしてみれば、

「ま、まったくもってその通りですわっ」

　彼女は即そく答とう。再ふたたび体勢を立て直してくる。

「このままうかうかしてると、どんなヤクザな陰おん陽みよう師じが襲おそってくるか解わかりませんもの。わたくし、無む益えきな殺せつ生しようは嫌きらいでしてよ？　けれども『砂御門』の名前があれば、まあ当分の間はのんびり自由にできますもの。これは当然の選せん択たくですわね」

「でも、三兆院さん」

　思わず僕は声を出していた。

「なんですの？　森もり口ぐち織おり人と」

「妖怪になっちゃった三兆院さんは、まだ誰だれにも〝調ちよう伏ふく〟とか、されていませんよね。普ふ通つう、こういうコトってあるんですか？」

　どういうわけだか僕は妖怪に食いさがっていた。なんでそんなに嚙みつくのか自分でも解らなかったけど、聞かないわけにはいかない気分だったのだ。

　すると、絡新婦はなぜだか『我が意を得たり』的な微び笑しようを浮うかべてコチラを見下ろして、

「まったく、なにをおっしゃってますの？　だってわたくし──」

　その時だった。

『吝やぶ華さか高校』敷しき地ち内ないにある旧校舎、『記念館』二階の生徒会室の窓まどガラスが、全ぜん損そんした。




「妖怪はどこだー！」




　そんなセリフとともに、カーテン越しに日が差し込んで来ていた窓の外より、大質量の水がずごどしゃぁあああむと、まるでダム放水のように流れ込んできたからだった。

　もちろん僕と初はつ雪きさん、絡じよ新ろう婦ぐもの三さん兆ちよう院いんさんも不意を衝つかれて水流に巻まき込こまれた。

「妖よう怪かいの気配あるところッ！」

「……──通りかかれば即そく、参さん上じよう」

　津つ波なみがやってきたのがヤブカラボウなら、引いていくのも唐とう突とつだった。ごしゃごしゃになってしまった事務机の一つに乗っていたのは二つの影かげ。

「妖怪陰陽師、一いち之の瀬せカスミと！」

「……──野の上がみ綾あやが」

「『きっちり調ちよう伏ふくしてやるよぅ!?』　って、言ってよここのセリフは綾も！」

「……──忘わすれてた」

「ちょっとあんだけ練習しひきゃぁッ！」

　スク水妖怪とケモノ耳妖怪の漫まん談だんを遮さえぎったのは、白い両手から蜘く蛛もの巣すを放った蜘蛛妖怪。　三兆院さんはあっというまに一之瀬カスミと野上綾は蜘蛛の巣へと磔はりつけにしてしまったのだ。

　びしょ濡ぬれで、取り返しのつかなくなった生徒会室の片かた隅すみで体たい勢せいを立て直した僕と初雪さんは、それを見ているしかなかった。

「な、なんてことするのっ!?　ちょっとこれ、蜘蛛の巣……って、えッ？」

「……──三兆院、さんなの？」

　河かつ童ぱと猫ねこ又またの二人は驚おどろきに瞳ひとみを見開く。一方、大おお仰ぎように天を仰あおぐ絡新婦は、

「なんですのいったい全体、突とつ然ぜんのコトにハリツケにしてしまいましたわっ！　……あなた達、二人とも──」

　音もなくするすると蜘蛛の巣にかかった二人、河童と猫又に迫せまり、

「──それより今、自分達のコトを陰陽師とおっしゃいまして……？」

「そうだけど、それがなにか？」

　今にも唾つばを吐はきかけそうなほど不ふ機き嫌げんな面つら構がまえで絡新婦を見上げたのは一之瀬カスミ。

「なるほど、お二人とも『砂すな御み門かど』で成り上がろうっていう気でいらっしゃいますのねぇ……」

「……──な、なんなの？」

　なんだか気持ちの悪い三兆院さんに、野上綾もだんだん不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せ始めて。

「森もり口ぐち織おり人と、さっきの質問ですけど」

　くるりと三兆院さんは僕と初雪さんへと振ふり向むいてくるのだ。

「ええと……どうして〝調伏〟もされてないのに、『砂御門』へ下るのかっていう、あれですか？」

「そうそう、それですわ」

　絡新婦は空間に走っていた、どこかの糸を引ひき抜ぬきでもしたのだろう。

　突とつ如じよ、河童と猫又を拘こう束そくしていた蜘蛛の巣が弾だん力りよくを失い、二人は解かい放ほうされる。そして、床ゆかにしゅたりと着地する一之瀬カスミと野上綾にも告げるかの如ごとく、

「いいですこと？」

　半はん人じん半はん蟲ちゆうの、昨夜突とつ如じよ妖よう怪かいに変じてしまった少女は胸むねを張はり、片かた手てを顎あごの付近に添そえつつ、なんだかキッパリと宣せん言げんするのだ。




「わたくし、これでも『三さん兆ちよう院いん兵ひよう法ほう』の流れを組む、レッキとした陰おん陽みよう師じなんでしてよ？」




　──言わざるを得なかったのだ。

「もしかして、三兆院さん。陰陽師なのに、そんな、妖よう怪かいになっちゃったんですか……？」

　そんな、もともこもない僕の言葉を継ついだのは、

「……──それって、逆ぎやくにアレじゃないかな」

　なんと野の上がみ綾あやだった。







　　　　[image: ]




　翌日。

「相談したいことがあるんだけど、ちょっといいかなぁ森もり口ぐちくん？」

　一いち之の瀬せカスミさんからの言葉で我に返ると教室、二年Ｇ組の喧けん噪そうが僕を包んだ。

「あ、へ、ひゃい」

　全然別のコトを考えてぼーっとしていた僕の返事は咄とつ嗟さのコト、喉のどというか、声せい帯たいにまったく意い識しきを向けていなかったために、

「なんて声出してんだ森の字」

　ちょうどそこを通りかかった、本日も絶ぜつ妙みように変なネクタイ具合を誇ほこる二に岡おか弦げんを振ふり向むかせる結果に。立ち止まった彼は、席に座すわる僕を覗のぞき込こんでいるしましまスパッツ娘、一之瀬さんに気が付いて、

「ん？　あ、一之瀬。例の、アレか？」

　なにやら気が付いたらしい。

「そうそ、例のアレ。今のウチに森もり口ぐちくんに頼たのんでおこうと思ってさ」

　二人してどうにもあやしい雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。

「んーじゃ４シ９ク４ヨ６ロな？　森の字」

　なにをシクヨロすればいいのか解わからないまま去っていく二に岡おか弦げんを僕は「あー……？」と見送り。

「ねえ、場所を変えていい？　ここではちょっと、アレかもなんで」

　というコトで、気が付けば流されるまま、僕はクラスメイトの後を付いて廊ろう下かを歩いていたのだった。朝からどうにも、僕の中では意い識しきがワンテンポ遅おくれてついて来る。

　今の状じよう況きようはまさしく『はたと気が付けば』という展てん開かいだった。

　それが証しよう拠こに、いつの間にだろう。

　一いち之の瀬せさんの隣となりには、手にしたＰＳＰに視し線せんを落としたままな野の上がみさんまで合流している。彼女達二人は〝人間〟である時でも普ふ通つうに仲が良く、休み時間にはいつも一いつ緒しよになんかしてたりする間あいだ柄がらなのだ。

「……──ねえ森口くん」

　見れば、素す早ばやくゲームを一時停てい止しさせたらしい器用なゲーマー少女は僕へと振り向いている。

「な、なんですか？　野上さん」

「……──よかったら、わたしのＰＳＰを引き取る気、ないかな。新しいバージョンのを買ったから、前のが家に眠ねむってるの。今なら２ギガのＳＤカードつけて、格かく安やすで」

　僕がＰＳＰを持ってないのを知ってか、野上さんはそんな交こう渉しようを始めてきたりするのだ。

　そして、「是ぜ非ひに！」と答えた僕の一言で始まったのは、

「……──それでは五千円からスタート」

「ご、五千五百！（僕）」

　即そつ興きようオークション。だったのだけど、

「はい六千！（一之瀬さん）」

「え？　ま、待ってください一之瀬さん！　六千円て、あなたもう持ってますよねド派は手でなピンクのＰＳＰ！」

「……──さあさ、六千出た。他にいなければ、決まるよ？」

「このまま進むの!?　え、ええい、六千五百っ！」

「七千で！（一之瀬さん）」

「だから待ってください一之瀬さん！　値ね段だんつり上げないで！」

　なんていうやり取りを、渡わたり廊ろう下かを歩きながら交わしている僕は、ココロの片かた隅すみにいつの間にか湧わき上あがっていた思いに、ふと気が付く。

　自覚する。

　やっぱり絶ぜつ対たいに、この二人からは必ず、あの妖よう怪かいをきちんと取とり除のぞいてあげたいと。

　確たしかに数日前、一之瀬カスミと野上綾との間には、友情めいたものが生まれたような気もするのだけれど、今目の前にいるこの二人を見ていると、ヒトのカラダを借りて生きるあの妖よう怪かい達を、僕はどうにかしなければいけないような気がしてしまうのだ。

「……──それでは、八千九百七十九円で森もり口ぐち織おり人と、ハンマープライス」

「な、なんとか九千円以内で抑おさえた……ッ!!」

「よかったね森口くんっ！（一いち之の瀬せさん）」

「無いですそれは！　どこかの誰だれかが値段をつり上げなければ、僕はこんな『トイザらス』の値ね札ふだみたいのじゃない最初の五千五百円で落らく札さつできていたと思うんですが……！」

「でもわたし、綾あやからマージンとか一切受け取ってないんだよ？」

「なら、なおさらどうしてこんなコトを!?」

「まあまあ、それより、ここらへんでいいかな」

　いくつかの階かい段だんを登った僕等三人が到とう着ちやくしていた場所は、普ふ段だん、あまり生徒は寄りつかないスポットである北校舎の屋おく上じようだった。なにしろこっちの校舎は複数の職員室や校長室、進路相談室などが集中している場所なのだ。となれば自然と生徒の足は向かなくなる。

　ぎこおぉっと重たい鉄てつ扉ぴを押おし開あければ、快かい晴せい。

　風は少しあるけど、春と夏の中間地点なこの季節の空そら模も様ようにしては上々のようだった。

「で、相談っ……て、なんですか？」

　そんな屋おく上じようの、さらに人目につかない隅すみっこの方に移い動どうした一之瀬さんと野の上がみさんに、僕は尋たずねてみる。

「もしかして、〝朝起きるとベッドがプールの水でぐっしょり〟だったり、〝布ふ団とんの中に黒ネコの抜ぬけ毛げが散らばってたり〟とか……そういうのだったり、しますか？」

「ベッドがプールの水でびっしょり？」

「……──黒ネコの抜け毛？」

「い、いえっ！　なんでもないです！　今のは噓うそです！　相談内容、お願いします！」

「なんか、森口くんに相談するのが心配になってきたんだけど……」との枕まくら詞ことばを頂いただきつつ、一之瀬さんは切り出した。

「あのさ、森口くんてさ、隣となりの席の遥はる奈な原ばらさんと、結けつ構こう仲が、良かったりする、よね……？」

「は、はぁ」

「単刀直入に言うとね、森口くん」

　とっさに身み構がまえてしまう僕に、一之瀬さんは続けた。

「遥奈原さんを、あたしらのチームに誘さそってくれない、かなっ？」

　ぴたぴたと、頭の中で回路が繫つながっていく。

「……チ、チームって、来週頭にある、球技大会の……？」

　つまり、初雪さんに渡りを付けて欲しいと、一之瀬さんと野上さんは言っているのだ。

　確たしかに来週、学校では球技大会が行なわれるコトとなっている。そして、僕はその場のノリで、一いち之の瀬せさんや野の上がみさん、そして二に岡おか達のドッヂボールのチームに参さん加かしていて、確かに規き定ていの八人チームを作るにはあと一人メンバーが足りなかったのだ。

「ええとさ、転校生である森もり口ぐちくんにこんな相談するのは、クラスメイトとしてちょいとアレかなーとか、思ったりもするんだよ？　実じつ際さい。でも──」

　しましまスパッツの一之瀬さんは、なんだか恥はずかしそうに右手をうなじに、そして左手を細い腰こしに当てて、足元にあるコンクリートの剝はがれ目めをつま先でいじりつつ、

「──森口くんてさ、遥はる奈な原ばらさんから喋しやべりかけられたりとかも、するじゃない？」

「え、あ、まぁ……っ、その、隣となりの席ですし──」

「そうなんだよねー。かえって転校生だから、遥奈原さんに話しかけられやすいかもって感じが、正直羨うらやましかったり」

　そういえば、

　なんというか、クラス内での初はつ雪きさんは、教室から浮ういてはいないのだけれども、どことなく、他の生徒との間には、漠ばく然ぜんとした距きよ離り感かんがあるという印いん象しようがあった。

　それもまあ、初雪さんの持っている特とく異い体たい質しつのせいだとは思うんだけど、クラスメイト達はもちろん彼女のそんな事情を知らない。

　おそらく、みんなはきっと、もっと初雪さんと仲良くなりたいのだけど、彼女の纏まとう雰ふん囲い気きに少しだけ躊躇ためらいが出てしまっているのだ。

　そしてこれは、そんな初雪さんを一いつ緒しよのチームに誘さそえないかとの相談だった。

　一いつ瞬しゆんの既視感デジヤブ。くらりとスクール水着の匂においとネコ耳の黒が脳のう裏りを掠かすめ、けれどそれはおそらく実時間では〇・二秒もなくて。

「い、いいですよ？　初雪さんに聞いてみます、けど……」

　ココロのままに返事をすれば、

「マジで!?」

「……──本当に、声、かけてくれるの？」

　身を乗り出してぱぁぁっと顔を輝かがやかせるクラスメイト二人。

「は、はい、普ふ通つうに大だい丈じよう夫ぶだと、思いますけど……」

　一之瀬さんは野上さんの肩かたをがくがく揺ゆさぶって、その喜びを現して、

「よかったね綾あや!!」

　危あぶないくらい首を振ふられているゲーマー少女は、

「……──でいい……」

「なに？　聞こえないよ綾、もっとハッキリ！」

「……──無タ料ダでいい、ＰＳＰに、お金はいらない。ありがとう、森口くん」

　少しだけ瞳ひとみを赤くして、こちらに首を向けてくるのだった。そんな二人に僕はちょっと慌あわててしまう。

「ま、待ってください！　まだ僕、初はつ雪きさんを誘さそうことに成功したわけじゃないんで!!　そういうのは──」

「いーや、絶ぜつ対たいやってくれると信じてるっ！」

　一いち之の瀬せさんと野の上がみさんの瞳はとっくにキラキラ状じよう態たいでたぶん無む敵てき。一方僕は、この展てん開かいに悪い気はしていないものの、ちょっとだけ複雑な心しん境きようを抱かかえてしまっていた。

　そしてそれは、僕自身にとって、はっとするくらい浅ましい思惑だったもので、とっさに脳のう中ちゆうに浮うかんでいたであろう言葉は消しよう滅めつ。喉のどには、

「…………っ」

　という沈ちん黙もくだけが残る結果になった。

　なので、

「そろそろ教室戻もどるけど？」という二人に、僕は「あ、あー……、もうちょっと、ここにいていいですか？」と、どうにか告げる。それから、再さい度どお礼を言って屋上から去っていく一之瀬さんと野上さんに手を振ふり、緑色のフェンスに寄りかかる。

　やがて──とは言っても、おそらくは五秒くらいしか間は無かったと思うのだけど、──僕は顔を上げて、

「……だそうですけど、大だい丈じよう夫ぶですか初雪さん」

　と、言った。




「は、はい……ッ!?」




　驚おどろきの声と化した初雪さんの返事は、屋おく上じようにいた僕のさらに上から降ふってくる。

　僕はずっとそこを見ていた。

　屋上の出入り口である、でっぱり部分な建物の上。

　そこから、今や黒くろ髪かみの陰おん陽みよう少女はひょこりと顔を出して、真っ赤にした顔をこちらに向けているのだ。

「お、織おり人とさん。いつから、私がここにいるって、気付いてましたか……？」

　既すでに僕に見つかってしまっているのに、そうすれば鬼おにに見み逃のがしてもらえるかくれんぼをしているみたいに、彼女はコンクリートの端はしに張はり付ついて、こっそりと僕を覗のぞいている。

「すいません。初雪さんは完全に隠かくれてたと思うんですが、その……〝黝ゆう燐りん〟が、見えてしまっていたので……ここに来た時から……」

「そ、そんな……！」

　彼女はとっさに、頭上にふよふよしていた黒髪の感かん覚かく器官を両手で押おさえ付つける。

「す、すいません……。織人さんとの待ち合わせには、まだ時間があったんですが、あの……天気が良かったので、ここで……」

「あ、い、いえっ！　僕こそすいません！　話があるっていうんで一いち之の瀬せさんについて来たんですが、まさか初はつ雪きさんと待ち合わせしてるこの屋おく上じように連れてこられるとは、思ってなかったもんで……！」

　──実の実を言えば、

　僕は一いち之の瀬せさんたちよりも先に、初雪さんと携けい帯たいのメールで連れん絡らくを取り合い、この北校舎で待ち合わせしていたのだ。僕が教室でぼうっとしていた原げん因いんの一つは、そこら辺にもあったりする。

　そして今ちょうど、その待ち合わせ時間になったわけなのだけど──

「それで、初雪さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　来週ある球技大会ですが……」

　僕は鉄てつ梯ばし子ごを降おりてきた黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろのクラスメイトへと改めて聞いてみる。初雪さんはきっと、僕等の一部始終を聞いていて、全ての事じ情じようを知っているのだろうけど、

「は、はい……」

　こくりと小さく頷うなずいてから、

「でも、あの」

　顔を上る彼女の顔は、薄うすい桜色に染そまっていて。

「き……」

　初雪さんの次のセリフに、僕はあやうく屋上からフェンスを破って飛び降りそうになる。

「きちんと、誘さそって、ください……織おり人とさん」

　春と夏のせめぎ合う柔やわらかな風が、初雪さんの髪の毛を揺ゆらしてから、僕を撫なでていく。

「え、ええと……来週の月曜日って、球技大会が、あり、ます……よ、ね」

　一歩ずつ地面を確たしかめるように、言葉を紡つむいだ。

「は、はい」

　と、黒くろ革かわの手套に包まれた両りよう腕うでを胸むねの前で握にぎりしめたまま、初雪さんは頷うなずく。

「それまでに、クラスでチーム編成しなくちゃいけないんですけど……」

　陰おん陽みよう少女の大きな瞳ひとみにその時、とっくのとうに吸い込まれていたんだと思う。意い識しきが薄うすく、遊ゆう離りしたようになっていたのだ。だから、僕は何かに導みちびかれるように、

「あの、よかったら僕等のドッヂボールチームに、初雪さん、入ってもらえませんか……？」

　いつのまにかそう声が出ていた。そして初雪さんは答えてくれる。

「織人さんが、そう言ってくださるなら」

　──僕の中になにかが湧わき上あがって、このままだとドウにかなってしまうんじゃないかという危き機き感かんが、全身を駆かけ巡めぐる。

「そ、それで、えと、初雪さんが僕に用事って、なんですか……？」

　そして、とっさに僕がそんなココロの状じよう態たいから逃にげ出だしたその先にはあったのは、そもそも本題。

　とりあえず、僕のターンはここで終了としなければ、おそらく最後まで持たない。

「はい。あの、私の用事というのは、実は、あの、織おり人とさんに会いたいという人が、いまして……」

　この一言で、初はつ雪きさんの雰ふん囲い気きが変わったのが解わかった。

「ぼ、僕に、ですか!?　いったい、誰だれが──」

　──なんの用事だろうと、僕が少しだけ身を乗り出せば、

　その時、

「え……ぇ？」

　視し界かいに、初雪さん以外に動くものが、映っていて、

「あ、あの、もしかして、その僕に会いたいっていう人は、今、あそこで鉄の梯はし子ごを登っているヒトですか……？」

　僕が恐おそる恐おそる指をさしてしまったのは、屋おく上じようへの出入り口がある、初雪さんがさっきかくれんぼをしていた建造物。今、その壁へき面めんにホッチキスの生なま芯しんをちくちく刺さしたみたいな鉄てつ梯ばし子ごに、一いつ生しよう懸けん命めいに手て脚あしをかけている制服姿すがたの女の子がいたのだ。

「あ、あれは……」

　初雪さんも、気が付いたらしい。

「「三さん兆ちよう院いん、さんっ!?」」

「だよね!?」「まちがいありません！」

　と、思わず僕と初雪さんの声も揃そろってしまう。

　僕でも解った。あんな短め縦たてロールな髪かみ型がたをスプリングのように揺ゆらして高いところに登ろうとしているのは、今は下半身も人間で、髪も栗くり毛げ色いろなんだけど、隣となりのクラス、二年Ｆ組の三兆院さんしかいない気がするのだ。

「確たしかに、三兆院さんが織人さんにお話があるって、私に、その、メールがあって……」

　もう間ま違ちがいはないようだった。

　なので、僕は思いきって鉄梯子の三兆院さんを呼よばわってみる。

「あのー！　三兆院さん？　なにやってるんですかそんなトコロで！　あれ、返事どころか、こっちも向いてくれない……って、え？　あ、ちょっと!?　給きゆう水すい塔とうの上にまで昇るんですか!?　あ、危あぶないですよ三兆院さん!!」

　コチラの言葉が聞こえないハズがないんだけど、隣のクラスのお嬢様は振ふり向むきもせず、初雪さんがさっきまで日ひ向なたぼっこをしていた建物の更さらに上、クリーム色した給水塔にまでよじのぼり始めてしまっているのだ。

　そしてようやく、僕等があわあわと見上げるほどの高所に到とう達たつした三兆院さんは、両りよう腕うでを腰こしに当て、スカートをはためかせながら見下ろすように僕等へ告げる。
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「人間の姿すがたで──といっても、こっちが本当のわたくしですけども？　──お逢あいするのは初めてですわね、森もり口ぐち織おり人と！」

「そ、そうですね三さん兆ちよう院いんさん！　あの、大声出すのが面めん倒どうくさいんで、下に降おりてきてください！　そもそもなんでそんなトコロに昇ったんですか!?」

「うるさいですわね森口織人!!　わたくしだってこうなったら意地ですわ!?　ここに来るのが早すぎるんですのよ二人とも!!」

「つ、つまり、三兆院さんは先にそこに登っておいて、僕達をびっくりさせようとしたんですね？」

「す、すいません三兆院さん……！　私、そんなコトも解わからずに……！　でしたら、今からでも──」

「シャァラップですわ遥はる奈な原ばら初はつ雪き！　あなたはわたくしをこれ以上どうしたいんですの!?　それより本題に入らせていただきますわよ!?　良くって!?　覚かく悟ごは良くって!?」

「その前に降りてくださいってば！　風が強くなってきてよく聞こえないんです!!」

「お断ことわりですわ!!」

「どうして!?」

　もう真っ赤な顔でノリノリで、縦ロール娘は、眼がん前ぜんにあるモノ一切を薙なぎ払はらうようにして言い放った。

「感かん謝しやいたしますわ森もり口ぐち織おり人と！　このわたくしの為ために色々と手を尽つくしてくださって！」

「は……!?」

　呆あつ気けにとられるなというのが不ふ可か能のうなのだ。

「お、御礼を、言いたかったんですか、三さん兆ちよう院いんさん」

「もちろん、それが礼れい儀ぎというものですわ」

　どんなイワレが、三兆院さんのこの行動、今の言葉に込められているのか。その答えは僕の記き憶おくの中にあった。




　──昨日の放課後。




　僕と初はつ雪きさんは、『砂すな御み門かど』の保ほ護ご下かに入るという妖よう怪かい──であり『三兆院兵ひよう法ほう』の流れを組む陰おん陽みよう師じでもある──三兆院琉る夏かさんを連れて、遥はる奈な原ばら邸ていへとおもむいたのだ。そしてこれはもうその場のノリだったとしか言えないのだけれども、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミと猫ねこ又また・野の上がみ綾あやも、まったく無関係ではないという理由で、なぜかなし崩くずし的てきに一いつ緒しよにくっついて来てしまっていた。

　いつものように表総門の小口から敷しき地ち内ないに入り、デイジーさんに案内された僕等は、やがて五人揃そろって、『砂御門』を取り仕切る金きん髪ぱつ巫み女こ、勒ろく天てんさんの前に座ざしたのだった。

　導みちびかれた場所はあの面めん接せつ室しつではなく、敷地内にあった武道場。畳たたみ敷じきの屋おく内ない空間の真ん中で、巫女服姿の勒天さんは頷うなずいた。




「『三兆院兵法』……、確たしかに存ぞんじております。流派で言うならば、『双そう馬ま流りゆう』のパワーと、『久く佐さ村むら典てん儀ぎ』のスピードを持つ〝陰おん陽みよう〟を操あやつると」




　勒天さんは、いつもの霧きり立たつ深い森、波は紋もんの立たない湖を思わせる響ひびきで、三兆院さんへと語りかける。

「一いつ般ぱんには、そう認にん識しきされているみたいですわ」

　対面するのは背せ筋すじを伸のばす、勝ち気な眉まゆに縦たてロール。制服姿すがたの三兆院さん。

「それがどのような理由から、『砂御門』に保ほ護ごを求めるのでしょう」

　そして彼女の後に並ならぶ僕、森口織人と初雪さん。ついでに河童と猫又は、色々な意味で、三兆院さんが勒天さんにどんな返答をするのかと、耳をこれでもかと立てていて──

「妖怪に信しん頼らいを置かれる陰陽集団なんて、この世界広しといえども『砂御門』だけだからですわ」

　──それを知ってか知らずか、三兆院琉夏さんは堂どう々どうとしたものだった。

「……良いでしょう。『三兆院兵法』を操る陰陽師であるあなたではなく、絡じよ新ろう婦ぐも・三兆院琉夏を、砂すな御み門かどの保ほ護ご下かに置きます。よろしいですね」

「ありがとうございますわ。……それと、もう一つ、お願いがあるんですの」

　良い意味でも悪い意味でも、三さん兆ちよう院いんさんはマイペースだった。ナニを言い出すのか、初はつ雪きさんと僕はハラハラ。そして一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやがキリキリしているのが解わかった。




「絡じよ新ろう婦ぐも・三兆院琉る夏かを、『砂御門』の陰おん陽みよう師じにしてはいただけなくて？」




　ついに、ここで河かつ童ぱと猫ねこ又またがここで立ち上がり三兆院さんに飛びかかる。

「なに言い出してるか解わかってんの!?　この蜘く蛛も女おんな！　そもそも勒ろく天てん様にはもっとへりくだれ!!」「……──あ、あつかましいにも程ほどがあるよっ！」「うるさいですわっ！　この〝陰陽師見習い〟ども!!」

　もしかしたらこの展てん開かいが解っていたからこそ、あえて勒天さんはこの道場で三兆院さんを迎えたんじゃないかと思ったぐらいだった。

　まさしくどっすんばったんと張はり合あう河童と猫又と絡新婦。その光景は妖よう怪かい大戦争……とまでは行かなかったのかもしれないけれど、それを止めに入った僕が吹き飛ばされたのがキッカケ、突とつ如じよ陰陽師化した初雪さんが三人の妖怪を武道場の隅すみと隅に引ひき離はなすまで、争いは続いたのだった。

「て、て、提てい案あんが、あります……！」

「はい、森もり口ぐち殿どの」

　畳たたみにはいつくばって片かた手てを挙あげた僕を、ずっとその場に正せい座ざしていた勒天さんが指名する。

「こ、こうして妖怪が、せっかく三人も揃そろったんですから、チームを、作りましょうっ！　とりあえず、一之瀬さんと野上さんと三兆院さんは、三人揃って、陰陽師ってことにするのは、どうですか!?」

　ぽんと拳こぶしで手を打つ勒天さん。

　そして、改めて金きん髪ぱつ巫み女こから提てい示じされたその案に、河童と猫又、そして絡新婦はしぶしぶながらも、同意する。

　こうして絡新婦・三兆院さんは正式に『砂御門』の門下へと降くだったのだという経けい緯いが、僕等の共通体たい験けんとしてあったのだけど、




　ともあれ現在──




「い、いえ、こちらこそ、なんというか……」

　あまりにも、それこそ校舎の一番高いところからお礼を言われた僕は、なんと言っていいかわからない。どちらかと言えば、初雪さんの手助けをしたつもりでいる僕としては、三兆院さんに感かん謝しやの矛ほこ先さきをコチラに向けられると、途と端たんに居い場ば所しよが無くなってしまうのだ。

「そして、遥はる奈な原ばら初はつ雪き！」

　あいも変わらず、青空の下にある屋おく上じよう。給きゆう水すい塔とうの上から、三さん兆ちよう院いんさんは僕等に語りかける。

「は、はい、なんでしょう三兆院さん」

　同じく、僕の隣となりで、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの陰おん陽みよう少女は、しまいにはオロオロし始めてしまう。けど、

「今後とも同じ学舎に通うモノとして、そして生なり業わいを同じくする陰おん陽みよう師じとして、なおかつ『砂すな御み門かど』に属ぞくする妖よう怪かいとして、よろしくお願いいたしますわっ！」

　その立たち振ふる舞まいと口調はともかく、三兆院さんは恩おん義ぎには厚かったりする質たちなのだろう。とにかく、僕はこんな堂どう々どうとしたお礼の言葉を聞いたことがなかった。

　そして、なんだかとっても嬉うれしそうな三兆院さんの言葉に、

「りょ、了りよう解かい、しました……！」

　初雪さんは、目の前を通り過ぎる竜たつ巻まきを見つめる表情で頷うなずくのだった。

「以上ですわっ！」

　こうして、人間である時も、陰陽師である時も、そして妖怪である時も同一の意い識しきを持つという妙みような存そん在ざいである彼女は、なんだか全てを言い切ったらしく、青い空に負けないくらい、実に晴れやか。

　一方、僕と初雪さんはただただコトの成り行きを見守っていただけのような気もするけど、とにかくこうして、屋おく上じようでの会談は無事、締しめ括くくりとなった。

　屋上を後にしながら僕は心底ほっとして、初雪さんとドッヂボールの話題を振ふっていたりした。

　──けれど実じつ際さい、三兆院さんの話は、どうやらここからが本番だったらしい。




　　　　　●




「このわたくしと勝負をしてくださらない？　森もり口ぐち織おり人と」




　それが、第一声だった。

「……は？」

　目が回っていた。

　──僕は確たしかにさっきまで、

　初雪さんと北校舎二階の廊ろう下かを、てくてくと歩いていたハズだったのだ。

「球技大会には確たしか他にもソフトボールとかバスケとかありましたよね」「はい……、でも、ドッヂボールは確か、今年から種目に加えられて……」とか、そういうお喋しやべりしながら。

　なのに、

　僕の身体は今、再ふたたび屋おく上じようにあった。

　生徒会室に用事があるという初はつ雪きさんと別れた瞬しゆん間かんだった気がする。仕し掛かけは実に簡かん単たんだった。

「ちょ、ちょっと──」

　僕は、屋上に残っていた絡新婦・三兆院琉夏に、一いつ本ぽん釣づりされたのだ。

　理り解かいはできる。外から蜘く蛛もの糸がびゅるびゅると伸のびてきて窓まどから侵しん入にゆう。廊ろう下かにいた僕に巻まき付ついて、そのまま外に引きずり出されて、まるでコードを巻き取る掃そう除じ機きのプラグのように、屋上へと巻まき戻もどされたのだ。

　ただ、その理由だけが、解わからない。




「──三さん兆ちよう院いん、さん……？」




　コンクリートに尻しり餅もちをついた僕の身体をぐるぐる巻きにしていた糸が、妖よう怪かいによって解ほどかれる。

　けれども、絡じよ新ろう婦ぐも・三兆院琉る夏かの姿すがたは、そのままだった。

　そう、僕の目の前には、さっきまでの吝やぶ華さか高校制服を身につけた隣となりのクラスの三兆院さんではなく、今やその巻まき髪がみを曇くもった銀スプーン色に染そめ、下半身をバスタブほどもある蜘蛛の胴どう体たいへと化身させた半はん人じん半はん蟲ちゆうの姿があったのだ。

「勝負をしようと、言っているんですの」

　蜘蛛の妖怪は繰くり返かえす。

「どういう、ことですか？」

　この時、僕の中に恐きよう怖ふは無かった。

　強いて名をつければ、怒いかりや興こう奮ふんに近いモノだった。

　目の前の彼女と、どうしても比べてしまう。

　一いち之の瀬せカスミと一之瀬カスミさん。野の上がみ綾あやと野上綾さん。河かつ童ぱと猫ねこ又また、二人のような明めい確かく過すぎる裏うら表おもてが無いからこそ、僕は三兆院琉夏という存そん在ざいにある種の戦せん慄りつを覚えていた。

　なぜなら彼女のこの雰ふん囲い気きは、どこまでが三兆院琉夏さんというパーソナルで、どこからが妖よう怪かい・絡新婦のパーソナルかがどうしてもハッキリしないからだった。

　僕は思おもい至いたってしまったのだ。

　もしかしたら、彼女のこの個性は全て、陰おん陽みよう師じである三兆院さんが、絡新婦独自の傾けい向こうを圧あつ倒とうして放つモノなのかもしれないのだと。

　それは確かく信しん的てきに僕を打つ。胴どう震ぶるいとなって脈みやく流りゆうを速める。

「わたくし、早めに決めておくべきだと、思うんですのよ？」

　彼女は曇った銀色の薄うすい甲こう殻かくで覆おおわれた上半身を斜ななめに構かまえ、腕うでを組んで僕を見下ろしている。

「決めておく……？　いったい、なにを……？」

　僕の問いを待っていたのだろう。絡じよ新ろう婦ぐも・三さん兆ちよう院いん琉る夏かは、唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。




「遥はる奈な原ばら初はつ雪きの隣となりに座すわるのに、ふさわしいのはどちらなのか」




　──ようやく、追いつく。

　つまり、さっき三兆院さんが僕にお礼を言った本当の目的は、これだったのだ。

　他人に受けた恩おんと義ぎ理りは、三分前のやりとりで、彼女の中では一いち応おうはチャラになったのだろう。

　そうしないと、いくらなんでも宣せん戦せん布ふ告こくし辛づらかったのだ。

　この僕に。

　けれど、事じ態たいは僕にとってあまりに急転直下（もしくは、急転上じよう昇しよう）し過ぎなのだった。

　必死に僕は、三兆院琉夏のペースに追いつこうとする。

「僕と勝負をして、それがなんになるんですか？　僕が負けたら、もう初雪さんに近づかないと約束をすればいいとでも？」

「その通り、ですの」

　言葉を失う。

　そんなものをまかり通すワケにはいかなかった。

　なにより僕の中で、さっきから警けい告こくアラームが鳴なり響ひびき過ぎていた。

　去きよ来らいしたその思いを明文化すれば、こうだ。

『三兆院琉夏は、いつかかならず、厄やく災さいを巻まき起おこす』

　一方、絡新婦は僕へと宣せん告こくを続けている。

「もしもあなたが負けたら、森もり口ぐち織おり人と。あなたのその席、わたくしがいただきますわ」

「僕の、席……？」

「言わずもがな、あなたが今占しめている、陰おん陽みよう師じ・遥奈原初雪のサポート役──」

　三兆院琉夏は右手の白い人差し指を振ふり、それからおもむろに中指を立てて作ったＶサイン、

「──そして、二年Ｇ組窓まど際ぎわ、前から三つ目に位置するあなたの席のコトですわッ!!」

　突つきつけて宣言。

　それは文字通り、遥奈原初雪さんの隣にある、僕の席のコトだった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　三兆院さんてそもそも、隣となりのクラスですよね!?」

「だったらあなたがわたくしの代わりに隣のクラスに行きなさい！　Ｆ組はＧ組に負けず劣おとらず素す敵てきなクラスでしてよ!?　そしてその代わりに、わたくしがＧ組のクラスメイトになりますわっ！」

「そ、そんな無茶苦茶な!!」

　──突つっ込こんだトコロで、僕はのココロは鎮しずまらなかった。

　あり得ない話では無かった。

　そのような理り不ふ尽じんがまかり通ってしまいそうな雰ふん囲い気きが、ばんばんに放出されているのが、この『吝やぶ華さか高校』なのだ。

　そしてこの縦たて巻まきロールなら、ノリを巻まき込こみ、やり抜ぬきかねない。

　しかし、と、僕は思う。

　いや、まさか、




　ここまで人間と妖よう怪かいは、キッタハッタでなければならないのか!?




「そ……それで、勝負の内容は、一体なんなんですか？」

　僕は、やる気になっていた。

　まったく相反する感情。ある部分では、僕はこの巻き毛の女の子をすごく気に入っていたのだ。

　まだ短い間だけど、彼女と居いる時、初雪さんもなんだかとても生き生きしていた。きっと仲良くなれるのだ。だからこそ、彼女が三さん兆ちよう院いん琉る夏かであろうと、三兆院琉夏さんだろうと、受けて立つしかなかった。

「あの遥はる奈な原ばら初はつ雪きの隣となりに座すわるんですのよ？」

　僕の問いに、三兆院琉夏の勝ち気な角度の眉まゆが、今やさらにキツクなっていた。

「もちろん、勝負は妖怪退たい治じに決まっていますわっ」
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「ねぇ三さん兆ちよう院いんさん……？」

　左ひだり腕うでにはめた腕時計の蛍けい光こう塗と料りようは九十度、夜の九時を示している。

「なんですの、森もり口ぐち織おり人と」

　僕は、ちょっとだけ先を進む彼女へと顔を上げて尋たずねてみた。

「ここ、ドコですか？」

　がっさがっさと下草や枝切れを踏ふみながら髪かみの毛縦たてロール・三兆院さんは、お葬そう式しきにスクーターでやって来てお経きようを唱となえてくれるお坊さんを思わせる、黒の法ほう衣えに身を包んでいた。

「まったくあなた、さっきからうーるさいですわね。周りを見て、解わからないんですの？」

　そんな一見してギャル風の僧そうは、手にしていた身の丈たけほどの細い木製の六角錫しやく杖じようをトン、と地面について僕を睨にらみ、

「森の中ですわ」

「森の中は解ります！　それよりも僕達は今どこに向かっているんですか!?　っていうか、ここはまだ僕等の住む『巌いわ沓くつ木き市し』なんですか!?」

「細かい男ですのね、森口織人。あなた黙だまって歩けないんですの？」

　法衣姿すがたの──どうやらそれが『三兆院兵ひよう法ほう』の流れを組む陰おん陽みよう師じの衣い装しようらしいんだけど──彼女は、くるくるとカールしている栗くり毛げ色いろな自分の髪かみ先さきをいじりつつ、しきりに周囲へ鋭するどめの視し線せんを放ちながら、歩を緩ゆるめることは無い。

　傍はた目めからすれば、もしかしたらそれは妖よう怪かいを警けい戒かいしながら進む陰陽師に見えるかもしれない。けれど、僕からしてみれば──プロの方向音おん痴ち、迷まい子ご職しよく人にんの僕の目はごまかせない──三兆院さんの瞳ひとみが眇すがめられているのは、ひとえに不安の現れ。ぶっちゃけ、

「まさか……僕等、迷子になんか、なっていませんよね？」

「かはッ」

「なんですか『かはッ！』って、あっ！　なんで一人で水すい筒とうの水とか飲んで落ち着こうとしてるんですか!?　『かはッ』って今それ吹き出したんですね!?　そうなんですね？　もしかしても三兆院さん、ここがどこだか解らないんですね!?　もう終わりだ！」

「ば、ばかなコトを言わないでくださいましね!?　道に、迷った？　このわたくしが!?」

「ちょっ!?　ちょっと、危あぶないですからその変な杖つえを振ふり回まわさないでください三兆院さんッ！　直ちよく接せつ対決ですか!?　妖怪退たい治じじゃなくて、ここで今から野試合するんですかこの僕と!?　よ、よーし！　手っ取り早いじゃないですか……！」

　──と、その前に、ここに至いたった経いき緯さつだけでも説明した方がいいかもしれない。

　時は、三十分ほど前。

　僕と三さん兆ちよう院いんさんは、巌いわ沓くつ木き市しの外れを貫つらぬく『関かん越えつ自動車道・巌沓木インターチェンジ』──つまりは自宅から最寄りにある高速道路入り口──の、料金所事務所前にあった駐ちゆう車しや場じようで待ち合わせ、そこから高速道路沿ぞいの山道に入ったのだった。

『陰おん陽みよう師じ・遥はる奈な原ばら初はつ雪きのサポート役』、そして『教室の隣となりの席』。その二つを賭かけた、妖よう怪かい退たい治じ対決をするために。

　そのためには、もちろん退治するべき妖怪と、そのための場所が必要だった。

「『三兆院兵ひよう法ほう』でも、独自に妖怪は捕ほ捉そくしておりましてよ」という彼女が先に立って歩いているんだから、最初は僕も安心しきっていたのだ。

　三兆院さんの様子がおかしくなったのは、十分前くらいからだった。最初は首を傾かしげてあちこちを見回す程てい度どだったのに、ついには「あれ……」とか「おかしいですわね……」とか、つぶやきだしたのだ。

　となれば、隣を歩く僕としては、それを気にするほかないわけで、そのやり取りは冒ぼう頭とうへと繫つなががるわけなんだけど──

「わ、わかりました迷まよってないです僕等は道に！　ここにある道が僕等が進むべき道です！」

　長い棒ぼうを手放さない三兆院さんの攻こう撃げき範はん囲いから退たい避ひした僕は、仮かり初そめの休戦を提てい案あんする。そして、

「ただ、だったら、そろそろ目的地だけでも、教えてもらえませんか？」

　提案した。実じつ際さい僕は頭を抱かかえたい気分なのだ。そりゃあ言い出しっぺの三兆院さんは水すい筒とうもお弁べん当とうも寝ね袋ぶくろだって持ってきているかもしれない。けれどこちらの持ち物と言えば、いつものスポーツバッグに、タオルにくるんだネユを入れてあるくらいで、遭そう難なん用ようの道具なんてなにも用意していないのだ。いくらなんでもここで浣かん腸ちよう器きの式しき神がみを呼よび出だしては混こん乱らんは増ますばかり。解かい決けつにはほど遠い。

「まあ、それくらいなら……」

　そんな僕の態たい度どと心しん情じようを察さつしてくれたのか──もしくは冷たくなってきた森の夜風に不安を煽あおられたのか──勝ち気な眉まゆをした陰陽師は、

「……教えてさしあげても、構かまわなくてよ？」

　それを息を整える機会と見たらしい。

「目的地は、高速道路内、『巌沓木サービスエリア』ですわ。そこに出るらしいんですの」

「……、……は？」

「わからないんですの？　出るんですのよ、妖怪が！」

「いや、そこじゃなくてですね、ＳサービスＡエリアに行きたいんだったら、どうして僕等はこんな森の中を歩いているんですか？　最初から、高速道路を進めば良かったですよね」

「…………？」

　水を弾はじきやすいアクリルの綿に、ゆっくりとぬるま湯が染しみこんでいく様子を見ているようだった。口を小さく開きっぱなしにしていた三さん兆ちよう院いんさんの眉まゆ根ねが、少しずつ寄り始め、

「どうやら」

　右指で自分の顎あごを触さわり、

「道に迷まよってしまったようですわね」

　困こまった顔で僕を見る。

「ほら見てくださいやっぱりそうだ!!」

「なんですの!?　わたくしは今！　今まさに！　道に迷ってしまったんですわっ！　こっちが近道だと思ったんですもの！　だから、さっきまではちっとも迷ってはいませんでしたのよ!?」

「なんですかその言いい訳わけは！　あのまま高速道路沿ぞいに進めば着いてたんじゃないですか『巌いわ沓くつ木きサービスエリア』に！　いいですか!?　サービスエリアっていうのは運転しているドライバーが休きゆう憩けいするためにあるんですよ!?」

「たかが休憩するだけのトコロと侮あなどってはいけませんわッ！　今は焼きたてメロンパンも売っていたりするんですのよ!?　馬鹿にしないでくださります!?」

「論点はソコじゃない！　だいたいこのままだと僕と三兆院さんの勝負もママなりませんよ!?　もうドローですよドロー！　もしくは勝負は僕の勝ちじゃないですか!?」

「きぃー！　なんですのあなた！　さっきからやかましいんですのよーッ!?」

　この展てん開かい、おそらく男同士だったらつかみ合いの喧けん嘩かになっていただろう。まがりなりにも異い性せい同士で良かったなぁ。……という僕の予よ想そうを三兆院さんは軽々と越える。彼女は突とつ然ぜんアラヌ方向、近くに生えていた大木に駆かけ寄よったかと思えば、勢いきおいよくその幹みきに足をかけ、二～三歩垂すい直ちよくに登り、そのまま反動をつけ、猛もう獣じゆうの如ごとく三角飛びで僕の頭上へと襲おそいかかってきたのだ。

「う、うわぁああッ!?」

「ぐふぅっ！」

　見るも無む惨ざんな展開。三兆院さんは跳ちよう躍やくしすぎていた。めきりと太い枝に激げき突とつしたのは彼女のおでこ。引力に引かれるままに縦たて巻まきロールの陰おん陽みよう師じは地面に落下してくる。もうめちゃくちゃだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？　三兆院さん」

　本当に大丈夫なのだろうかこのヒトの人生は。思いつつ、僕は三兆院さんに恐おそる恐おそる近づいた。初はつ雪きさんとは別の意味で、彼女を放っておくコトが僕にはできない。

「一時はどうなるかと思いましたわ……」

　僕のスポーツバッグのサイドポケットの底に挟はさまっていた絆ばん創そう膏こうは、今や袈け裟さ姿ぶくろな女子高生の額ひたいに張はり付つけられた。

　どうやら彼女も額ひたいに走ったショックでだいぶ落ち着いたらしい。そしてこれ以上、この袈け裟さ娘むすめを非ひ建けん設せつ的てきな会話で刺し激げきするのは危き険けんだと、いくら何でも僕だって判はん断だんできた。

「あの、それで、今から僕等が向かう『巌いわ沓くつ木きサービスエリア』に出しゆつ没ぼつするっていう妖よう怪かいが、どんな妖怪なのかは、解わかっているんですか？」

　なんだかもう、デパートで迷まい子ごになった五歳の女の子と一いつ緒しよに迷子になった気分だった。

　湯気の立つ水すい筒とうの中身で喉のどを潤うるおしていた三さん兆ちよう院いんさんは、ポツリと零こぼす。

「火か車しやですわ」

「カシャ……？」

「人間を生きたまま地じ獄ごくに引きずり込む、火か炎えんの車ですの」
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「一いつ瞬しゆん、バレたかと思ったね、綾あや」

　なんせ、イキナリこっちが隠かくれていた木に向かってダッシュして来るんだもの、あの陰おん陽みよう師じ。

「でも、やっぱり持つべきモノは猫ねこ又またの友人ってね」

　ふうっと、細くした唇くちびるから息が漏もれる。ついでにぽたりと、水着から雫しずくが垂たれていったり。

「……──カスミも《隠おん業ぎよう》覚えればいいよ。しっぽがかゆい」

　二ふた股またに分かれた黒いしっぽの片かた方ほうを、わたし、一いち之の瀬せカスミに摑つかまれた猫又・野の上がみ綾は『あなたもｗｉｉ買えばいいじゃない』的なノリで、そう言ってくる。けれど、

「まあ、妖ヒ怪トにも向き不向きがあるってコトでさ。それよりも──」

「……──やっぱり、企たくらんでたね。あの陰陽師」

　わたしと綾は、三兆院琉る夏かと森もり口ぐち織おり人とを樹じゆ上じようから見み張はっている。

　ずっとだ。学校からずっと、気配だけは探さぐらせてもらっている。カラダと意い識しきを持ち主に返していたって、それくらいはできなくてどうするんだって感じで。

　もちろん、実じつ際さいに後をつけるとなれば話は別。綾に《隠業》を張はって貰もらい、わたしはそれを分けてもらっていたりするから可か能のうな芸当だったりする。あの三兆院がどれほどの陰陽師かは解らないけれど、念には念をって言うし、ここでバレたら、また面めん倒どうそうだしさ。

　もう解っているとは思うけど、今日の昼間、北校舎に舞い戻っていたのは、なにも森口織人だけじゃない。

　……って、今、三兆院となにかくっちゃべってるアイツに言えたら、少しはカッコイイんだろうけど、それはまだ秘ひ密みつ。やっておきたいコトがある。

「火車って、綾は知ってる？　猫又と近そうだけど。地獄へ通える力があるんだったら」

「……──一緒にしないで欲しいよ。火車なんてちっとも優ゆう雅がじゃない」

　三さん兆ちよう院いんと森もり口ぐちは、移い動どうを再さい開かいする。あの足取り。どうやら今度は、キチンと目的地が定まったみたい。『巌いわ沓くつ木きサービスエリア』だったっけ。

「どう？　勝てそう？」

　わたしは綾あやに、聞いてみる。

「……──余よ裕ゆう。わたし達でやっちゃえるよ」

　猫ねこ又またな彼女の表情は、勒ろく天てん様ほどじゃないけど、けっこう固い。けれど解わかる。綾こそ、企たくらんでいる。

「だよねー。これで『砂すな御み門かど』内での株かぶも上がっちゃう、かも？」

「……──認みとめられれば、陰おん陽みよう師じになれる」

「決まったね」

　場所は解わかってる。わたしと綾は《隠おん業ぎよう》に身を潜ひそませたまま、夜の空へと跳ちよう躍やくした。
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「あなた、よくこんなコトを知ってましたわね」

　三兆院さんと僕は、高こう架か上じようにある道路に立っていた。

　辿たどり、着つけたのだ。

「あ、ま、まあ……これくらい、なら」

　噓うそだった。偶ぐう然ぜんだったのだ。

　よく思い出して欲しい。誰だれしも一度くらいくぐった覚えがあると思う。高速道路というのは、新しん幹かん線せんと同じように、だいたい地面にはない。太いコンクリートの柱に支ささえられ、僕等の頭上を走っている。

　つまり一般の道路みたいに、普ふ通つうに歩いてはやって来られない場所にある。

　けれども、

「徒歩で来てみると妙みような場所ですのね、高速道路って」

「正せい確かくに言えば、ここは『高速バス乗り場』らしいんですけどね」

　僕も知らなかった。高速道路には普ふ通つうに『乗り合いバス』が走っていて、その『乗り場』部分の高架には階かい段だんが作ってあり、道路上に上がるコトができるのだ。よい子のみんなは、こういう階段を発見しても真ま似ねとかしないでいただきたい。うかうかしているとバスに乗せられて知らない土地に連れていかれてしまうかもしれない。そう、これは森口織おり人ととの約束なのだ。

　さておき、

　高速道路上のバス停ていは、駅の待合い室に似ていた。

　けれど、時じ刻こく表ひようと時計ぐらいしかないそんな室内にいたって仕方がないので、僕と三兆院さんはこうしてバスを待つ態ていで外に立っているわけなのだけど、はっきり言って彼女の言う通り、僕等は異い様ような風景に包まれていた。

　上りと下りに各二車線、計四車線の道路の両側には、車の騒そう音おんを街に届とどかせないために設せつ置ちされた消音板が内側に湾わん曲きよくして迫せり上あがっている。道路の中央分ぶん離り帯たいにはしょげ返ったような植物がぼそぼそと生えていて、頭上にはもちろん夜空。そんな風景を街灯がオレンジ色の世界に染そめていた。

　たとえば眠ねむったまま攫さらわれて、ここで無理矢理起こされて『ここ！　宇宙ステーション！　宇宙ステーション・ナンバーシックス！　空にあるあの星、ほらあれが地球だよ！』とまくし立てられれば、そんなＳＦ設せつ定ていを五秒くらいは信じてしまうかもしれないくらい現実感が無かったりする。

「（まあ、しかたないけど……）」

　高速道路は普ふ通つう、時速百キロの自動車が通り過ぎていく場所で、場ば違ちがいなのは僕等なのだ。

「それで、どちらに向かえばいいんですの？　『巌いわ沓くつ木きサービスエリア』には」

　そうなのだった。二人はまだ妖よう怪かい・火か車しやが出しゆつ没ぼつするというその場所へ辿たどり着ついたわけではない。見ればバスストップには、『高速バス：巌沓木ＳサービスＡエリア手前』と書かれている。

　問題はどっち側に手前なのかというコトだった。

「看かん板ばんとか出てたらいいんですけど……」

　このままずっと停てい留りゆう所じよにいたらバスが止まって僕等は新にい潟がたか長野方面、もしくは東京方面に連れていかれてしまう。右に向かうか左に向かうか、二に択たくを一択に絞しぼらなければならなかった。

　と、僕が周囲をきょろきょろしていると、

「ヒッチハイクはどうですの？　『巌沓木サービスエリア♡』とか書いた紙を、やって来た車に向けておけば乗っけてもらえるかもしれませんわ」

「……む、向こうは、時速百キロで飛ばしてくるんですよ……？　動体視し力りよくの検けん査さしてるんじゃないんだから、ドライバーが気付いてくれるかどうか……」

　なおかつ二人のうち一人は、お坊ぼうさんの格かつ好こうをした女子高生なのだ。これではこっちが高速道路上の怪かい談だんになりかねない。『恐きよう怖ふ　ギャル僧そう、現る！』とか。

「森もり口ぐち織おり人と、あなた今、わたくしのこの格好のコトを考えてなくって？」

「なッ！　なにを言っているんですか三さん兆ちよう院いんさんっ！　考えてませんよなんにも！　あなたエスパーですか!?　だってほら、さっきから一台も車が通ってないじゃないですか──」

　言った瞬しゆん間かん、

「──……？」

　なにかが臭くさい。旋せん律りつに不協和音が混まじった気がする。違い和わ感かんはすぐさま僕の中で恐きよう怖ふに生まれ変わった。

「？　どうしたんですの森口織人。間ま違ちがってカエルを飲んだみたいな顔ですわよ？」

「……三さん兆ちよう院いんさん、あの、どうしてさっきから車が──」

　上・下線に視し線せんを向ける。まったくの静寂しじまだった。その光景はあたかも縦たて長ながするぎる広大な駐ちゆう車しや場じよう。違ちがう、ここは高速道路のハズなのだ。なのに、なぜ、

「──車が一台も、ここを通って行かないんですか？」

　けれもど僕の疑問に、袈け裟さ服ふくな陰おん陽みよう師じは、

「知りませんわそんなコト。そういうコトもあるんじゃなくて？　横断歩道の無い道を渡わたる時にも、そういう偶ぐう然ぜんはありましてよ」

　興きよう味み無さそうに、縦ロールをいじる。

「でも僕等は、かなり頻ひん繁ぱんに聞こえ続けていた車の騒そう音おんを頼たよりにして、森を抜ぬけてここまで辿たどり着つついたんですよ？　それに横断歩道の奇き跡せきはもって一分です。もう、五分以上、一台も車が通らないコトなんてあるんでしょうか」

「言っておきますけど、わたくしたちは交通量調査に来たんじゃないんですのよ？　それとも、あなた、まさかこれが妖よう怪かいの仕し業わざだとでも考えているんですの？」

「違い……ますかね？」

　周囲から人ひと気けがなくなるのは、僕からしたら、妖怪出現の前ぜん兆ちように思えるのだけど……。

「考え過ぎですわ。幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな、怖おじ気けづいたのなら今から帰ってもいいんですのよ？　森もり口ぐち織おり人と。ほぅら、そうこう言っている間にも、向こうから早さつ速そく一台、やって来るのが見えなくて？」

　三兆院さんが指さす方へ僕は振ふり向むく。その方角を仮かりに、東京へと向かう上り方面としておこう。

　確かに高速道路上に車らしき明かりが見えていた。カーブをゆっくりとこっちに向かってきている。ゆっくりとは言っても、距きよ離りがあるからそう見えるだけで、実際には結けつ構こうなスピードが出ているに違いなかった。

　そして、




　僕の隣となりで、三兆院さんが鉄てつ輪りんのついた六角錫しやく杖じようを、両手で構かまえた。




「です、よね……？」

　三兆院さんも気が付いたのだろう。

　届く光は、よくよく見れば車のヘッドライトが放つ光ではなかったのだ。

　聞こえるエンジン音とタイヤが道路を嚙かむロードノイズこそ乗用車のそれだったが、その輝かがやきは、決して電気的な明るさを持つ直線的なビームではなく、もっと荒あら々あらしく生々しい、何かが激はげしく燃え上がる火か炎えんの朱あか。

　それは、極めて流線型な乗用車の形をした、赤い灼しやく熱ねつのカタマリだったのだ。

　説明されるまでもなく、

「あ、あれって──」

　そして、そんな光景に啞あ然ぜんとする僕を置きざりにするように、

「って、三さん兆ちよう院いんさん!?」

　縦たてロールの陰おん陽みよう師じは、モーター音も高く、火か炎えんたなびかせ迫せまるマグマを浴びたかの如ごとき一台の車へと、車道に飛び出し、

「『巌いわ沓くつ木きサービスエリア』までお願いしますわっ!!」

　親指を立てた。

「ちょ、ああっ！　ああああああッ!!　違ちがいますよ三兆院さん!!　なにをやっているんですか!?」

「見ての通りヒッチハイクですの」

「『ですの』じゃないですよ！　だめですよあの車をヒッチハイクしたら！　よく見てください！　あれはどう見ても三兆院さんが言っていた火か車しやですよね!?　乗ったら地じ獄ごくへ引きずり込まれるんですよね!?」

　ただでさえぱっちり系な三兆院さんの瞳ひとみがさらに見開かれ、その瞳どう孔こうに火炎の朱しゆが映る。刹せつ那な、縦ロール袈け裟さ娘むすめの顔色が、じゅわっと赤あか桃もも色いろに染そまれば、

「……い、今のは、あなたを試したんですわ！　わたくしにも解わかっていましたわ。あれが妖よう怪かいだと！　火車なのだとっ！」

　このヒトは本当に陰陽師なのだろうかと僕は思った。確たしかに初はつ雪きさんも陰陽師らしい陰陽師とは言えないかもしれない。けれど、明らかに妖怪だろう存そん在ざいを前にしたら、いくらなんでもそれには気付く。だから、僕はとっさに三兆院さんの腕うでを摑つかみ、

「いいから早くこっちに！」

　車道の真ん中からバス停ていまで引き返そうする。しかし、

「いいえ、でしたら、なおさらこれでいいんですわ」

　しゃりりんと、三兆院さんの持つ六角錫しやく杖じようの鉄てつ輪りんが鳴った。

「え、はッ!?」

　確かに、彼女の持つ錫杖は固い木で作られているのだろう。けれど三兆院さんの手で、アスファルトの地面にぶっささるまでとは、思わなかった。

　袈裟娘は、錫杖をマイクスタンドのようにまっすぐ、己おのれの目の前に立てて見せたのだ。

　そして、




『のぅまくさんまんだ　ばさらだんせんだ　まからしゃだそわたや　うんたらかんまん』




　変なコトを言い出した。

『おん　きりきり　おん　きりきり』

　なおかつ、彼女の両手の指はとんでもない絡からまり方かたをしていて、思わず僕は、

「ど、どうしたんですか三さん兆ちよう院いんさん！　どこか痛いたいの？　きりきりするの？　お、お腹なかが？」

「うるさいですわね森もり口ぐち織おり人と!!　あなた高校生にもなって不ふ動どう明みよう王おうの真言マントラも知らないんですの!?　今すぐ小学生からやり直してくるか、黙だまってそこで突つっ立たってなさいっ！」

　今や、三兆院さんは錫しやく杖じようを中心とした祭壇ステージのただ中にいた。

『おん　きりきり　おんきりきり』

　彼女が唱となえる度たびに僕には見えた。それは熱明かりで地面に浮うかび上あがる巨きよ大だいな〝曼まん荼だ羅ら〟。

「……っ!?」

　一方、僕等に迫せまり来くる火か車しやは速度を上げていた。

　時速百キロで走る車が一秒間でおよそ三十メートルという距きよ離りを食い荒らすなら、その車はたぶん、二百五十キロくらいのスピードが出ていたに違ちがいなかった。

　その時既すでに、火車は三兆院さんの直前──すなわちそれは僕の目の前──十メートルにも満たない距離に肉にく薄はくしている。

　つまりは、これより始まる一連の出来事は一秒にも満たない、およそ〇・一五秒の内に起こった現げん象しようとなる。




『のぅまくさんまんだ　ばさらだんせんだ　まからしゃだそわたや　うんたらかんまん』




　流線型に赤熱する妖よう怪かいのボディはオレンジ、白、朱しゆ色いろと斑まだらに眩まぶしく輝かがやき、辺りを禍まが々まがしく染そめ上あげる。三兆院さんも等しく熱波に照らされた。色は白はく炎えん。触ふれれば爆はぜるだけでは済すまされない紅ぐ蓮れんの弾だん丸がんは、今や袈け裟さ娘むすめの眼がん前ぜんにあった。火を見るよりも明らかとはこのコトだった。一部始終を、僕は見ていた。




『降こう臨りんッ！　不動明王ですわっ！』




　三兆院さんの周囲に出現したのは、薄うすいスモークを入れたスケルトン素そ材ざいで作り上げたパワードスーツ、強化外そと骨こつ格かくだと、僕は思った。

　巨きよ大だいな鬼き神しんの、それは上半身。

　不動明王。彼女はそう言った。

　袈け裟さ姿すがたの陰おん陽みよう師じが、指を複雑に絡めたまま身じろげば連動、不動明王の巨大な腕うでと指はそれに呼こ応おうし、火車を両側から挟はさみ込こむ。物理法則をねじ曲げた急制動。妖怪のボディからは芸術的に大量の火花が夜空へ舞まい上あがった。

　僕はそこで初めて、妖怪・火車をまじまじと目の前で見ることになった。

　火か車しやは、どこか遠く、異い国こくの騎き士しが持つ、鋭するどく使い込まれた剣けんのような車だった。

　──これはもっとずっと後で教えてもらったコトなのだけど、今僕が目の前にしているこの外車は、『メルセデス・ベンツ　ＳＬＲマクラーレン　タイドスティング』という名前で、日本円にするとおよそ九千万円もする高級車らしいのだ。今度みんなもネットでググって見ることをオススメする。ちょっと引くから。

　そしてもちろんその時の僕は三さん兆ちよう院いんさんの《不ふ動どう明みよう王おう法ほう》で封ふうじられた妖よう怪かい・火車が、僕のひと月のお小こ遣づかい千年分以上の──もしくは僕の住んでいる家を三～四回売うり払はらってもまだ足りないような──超ちよう高級車だとは知らなかった。ので、

「そのまま三兆院さんバックドロップ！　バックドロップですよ!!」

　今から思えば、もの凄すごく恐こわいコトを言っていた。

　そして、

「つおりゃぁぁあですわっ!!」

　彼女はそれを、実行してしまう。

　癇かん癪しやくを起した子供が、せっかく買ってもらったプラモデルを背はい面めん投なげしているかの如ごとき光景。

　真っ赤に赤熱する『メルセデス・ベンツ　ＳＬＲマクラーレン　タイドスティング』（日本円にしてきゅうせんまんえん）は文字通りオモチャのように高速道路上を吹っ飛び、アスファルトを削けずって中央分ぶん離り帯たいの植物群ぐんに激げき突とつした。

「おおおおおおおッ!?　す、すごくないですか三兆院さん！」

『初はつ雪きさんの隣となりの席』というポジションを賭かけた勝負をしているのだというコトが、どうやらこの時頭からすっぽりと抜ぬけ落おちていたらしい。僕は思わず三兆院さんとハイタッチしようと彼女に駆かけ寄よろうとしたのだけど、今それを彼女とすると、僕の全身より巨きよ大だいな不動明王の手の平にぶっ叩たたかれると気付いて、慌あわてて両手を引っ込める。

　けれど、それくらい見事に三兆院さんは火車を仕し留とめていたのだ。

「あ、でも、ということは、これで対決は──」

「まだですわ馬鹿織おり人とッ!!!!」

「へっ？」

　火か炎えんの車しや輪りんだった。

　はしゃいだ余よ韻いんを引きずる僕の目の前にクリリンの超ちよう必ひつ、《気き円えん斬ぎり》のような炎えん輪りんがあった。

　夜空に響ひびいた音をそのまま文字に下ろせば『びぎゅおぅんんッ!!』という工業的な破は壊かい音おん。超高温の鉄板を殴なぐりつければ、その温度による蒸じよう発はつ、溶よう解かい、爆ばく発はつが相まって、そういう音がするのだ。

　三兆院さんの強化外そと骨こつ格かく、『不動明王』の右みぎ手てつ甲こうに守られた僕の鼓こ膜まくはただただ痺しびれている。逸そらされ、僕の右足下に着ちやく弾だんした炎輪はアスファルトを深く溶とけ焦こがし、切きり裂さいた。

「死んだらその時点で、それこそ負けですわよ森もり口ぐち織人ッ!!」

　縦たてロール娘の矛む盾じゆんした行動。横転した火か車しやより次々と僕に向かって放たれる火か炎えん輪りんを不ふ動どう明みよう王おうは両りよう腕うでで弾はじく。高音にして超高温。一いつ尺しやく玉だまの花火が至し近きんで炸さく裂れつしたかのような衝しよう撃げきに殴なぐられ、僕はアスファルトに尻しり餅もちをつき──

「しまったですわッ!?」

　それをカバーへ回った三さん兆ちよう院いんさんの本体へ火炎輪が殺さつ到とう。断たち割わられる不動明王の外そと骨こつ格かく。

　爆ばく炎えんが高速道路に上がった。

「三兆院さわぁあああぶうううッ!?」

「うるさいですわよ、森もり口ぐち織おり人と……」

　絡じよ新ろう婦ぐも・三兆院琉夏。

　彼女にとってはそれが最善の選せん択たくだったと今なら解わかる。下半身を曇くもった銀スプーン色の巨きよ大だい蜘ぐ蛛もへと変じさせた妖よう怪かいに、僕は上空へと一いつ本ぽん釣づりにされていた。

　火車・タイドスティングの頭上、オレンジ色の光を放つ街灯の上。そこが爆ばく煙えんに巻まかれた僕と三兆院琉夏が逃にげた先だった。

「って、三兆院さん!?」

　けれど気付いてしまう。無事なのは、僕だけなのだ。

　陰おん陽みよう師じから妖怪へと姿すがたを変えた彼女には、僕が食らうハズだった火炎の車しや輪りんが巻き付いていて、

「大だい丈じよう夫ぶですか三兆院さんッ!!　今そっち行きます！　だからもう少しだけ頑がん張ばって……って、ぁ、あ、うぅうわわぁあああッッ!?!?」

　絡新婦の意い識しきが危あやうくなって、繫つながっている僕も一いつ緒しよになって高速道路上に墜つい落らくしてしまう。落下の衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうしきった僕を巻く糸はバラバラになるが、縦巻きロールの絡新婦を拘こう束そくする燃えさかる車輪は消えることなく、

「い、今！　水を!!」

　バス停ていの中に道路事故用の消火設せつ備びがあったのを覚えていた僕が立ち上がり、慌あわてて駆かけ出だそうとして、

「な、……あっ」

　その場に立ちすくむ。

　睨にらまれていたのだ、火車に。

　今や魔ま獣じゆうの如ごとく、タイドスティングは〈どひゅううううううんんん……ッッ!!〉という、航こう空くう機きのエンジン音にも似にた威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げていた。

　既すでに熱波は狂きよう気きを孕はらみ、炎えん輝きは僕等への怨えん嗟さに震ふるえていた。

　四つのタイヤは白い炎ほのおを上げて回転しアスファルトを削けずる。

「………ッ!!」

　蒼そう白はくになった僕の顔色こそが、火車・タイドスティングにとってのグリーンシグナルだった。人間を地じ獄ごくに引きずりこむ妖よう怪かいは身動きする術すべを失った二人へと唸うなりを上げてスタート。

　焼けただれた車体をもって、特攻してきた。

　だめだと思った。終わるのだと観念した。

　後こう悔かいは深く、涙るい腺せんから滲にじんだ水分は眼がん前ぜんに迫せまった火か車しやの熱波に乾かわいた。




「火車と呼よばれる妖怪よ！」




　そこに、何かが起こったのだ。

　冷たい空気の震ふるえが夜の大気を支配する。水すい晶しようで作られたグラスハープにも似にた清せい音おん。

　再ふたたび頭上を舞まうは、火車・タイドスティング。

　僕の目の前には純白雪の白びやく衣えと緋ひ色いろの袴はかまに身を包んだ少女の後うしろ姿すがたが存そん在ざいしていた。

　腰こしまでの艶つややかな黒くろ髪かみをリボンで飾かざり、両の腕うでを黒の革かわ手て套ぶくろで覆おおった一人の巫み女こは、ダイヤモンドダストが如ごとき気焰オーラに包まれている。

　氷の輪りん宝ぽう剣けん《月つく撫なでの剣つるぎ》によって切り結ばれ、再び夜空を滑かつ空くうした火車の朱あかい軌き跡せきの中にいる彼女を、僕はただただ、綺き麗れいだなと思う。
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「初はつ雪き、さん……」

　陰おん陽みようの巫女の声は、熱くただれた周囲の全てを、凜りん烈れつと癒いやす。




「今すぐに、その車のボディから退のき、『砂すな御み門かど』へと降くだりなさい」




　耳元で、

「……──もう、死んでる頃ころかと思ったよ」

　猫ねこ又またの声。

「っは!?」

　首を向ければそこにいたのは黒和服にケモノ耳、猫又・野の上がみ綾あや。僕の目は完全に丸くなる。

「という、コトは──」

「な、なんですの？　途と中ちゆう割り込みはマナー違い反はんですのよ……？」

　絡じよ新ろう婦ぐも・三さん兆ちよう院いん琉る夏かを振ふり返かえり見れば、彼女を絡からめていた火か炎えん輪りんは、スク水河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミの水流によって洗い流されていて、

「そんだけ言えれば、わたしへのお礼だって言えるんじゃないの？」

「助けて欲しいと言った覚えは……なくってよ!?」

　絡新婦と河童は、早くもやり合っているのだ。

「でも、どうして……」

　理り解かいが追いつかず口をぱくぱくさせてしまう僕に、ケモノ耳の黒くろ猫ねこ妖よう怪かいは答えてくれる。

「……──暴ぼう走そうお疲つかれさま。そして、ありがとうって言っておくよ」

　僕はその、猫又の言いように言葉を失う。

「……──二人揃そろって株かぶを下げてくれて。そしてわたし達に、活かつ躍やくのチャンスをくれて」

　黒猫妖怪・野上綾はいつになく饒じよう舌ぜつだった。

「……──最初は、カスミと一いつ緒しよに火か車しやをやっちゃおうかと思ったよ。でも、それじゃあどこかの馬鹿な二人と一緒だから。それよりも見みて貰もらおうと思ったの。遥はる奈な原ばら初はつ雪きに。『砂御門』に属ぞくしていながら、勝手なコトをしている二人のコトを。……──きっと、素す敵てきなコトになるからって」

「っ……ッ!?」

　猫又の邪じや悪あくな声こわ音ねと共に、すとんと腑ふに落ちて来た事実に、僕の目の前はぐっしょりになった。

　おそらくは全てばれてしまっていたのだ。

　この妖怪二人には。

　そして一之瀬カスミと野上綾は、知った全てを『砂御門』に打ち明けて、初雪さんと共に、この場へやって来たのだ。

　猫又の能のう力りよくをもってしさえすれば、可か能のうなコトだった。

「……う、うううっ!?」

　結果、僕と三さん兆ちよう院いんさんの命を救すくったのは、間かん接せつ的てきにもこの二人だというコトになる。

　そして、弁べん解かいと感かん謝しや、焦あせりと安あん堵どが溢あふれ、心理的に身動きできなくなっている間にも、初はつ雪きさんによって小石のように弾はじき飛とばされてしまった火か車しや・タイドスティングは、まるで四よつ足あし獣じゆうの如ごとく空中で身を捻ひねり、その燃えるタイヤを高速道路上へと焼き付かせていた。

　一度の経けい験けんで覚えたのだろう。宙を舞まい、着地の勢いきおいはタイヤを滑すべらせドリフトで殺し、自分を弾はじいた者へと鼻先を向け、そこにいた一人の陰おん陽みよう師じをヘッドライトで睨にらむ。

　火車は覚えている。陰陽師の言、「軍門へ降くだれ」という勧かん告こくを。

　やがてフロントボディから唸うなり上あがった『ひゅぅこおぉおおおおおぉぉぉぉぉぉおお……』という排はい気き音おんは、対するモノの宣せん告こくに対する明らかな否いな。

「わかりました」

　陰陽師と妖怪の間に交わされる意い志し。

『砂すな御み門かど大たい社しや』の巫み女こ。

　関東守しゆ護ご、陰陽師集団『砂御門』の筆頭陰陽師・遥奈原初雪は、

　火車へと輪りん宝ぽうの氷ひよう剣けんを下げ段だんに構かまえる。




「ならば、調ちよう伏ふくさせて、いただきます」




　同時に響ひびき渡わたる、夜の静寂しじまを貫くような火車のタイヤが放つ絶叫スリツプ音に、初雪さんの音おん律りつはかき消されない。

　瞬またたく間の出来事だった。

　火車の横よこっ面つらを叩たたいたのは瀑ばく布ふ。

「いっくよぉっ！」

　河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミが上げる鬨ときの声と共に、高速バスの待合室が内側から決けつ壊かい。無理矢理引きずり出されたのは文字通りの消火用放水だった。波は濤とうが赤せき熱ねつした車体に叩たたきつけられた結果轟とどろいた轟ごう音おんは水すい蒸じよう気き爆ばく発はつによるもの。膨ぼう大だいな水流によって『タイドスティング』の紅ぐ蓮れんは鎮しずまり、独こ楽まのようにスピンする車体に併へい走そうしていたのは、

「……──お互たがい、こんな風に出で逢あわなかったら、友達になっていたかもしれないよ」

　そのセリフは冗じよう談だんか本気か。かぎ爪づめ型がたの鉄てつ扇せんを二刀流で握にぎる猫ねこ又また・野の上がみ綾あや。彼女の姿すがたを僕が捉とらえたその時には、既すでに火車が持つ全てのタイヤは引ひき裂さかれている。

　そして、四点の支ささえを失い、胴どう体たい着陸状じよう態たいで接せつ地ち面めんから黄色い火花を散らすタイドスティングの行く先には、

「いいえ野上さん。それは今からでも遅おそくはないのです。ようこそ、『砂御門』へ」

　巫み女こ装しよう束ぞくの陰陽師。

　すれ違ちがい様ざまの一いつ閃せんが放たれる。

　火か車しやのボディに縦たて一いち文もん字じに走った《月つく撫なでの剣つるぎ》が残す光こう跡せきは白金の線。その傷きず口ぐちからは大たい輪りんを咲かせる一いつ対ついの翼つばさのような氷ひよう塊かいが生まれて、火車を飲み込んだ。

　──タイドスティングは今や、氷河に飲み込まれた歴史的遺い物ぶつのようにも見えた。

　緋ひ袴ばかまの陰おん陽みよう少女の黒くろ手て套ぶくろに、輪りん宝ぽう剣けんが消える。




「ありがとうございます、お二人とも」




　したたるような嗤えみが、陰おん陽みよう師じから礼を言われた河かつ童ぱと猫ねこ又またの表情に表れ、

　関かん越えつ自動車道『巌いわ沓くつ木きＳサービスＡエリア手前』バス停てい留りゆう所じよに、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　調ちよう伏ふくは完了していた。

　三さん兆ちよう院いんさんも僕も、お互い寄より添そうように、震ふるえてその光景を見ているコトしかできなかった。

「織おり人とさん……」

　──しかし、これで終わるハズがない。

「カスミさんと綾あやさんの二人から、話は聞きました」

　僕と三兆院さんにとって、問題はなにも解かい決けつしていないにも等しいドコロか、一番あってはならない局面を迎えたと言っていい。




「どうして……、こんなコトをなさったのですか」




　臨りん戦せんの気を解といた初はつ雪きさんは、真正面から尋たずねてきた。

「あ、あの、そ、それは──」

　言うべきか。

『初雪さん、あなたの隣となりの席を巡めぐって、三兆院さんと妖よう怪かい退たい治じ対決をしていたんです』と。

　──今から思えば、自分を八つに裂さいても足らなかった。

　三兆院さんにそそのかされたのだとは死んでも言えなかった。

　僕は自ら望むようにして『三兆院兵ひよう法ほう』の流れを組む陰陽師の話に乗ったのだ。

　挙あげ句くの果てが妖怪退治で対決。

　とんでもないコトだった。子供にだって解わかるような馬鹿をしでかしていた自分自身の正気を疑い、二にの句くが継つげられなかった。

「──そ、それは……」

　視し界かいの端はしに映っている河童と猫又は、制せい作さく途と中ちゆうの蠱こ毒どく壺つぼを覗のぞくみたいにニヤニヤと僕を見ている。自じ業ごう自じ得とくの極み。殺し合う蛇へびもカエルも毒どく蜘ぐ蛛もも、全てが僕なのだ。

　一匹たりとて生き残れない壺の底で、僕は言葉を失っていた。

「修しゆ行ぎようの場なら敷しき地ち内ないにあります。どうして言ってくださらなかったのですか」

　だから僕は最初、初はつ雪きさんの言っているコトがどうしてもわからなかった。

　ただ漠ばく然ぜんと「あれ、そんなに怒おこられてない……？」とか、思ったりもした。

　しかして、僕の中にあった爆ばく弾だんの導どう火か線せんに火をつけたのは、陰おん陽みよう巫み女この次のセリフだった。




「もしかして、織人さんが陰陽師になろうとするのを私が止めると、思ったのですか……？」




　射い抜ぬかれた気がした。

　初雪さんの物言いこそが、恥はじらいにも似にた恐きよう縮しゆくの中にあったと僕もようやく気が付いた。

　むろん、一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやの表情は止まっていた。河かつ童ぱも猫ねこ又またも、僕と同じく困こん惑わくの中にいるようだった。絡じよ新ろう婦ぐも・三さん兆ちよう院いん琉る夏かに至いたっては、小こ刻きざみに震ふるえつつ僕の顔を凝ぎよう視ししている。

「私にそういう素そ振ぶりがあったのなら、謝あやまります。けれど、もう二度とこのような無茶はしないと、約束してください」

　今や、初雪さんは僕の目の前で、俯うつむいたまま頰ほおを染そめ、

「私は、今のままの織おり人とさんでも、充じゆう分ぶんに……、い、いえっ！　あの、今のままというのは、決して私は織人さんに、陰おん陽みよう師じになってもらいたくないとか、そういうのではなくて──」

　火のついた導火線は、ついに僕を炸さく裂れつさせる。

「ごめんなさい、初雪さん……」

　おそらくは──いや、おそらくはじゃない。一〇〇％、これは初雪さんの妄もう想そうだった。

　一之瀬カスミと野上綾は馬鹿じゃない。馬鹿などころか、狡こう猾かつ極まる妖よう怪かいなのだ。

　逐ちく一いち、事実を初雪さんには話していたハズだ。

『三兆院さんと僕が、初雪さんを賭かけた私し闘とうを、勝手に始めている。このまま放っておくわけにはいかない。なにより『砂すな御み門かど』の規き律りつがそれを許ゆるさないハズだ』

　と。

　スク水河童と黒和服の猫又の表情を見れば解わかる。

　二人は今や、「そりゃないぜセニョール！」という言葉を身体全体で表現していた。

　がっくりと両手両りよう膝ひざを落とし、肩かたを震ふるわせ、茫ぼう然ぜんと僕と初雪さんを見ている。

　そう、遥はる奈な原ばら初雪の壮そう絶ぜつな勘かん違ちがいだった。




　僕が、森もり口ぐち織人が、陰陽師になりたいだなんて。




　けれど、その勘違いは、

　僕すら気付かなかった僕の中心。

　一人では決して辿たどり着つけなかった場所に、僕を導みちびいた。

「僕、なんだかみんなに、置いて行かれてた気がして、いたんです」

　初はつ雪きさんが顔を上げて、僕を見ていた。

「でも、こうやって、並ならび立たてば、一いつ緒しよに、なれる気がして……」

　北校舎の屋おく上じようで僕が抱いだいた。余りにも浅ましい感情がフラッシュバックする。




　僕が初雪さんの一番の助けでありたい。




　けれど初雪さんの秘ひ密みつは、今や僕だけのモノじゃなかった。

　そればかりか、彼女達は、僕よりも遥かに初雪さんに近い場所にいた。

　最初、僕は河かつ童ぱと猫ねこ又またの登場を、初雪さんの友達になれるのではと喜びさえした。

　けれど、歪ゆがんだのだ。

　妖よう怪かいであり陰おん陽みよう師じでもある三さん兆ちよう院いん琉る夏かが僕の状じよう況きようを変えていたのだ。ハッキリとは気が付かなかったけど、それはきちんと僕に影えい響きようを与あたえていたのだ。

　漠ばく然ぜんとした、けれど強い危き機き感かんに僕は動かされる。

　居い場ば所しよが無くなる。




　だって、僕は妖怪と対峙する力なんか持っていないのだ。




　おそらくはその緊きん張ちようが、僕を馬鹿にも過ぎる方向へと走らせた理由だった。

「わ、わたくしは、なんなんですのっ？」

　びびくっと、僕は三兆院さんへと首を巡めぐらせた。

　見れば彼女は顔を紅こう潮ちようさせ、半はん人じん半はん蟲ちゆうのまま胸むねを反そらして初雪さんに尋たずねているのだ。

　まったく我が慢まんのできない質たちだった、三兆院琉夏さんという人は。むしろ感心すらしてしまう。

「三兆院さんにも改めて、御礼を言わせてください」

　そして、初雪さんは深々と絡じよ新ろう婦ぐもにまで頭を下げる。

「さすが三兆院さんです。織おり人とさんを守ってくださって、ありがとうございます」

「わたくし、が!?」

　聞いた妖怪・絡新婦もビックリして軽く仰のけ反ぞり僕を見る。

「三兆院さんがいらっしゃらなかったら、いくらなんでも織人さんは今いま頃ごろ火か車しやにやられてしまっていたと思います。……けれど、今度からは私にも一声かけてください。よろしくお願い、いたします」

「ま、まあ……、こ、このくらいお安いご用ですわっ！」

　おほほほと口元に手の甲こうを当てて高笑いした三兆院さんを、僕は本当に見直した。甚はなはだしい勘かん違ちがいと妄もう想そうで僕を射い抜ぬいた初雪さんも大たい概がいだったが、それを丸まる受け入れて動じるコトのない三さん兆ちよう院いんさんも三兆院さんだった。

　一方、河かつ童ぱと猫ねこ又または言葉を失い続け、こんなハズではと、全身から憤ふん懣まんヤル方ないオーラを噴ふん出しゆつさせていて、初はつ雪きさんはそんな二人にはっと気が付き、「ど、どうなさったんですか……!?」とアタフタ、一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやの顔を真っ赤にさせてしまっていたりする。

　……それを見たから、というわけでもないんだけど、

「僕が、陰おん陽みよう師じに──」

　ココロは、固まっていた。

「──陰陽師に、なっても、いいんですか？」

　こちらを振ふり向むいた初雪さんの瞳ひとみに、なにかが宿る。

　そして、僕がその答えを、彼女からきちんと聞かせてもらえるのは、

　もう少し先のコトになる。




　火か車しや・タイドスティングのドアが開いていた。




「「「「「ッ!?」」」」」

　誰だれが最初に、それに気が付いたのか。

　タイドスティングの扉とびらを封ふうじていた氷が、削けずられたようにそこだけ無くなっていたのだ。

　──映画『バック・トゥ・ザ・フューチャー』に出てくるタイムマシン・デロリアンを御ご存ぞんじか。あの車の扉はガルウィングというカッコイイ構こう造ぞうらしく、翼つばさのように天てん井じよう側がわに開く。

　タイドスティングのドアもそれに似にて、今やカブトムシの羽根のように持ち上げられていたのだ。

　まさか僕は、文字通りの『地じ獄ごくの扉』がそんな格かつ好こう良よく開くモノだとは知らなかった。

　車内から、革かわのブーツに包まれた、白くて長い人の脚あしがぬっと突つき出だされた瞬しゆん間かん、中央分ぶん離り帯たいの植物が一いつ斉せいに、枯かれ腐くさり、

「……ッ!?」

　そして僕の喉のどからは、夕飯に食べたものが全て高速道路のアスファルト上に逆ぎやく流りゆう。音を立てて広がった。

「お、織おり人とさん……!?」

　背せ中なかに初雪さんの手が添そえられ、彼女が僕を覗のぞき込こむように僕へと屈かがみ込こんだのが意い識しきの端はしに感じられた。

　けれど、それどころではなかった。

　酷ひどいの一言につきた。

　インフルエンザで四十一度の熱を出した記き憶おくがフラッシュバックし、しかしそれが現げん状じように圧あつ倒とう的てきなまでに塗ぬりつぶされる。全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出だし、吐はき気けを越えた痛いたみが喉のどを駆かけ上のぼる。朦もう朧ろうとする意い識しきは激げき変へんした体調に翻ほん弄ろうされる。僕を嘖さいなんだのは苦く痛つうの為ための苦痛であり、痙けい攣れんの為の痙攣だった。

　全てが突とつ然ぜんのコト。何が起こったのか解わかるハズがなかった。だからこの僕の知ち識しきはまったくの後付け。勒ろく天てんさんに教えてもらったものだ。

　つまり、これが『地じ獄ごく』というモノだった。

「……──ありえないよ、『此こノ世よ』で、こんな強い『地獄』の匂においなんて。ただの人間に、これが堪たえられるわけない」

　猫ねこ又またの声が近くで聞こえた気がする。全ての感覚が、より多くの苦痛を捉とらえるのため鋭えい敏びんに冴さえ渡わたっているせいだった。

　そして今の僕には、初はつ雪きさんの手のひらだけが僕を救すくう一いち縷る、蜘く蛛もの糸だった。

「あ、ありがとうございます、初雪さん……」

　背せ骨ぼねに当てられた巫み女この手から、冷たくも心地よい霊れい力りよくが身体の中に満たされるのが解る。

　おかげで、ようやく声を出せる状じよう態たいにまでに落ち着いた僕は、

　それを見てしまうコトとなった。




「ねぇ、聞いて欲しいの──」




　火か車しや・タイドスティングより降おり立たったのは、牛ぎゆう骨こつの仮か面めんを被かぶった一人の女性。

「──『地獄』は大変なトコロだったわ。けれど、ここまで酷ひどくはなかったと思うの」

　素す顔がおを見せていない彼女がハッキリと女性だとわかったのには、理由がある。

　ふっかふかなブラウンの毛皮を羽は織おっていたその人物は、そのコートの合わせ目から豊かすぎる胸むねの谷間を、今にもこぼれんばかりに迫せり上あがらせているのだ。

「あれは、〝牛ぎゆう鬼き〟……!?」

　そんなに切せつ迫ぱくした初雪さんの声を、僕は初めて聞いた気がした。そして、

「どうしてこんなトコロにいるんですのッ!?」

「……──そんな、火車が妖よう怪かいを乗せるなんて……」

「ってことは、つまりこの火車、牛鬼を地獄から連れて来たっていうわけ!?」

　と言う三さん兆ちよう院いん琉る夏か、一いち之の瀬せカスミ、野の上がみ綾あやの三者の口調すら、平静を保とうと努力したモノだった。その時の僕に理り解かいできたコトはと言えば、ただの一点。なにか、彼女達にとってすら、ヒタスラに予想外の事じ態たいが起こったというコトだけだった。

「まって？　アイツが、持ってるのって……!!」

　そして、次の展てん開かいに唯ゆい一いつ声が出せたのはスク水の河かつ童ぱ。

　見れば牛鬼の手には、水すい晶しよう球きゆうに似にた黒い石が握にぎられていて、

「ねえ聞いて欲しいの。……およそ八百年という年月があったとしても、『砂すな御み門かど』がやっかいなのは相変わらずだわ」

　毛皮コートの牛ぎゆう骨こつ仮か面めんは気が付いていた。

　既すでに陰おん陽みよう師じ達には、自分の持っているものが、なんであるのか見当がついているというコトに。

　だから言ったのだ。

「ねえ聞いて欲しいの」

　牛ぎゆう鬼きは火か車しやのボディを蹴けり飛とばし、氷ひよう塊かいを砕くだいて車体を半回転させ、タイドスティングのボンネットに柔やわらかく腰こしを下ろし、長い脚あしを組む。

「遥はる奈な原ばら初はつ雪きッ！　あれはっ！」

　黒い水すい晶しよう球きゆうが眠ねむったままの火車に近づけられ、ついに三さん兆ちよう院いん琉る夏かは声を上げ、

「壊ナ喜ラ楽ク玉ダマです……!!」

　初雪さんは、細い悲鳴を上げるようだった。

　──壊喜楽玉。僕はその奇き妙みような響ひびき名を持つ物体を、生しよう涯がい忘わすれるコトはない。

「牛鬼よ待ちなさい！　その火車に、なにをするつもりなのですか！」

　陰おん陽みよう巫み女この強い言葉に、コートの隙すき間まから豊かな胸むねを誇こ示じするように揺ゆらした牛骨の妖よう怪かいは反はん応のうする。

「ねぇ聞いて欲しいの」

　嚙かんで含ふくめるようなあまりにも勿もつ体たいつけたその言いぐさは、僕にお酒を飲んで深く上じよう機き嫌げんになった大人を思い出させる。

「陰陽師なら解わかっているハズだわ。壊喜楽玉とは地じ獄ごくの破は片へん。弧こ地じ獄ごくを飲んだ妖怪は〝天てん魔ま〟になると」

　四つの〝影かげ〟が牛鬼に殺さつ到とうした。なりふり構かまわぬ個々人が全力を振ふり絞しぼったが故ゆえにできあがった究きゆう極きよくの連れん携けい。陰陽師と妖怪と妖怪と妖怪は物理法則こそが親の敵かたきであるかのような四よん条じようの軌き道どうで火車・タイドスティング、そこに腰こしかける牛ぎゆう骨こつに迫せまった。

「ねぇ聞いて欲しいの」

　声は僕の目と鼻の先から。

「牛の歩みは遅おそすぎるわ。牛ぎゆう歩ほという程ほどに。誰だれもが〝いーちゃん〟を置いていく」

　遅おくれて、妖怪・牛鬼が眼がん前ぜんにある。

「〝いーちゃん〟!?　え？　だ、誰が、ですか!?」

　混こん乱らんで論点が解らない僕は混乱する。牛鬼は全ての攻こう撃げきを避よけてここにいるのだ。──いや、避けるなどとは生ぬるい。己おのれを打だ倒とうせんとした四つの覚かく悟ごを、意にも介かいしてはいなかった。

「ねぇ聞いて欲しいの。地球の自転も、公転も、〝いーちゃん〟だけを、置き去りにするわ」

　そして牛鬼・〝いーちゃん〟は消滅、それによって現れた目の前の光景に、僕はあらゆる意味で自分の正気を疑った。




　四人の少女は、紅ぐ蓮れんに燃もえ盛さかる一匹の〝獣けもの〟と戦っていた。




「は、ちょ……ッ!?」

　それは牛ぎゆう鬼きに壊ナ喜ラ楽ク玉ダマを喰くわされた火か車しや・タイドスティングが変へん貌ぼうを遂とげた姿すがたなのだと僕は直ちよつ覚かくする。地じ獄ごくの破は片へんを飲みこむコトで再ふたたび朱しゆ色いろの火か炎えんを纏まとった、それは巨きよ大だいな牙きばを持つ、

「サーベルタイガーッ!?」

　全長こそタイドスティングとほぼ同等。けれど大型のワゴン車をもう一回り以上に巨大化させ、なおかつ火炎の体毛を持たせたケモノだった。

　天てん魔まの紅べに虎とら・タイドスティング。

〈おごにゃぁあああああぁああるるるるるるッ!!〉と、焰ほのおが大気を猛もう烈れつに消しよう費ひするが如ごとき炎えん獣じゆうの咆ほう哮こうに、僕の全身はびりびりと総そう毛け立だち、中にあった勇気という勇気が全て破くだけ散ちる。

　──だというのに、あの陰陽師と妖怪達は、

「周囲の《陽炎かげろう》で天魔の攻こう撃げき、爪つめは全て見えている場所にはありません！　気を付けて!!」

　燃え盛る頭部、いわんや朱あかい眼がん球きゆうすら少女達の頭部よりもずっと巨大な天魔の爪そう牙がと己おのれの剣けんを交えているのだ。

「どぉりでさっきからおかしいとッ！」火炎防ぼう御ぎよ全開、塩えん素そ水すいをアスファルトにまき散らすスク水の妖よう怪かいは吐はき捨すて、「……──カスミは《陽炎》の方も避よけれてないよ？」鉄てつ扇せんで舞まう妖怪がつぶやけば「言わなきゃわかんないって綾あや!!」「巫ふ山ざ戯けていないでヤツの動きを少しは封ふうじてはくださいませんのお二方!!」そして絡じよ新ろう婦ぐもは不ふ可か視しの糸、蜘く蛛もの巣すによる陣じんを焼やき払はらわれながら叫さけび「……──それは絡新婦の仕事だよ」「って、なにしてんのあの天魔、えずいてんの？」「避けて織おり人とさんッ!!」

　状じよう況きようは神しん速そくで移い行こうする。

「ぬうわぁあっ!?」

　棒ぼう立だちだった僕を、あり得ない方向より両りよう腕うでを伸のばした初はつ雪きさんが突つき飛とばす。

　瞬しゆん間かん、

　剣牙サーベル虎タイガー・タイドスティングの顎がく部ぶより吐はき出だされた炎ほのおのカタマリが、僕がさっきまでいた部分を通過。

　──その場にいたなら解らない。

　けれど、ヘリコプターで上空からこの戦せん闘とうを眺ながめていたなら一いち目もく瞭りよう然ぜんの出来事。

　紅べに色いろの火か炎えん弾だんは、高速道路のアスファルト及およびコンクリートをやすやすと溶よう爆ばく、融とかし貫つらぬき、朱あかい軌き跡せきは容た易やすく高こう架かの橋きよう脚きやくを砕け散らせた。

　崩ほう壊かいが始まった。

　河かつ童ぱ、猫ねこ又また、絡新婦の三者はもちろん全ての破は壊かいと崩ほう落らくを避さけ、高速道路上の紅虎を牽けん制せい、三方に展てん開かい、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを繰くり返かえし、燃もえ盛さかるサーベルをその場に釘くぎ付づけにしている。




　その中、僕と初はつ雪きさんは高速道路の膨ぼう大だいな瓦が礫れきと共に、地上へと落下していた。




「織おり人とさんこのまま逃にげてくださいっ！　天てん魔まが相手では危き険けんです！」

　脳のう内ない物質の暴ぼう走そうか、それともこれこそ陰おん陽みようのなせる技わざか、

「は、初雪さんっ!?」

　僕と黒くろ髪かみの少女を取とり巻まく墜つい落らくの時間は引ひき延のばされている。彼女にとって、これしきの落下は既すでに危険でもなんでもないらしい。空中でこちらの腕うでをたぐり寄せるように抱だきしめる初雪さんに、「いや、しかし」と、声を漏もらそうとした、

　その時。

『ぬぅうおお織人ぉぉおッ!!』

『わぶうぅうっ！』

　突とつ如じよ、顔面にぬめっと温かく、こんにゃくくさいモノが張はり付ついた。

『な、なんですかレキさん急に!?　今それどころじゃないんですよッ!?』

『いぃや！　今度は間に合ったぞ!!』

　着地点には既に巨きよ大だいなコンニャクが展てん開かいされている。僕と初雪さんはそのクッションに抱かれるようにして滑すべり、地面へと降おり立たった。

　しかし、今やそんな景色に気を配るモノなど、この場にはいなくて、

『すいませんレキさん、ところで天魔ってなんなんですか!?』

『詳くわしい話は後にしたいがこれだけは言っておかねばなるまいな！　〝天魔〟とは、〝妖よう怪かい〟という災さい害がいを越えた、まさしく地じ獄ごく。現世に溢あふれた地獄のコトを、我々陰おん陽みよう師じは〝天魔〟と呼よぶ！』

　これらの会話は全て都つ合ごうのいいことに、式しき神がみ・レキの並なみはずれた《隠おん業ぎよう》によって初雪さんには届とどいておらず、なおかつ、僕の肩かたに乗るこんにゃく狐ぎつねの姿すがたも、陰陽の巫み女こは感知すらできなかったりするのだ。僕は周囲の確かく認にんを怠おこたらない初雪さんを横目に、式神狐との迷めい彩さい会話を続ける。

『じゃあ、上の三人は──』

『お喋しやべりはここまでだ！　我々はお嬢様に働いて貰もらわなくてはならないっ!!』

『ま、まさか!?』

　遮さえぎられた僕は戦おののく。そして気が付く。

『そんな……、身体の自由が、利きいてない!?　いつの間にッ!?』

『気付いたか織人、お前の身体はコンニャク術じゆつによって既すでに我の制せい御ぎよ下かにある！　お前の全てはこの我の好き勝手──もとい！　お嬢様による〝天魔調ちよう伏ふく〟の為ために、一役買ってもらうぞ!!』

『そ、そんな待ってください……!!』

　けれども手て遅おくれ。僕の身体は既すでにこれっぽっちの抵てい抗こうもできる状じよう況きようになかったのだ。

　おそらくは、

　レキが僕に張はり付ついたその時から、森もり口ぐち織おり人とは、この式しき神がみキツネに操あやつられるがままの人形と化している。そして、

「聞いてください、初はつ雪きさん……」

　それほど長くはない髪をかき上げて、僕はくるりと初雪さんへと振り返る。

「ああ、言うまでもなくあの火か車しやは、人間を地じ獄ごくに引きずり込む妖よう怪かいです。いや、今は天てん魔まとなってはいますが──」

「は、はい……」

　初雪さんの表情が変わってしまうのも無理はない。なにしろ、今の僕の立たち振ふる舞まいは、

『だからなんでレキさんの操る僕は宝たから塚づかっぽいんですか!?　すごく恥はずかしいです！　百歩譲ゆずって操るのはいいんで、コレだけはやめてくださいッ!!』

『うるさい織人！　お嬢様は結けつ構こうこういうのが嫌きらいじゃないのだ！　いいから黙だまって我に集中させるのだ！』

『ちょ、あぁぁ……ッ!!』

「──ところで、初雪さん？」

　僕の意い識しきを無理矢理封ふうじ込こめ、僕の身体を乗っ取った式神のレキは続けてしまう。

「なんでしょう織人さん。あの、ええと、私は急いで戻もどらないと……」

　その立ち振る舞い、指先まで細心の神しん経けいを巡めぐらせた僕の所しよ作さは、まるで背はい景けいに輝かがやく青あお薔ば薇らを背せ負おっているようだった。キラリと輝く級友男子の瞳ひとみに、初雪さんの頰ほおは染そまり、言葉は尻しりすぼみになってしまい、

「あなたはみんなに、ずっと噓うそをつき続けていますね？」

　そこへ、差し込まれたのは意外な言葉。

「私が……みんなに、噓を？　い、いったいどんな噓ですか!?」

　動どう揺ようを隠かくせない巫み女こ服ふく少女を、さらに少年は衝しよう撃げきの渦か中ちゆうへと引きずり込む。

「あなたは、自分がすぐに色々な被ひ害がい妄もう想そうをしてしまう、本当はとってもイケナイ女の子だと誰だれにも告げず、自分は、何も知らない清せい廉れん潔けつ白ぱくなお嬢様だと、周囲を偽いつわっていますよね……」

『な、なにこの期ごに及およんで初雪さんにいちゃもん付けてんですか!?　許ゆるしませんよこんなコト!!』

『我も身を切られる程ほどに辛つらいッ!!　けれど堪こらえてくれ織人！　全て必要なコトなのだ!!』

　少年の精せい神しん内ないで繰くり広ひろげられる激はげしい攻こう防ぼうは、しかし、状況を変える術すべを持たず、

「そ、そんな……！　それは噓をついているわけではありません！　ただ、言っていないだけで──」

　宣せん告こくされてしまった初はつ雪きさんは、薄うすく発光してしまうんじゃないかというくらい顔を朱あかくしてしまう。そして、操あやつられる少年の追つい及きゆうはなおも緩ゆるめられるコトはなく、

「おなじコトなんですよ初雪さん。あなたはみんなに噓うそをついているんです」

「……そ、そんな……」

　一いつ層そう追いつめられていく、陰おん陽みようの少女。

「そういう娘こには、きっとあの火か車しやは、地じ獄ごくへと連れて行く前に必ずや罰ばつを与あたえるでしょうね。……火車は、罪つみ人びとを決して許ゆるさないんです」

「そんな……！　火車が、この私に、罰を、与えるんですか……？　み、みんなの前で……？」

『うわぁッ!?　なんで初雪さん、ここで僕の手をがっちり握にぎってくるのッ!?　そして僕は別にみんなの前でとは言ってないです初雪さんッ！　正気に戻もどってー！』

　けれども、僕の願い虚むなしく、それは始まってしまう。

　初雪さんは、半ばうわごとのようにつぶやくのだ。

「そ、その、私が罰を受ける場所は……っ、学校、の……こ、校庭なんです。あの火車は、ゆっくりと……校門から、は、入って、きて……、グラウンドの真ん中、で、て、停てい車しや、するんです……ぅ」

　初雪さんの革かわ手て套ぶくろ越ごしに僕の脳のう髄ずいに流し込まれて来る〝映像ビジヨン〟は、まるで本当に一つの映画を見ているようだった。彼女の言った通りに、僕等が通う高校の校庭に、あのタイドスティングがゆっくりと入ってきて、

「それからぁ……、あの扉とびらが、開いて……、な、中に乗っていた、私……は、……そ、外に。出るように、ぃ、言われて……っ。で、でも、その時私は、……その、モーターショーとかの、キャンペーンガール的な、み、水着を、着ているんです……。ぃ、いいえ……あの、キャンペーンガールの人が着るのより、も……もっと、すごい……、水着なんです、それは……」

　僕も思わず息を飲む。初雪さんは学校指定のスクール水着などではない、白いツーピースに身を包んでいた。しかし、水着とは言っても彼女が今身につけているそんなモノは、プールの中に入ったら最後、水の抵てい抗こうで絶ぜつ対たいにどうにかなってしまうだろうデザイン構こう造ぞうを持っていた。

　それは、初雪さんが周囲の注目を集める為ためにだけ作られた、なんというか、衣服という概がい念ねんを冒ぼう瀆とくするようなシロモノだったのだ。

「わ、私は……、その格かつ好こうのまま……火車の、ボディに……い、いろいろなっ、か、格好で、ポーズを……取るように、言われてしまうんです……っ。それから、その姿すがたをっ、こ……校庭に、あ、集った、色々なクラスの方が、……携けい帯たいの、カメラで全部、撮とっていって……っ！」

『レキさんだめです！　これ以上初雪さんにこんなコトを妄もう想そうさせたら！　全部僕には見えているんですって!!』

『だからなんで我には見えないのお嬢様の〝映像〟が！　我の『傀かい儡らい政権の術じゆつ』はまだまだ修しゆ行ぎよう不足、発はつ展てん途と上じようだというのか!?』

『もう黙だまれこの変へん態たい式しき神がみ!!』

　ショックを受けているレキの力を、僕はどうにか押おし戻もどす。けれど、コト、ここまで来てしまった初はつ雪きさんには最も早はや、自分を押しとどめる方法が無くて。

「は……恥はずか……しくてっ、私も、そんなコトは、もう……もう、やめたいんです……。なのに、これは罰ばつなんだからって……、皆みなさんに噓うそをついていた……戒いましめなんだからって、やめさせて、もらえなくって……っ、……どんどん、水着は、ち、小さく、なっていって……」

『ちょ、ちょっとこれ以上は!!　いくら初雪さんの〝霊れい力りよくの源みなもと〟が〝妄もう想そうの力〟だと言っても、こんな酷ひどいことするなんて、僕は許ゆるしませんよレキさんを!!』

『待て織おり人と！　あと少し！　あと少しだけッ!!』

「それからぁ……、そのまま、……く、車の周りを、私は、ゆっくりと、歩くように、言われてしまうんです……。でも、もう、そんな格好で、自由に動けるワケが、なくて……、でも、私はそれを、しなくては、いけなくて……っ」

　僕は己おのれを縛しばる呪じゆ縛ばくを打ち破ろうと、必死にもがく。なぜなら、今や初雪さんのカラダにはうす桃もも色いろの細いイカズチが幾いく重えにも走っていて、

「私は、それなのに、皆さんが、見ている、ただ中に、いるのに……ッ！」

　辛つらそうに身をよじり、ついには、

「なのに、私は、も、もう……ッ!!」

「は、初雪さんッ!!」

　ついに僕はレキの呪縛から抜ぬけ出だすコトに成功、弾はじけ飛とんでしまいそうな彼女を抱だきとめる。すると彼女は、細やかに痙けい攣れんを繰くり返かえしつつ、

「お、織人、さぁん……っ!!」

　僕にカラダを預あずけるようにして仰のけ反ぞり、《臨りん界かい》を迎えてしまうのだった。

「ぁ、あの、織人、さん……？」

　陰おん陽みよう少女より立たち昇のぼる、圧あつ倒とう的てきな霊れい力りよくの気焰オーラ。陰おん陽みよう師じ・修しゆ羅らモードと化した初雪さんは、黒くろ手て套ぶくろ越ごしに握にぎった僕の腕うでに力を込める。

「な、なんですか？」

　初雪さんと僕は、これからスグにでも頭上の高速道路、三人の妖よう怪かいと一匹の天てん魔まが争う領りよう域いきに戻らなくてはならなかった。

　けれども、

「も……もう少しだけ……織人さん、こうしてもらってて、いい……ですか……？」

　脚あしに力が入らないと言う初雪さんを支ささえる、あと数秒くらいの時間はあるハズと、僕は身勝手にも、思うのだった。
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「ねぇ、聞いて欲しいの」

　と、母・森もり口ぐち緯い央おは、自宅二階の廊おう下かで僕を引ひき留とめた。

「どうしたの？　母さん」

　土曜日の放課後。家に帰って来ていた僕の袖そでを、母は摑つかんで離はなさない。

「今いらっしゃってる初はつ雪きさんは、あの遥はる奈な原ばらのお嬢様だわ。舌したの肥こえているはずのお嬢様にこんなホットケーキをお出しするなんて、やっぱりお母さん、ちょっと恥はずかしいの」

　自宅の二階へと上がった直後、こんがり焼けた丸いホットケーキをお盆ぼんに載のせた母は、そう僕へと訴うつたえるのだ。

「またまた、そんなコトないってば」

　僕は母の持つトレーをそっと受け取るようにして摑み、そして、

「初雪さんて意外とコージーコーナーのエクレアとかも好きだって前に言ってたし、それに、勒ろく天てんさんていう初雪さんの乳う母ばをしていた巫み女こさんなんてもう、いつ見ても駄だ菓が子しとか食べてたりするし、だから案外平気だったり、かえって喜んだりしてくれると思うよ？」

　こうやってきちんと説明してしまわないと、心配性の母は「ねぇ聞いて欲しいの。やっぱりお母さんは駅前の風ふう月げつ堂どうまでこれから行ってくるわ。それまで織おり人とは得意の漫まん談だんで初雪さんを引ひき留とめておいて欲しいのだわ」とか言い出しかねない。今時の高校生は風月堂のゴーフルとかで大喜びはしないと思うし、言っておくけど僕は漫談なんてできない。

「だから、ね？　冷めないうちに、僕が持っていくから」

　すると母は、僕の言い分をなんとか納なつ得とくしてくれたらしく、ようやく、

「それを聞いて安心したの。ねえ織人、それじゃあしっかり、がんばるのよ。お母さんは、織人が逆ぎやく玉たまとか、一切考えてはいないのだわ」

「う、うん！　解わかってるから!!」

　拗すねたように眉まゆ根ねを寄せていた表情をするすると緩ゆるませ、ととととんとリズミカルに階かい段だんを降おりていく。最終的には誰だれにでも愛情溢あふるる母親で本当に良かったなぁと胸むねをなで下ろした僕は、ほぅっと息をついて自室前を素す通どおりして、隣りん接せつする妹・沙さ樹きの部へ屋やをノックする。

「おまたせ二人とも」

　ドアを開けてくれた沙樹に礼を言い、女の子女の子した彼女の部屋に入ってみれば、

「は、はい……、すいません織人さん、おやつまで、出していただいて」

　カーペットの上に座っていたのは、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの同級生。

「そんな、ええと、僕だっていつも初はつ雪きさんの家で色々ごちそうになってますから……！」

　僕はもう実のトコロ、それだけでテンションが上がってしまう。本日は沙さ樹きの猛もう烈れつなリクエストで──というコトにしておいて欲しい──勇気を持って初雪さんを誘さそってみたのだった。

「わぁ、お母さんのホットケーキだぁ！」

　ああ沙樹さん、ありがとう。持つべきモノは自分の欲求にひたすら忠ちゆう実じつな妹だよと思いながら、僕は大きめなホットケーキをお礼を兼かねて沙樹の前へと並ならべる。

　すると、それを見計らったように妹は「いただきまーすと！」と、遠えん慮りよも容よう赦しやも無く、フォークとナイフを動かして「初雪さんも食べて食べて！　お母さんのホットケーキは美お味いしいんだよ!?」、ちょっとだけ興こう奮ふんした感じで、憧あこがれのお姉さんとのお喋しやべりを続ける。

　ちなみに、僕も沙樹も初雪さんも、今はみんな『吝やぶ華さか高校』の制服を着ていたりする。

　そう、実を言えばこの森もり口ぐち沙樹は『吝華高校』の一年生で、僕と初雪さんからすれば彼女はいっこ下の後輩に当たるのだ。

　なので、なんだかこの部へ屋やは現在、ちょっとした学校の休み時間みたいにな雰ふん囲い気きに包まれている。そんな空気感にココロの昂たかぶりを抑おさえられないのか、チャイムの鳴らない我が家で憧れのお姉さんを前にした沙樹は、いつにも増ましてお喋り具合に淀よどみが無い。

　彼女曰く、

「もう初雪さんって、うちのクラスの男子とかでも知らない人とかいないんですよ!?　すごい人気で!!」とか、「それなのになんでこんなお兄ちゃんと知り合いになったんですか!?　沙樹はとってもすごく嬉うれしいですけど、でも、その理由が、ちっともわかんなくって！」

　などなどなど、

　答える側としてはとても困こまる質問ばかりを初雪さんに浴びせかけ、彼女のコミュニケーション回路を飽ほう和わ状じよう態たいに追いつめている。僕は何度も「こら沙樹、そろそろその辺で──」と止めようとするのだけど、「なにさなにさ！　ここはわたしの部屋なんだからっ！　お兄ちゃんの位はここでは沙樹より下なんだからっ!!」と、己おのれの領りよう土どでちょっとした専せん制せい君主っぷりを発はつ揮き。

　けれどそんな僕の妹も、やがて何を思いついたのか、コチラをちらちら確かく認にんし始め、

「あー、そうだそうだそうだった。えっとー、沙樹ね、実は友達と約束があってー、これから出かけなきゃだったっ」

　やおら言い出したかと思うと、僕にだけ解わかる角度で「くふふふっ、沙樹ってなんて出来た妹なのっ!?」的な笑みを残し、自分の部屋を出て行ったのだった。

　どうやら彼女は気を利きかせてくれたらしいのだけど、なんだかなぁとか、僕は思う。

　ともあれ、

　これでどうにか、僕は妹の部屋で、ようやく初雪さんと二人っきりになったわけで──

「先日はお疲つかれ様さまでした、織おり人とさん……」

　結果的に、沙さ樹きが盛もり上あげてくれた場の雰ふん囲い気きを、二人は利用するコトが出来ない。ちょっとだけ気まずいっぽい沈ちん黙もくの後に、切り出したのは初はつ雪きさんだった。

「うぅん、こちらこそ、良かったよあれだけのコトがあったのに、誰だれにも、大した怪け我ががなくって……」

　──高速道路における、天てん魔まの紅べに虎とら・タイドスティングとの戦せん闘とうは、初雪さんと僕が高こう架か上じように戻もどって程ほどなく終決を迎えた。

　修しゆ羅らモードの陰おん陽みよう師じ・遥はる奈な原ばら初雪は、すわ神しん獣じゆうかとすら思えたあの天魔をも、調ちよう伏ふくしてみせたのだ。それも圧あつ倒とう的てきに。

　もはや残りの三妖よう怪かいも、改めて『砂すな御み門かど』の筆頭陰陽師に心しん服ぷくする他なかったのだろう。あの時の河かつ童ぱと猫ねこ又また、そして絡じよ新ろう婦ぐもの呆あつ気けにとられた表情を、僕は今でも思い出せた。

　そして初雪さんに調伏された天魔の紅虎はと言えば、壊ナ喜ラ楽ク玉ダマを壊こわされたコトによって正気を取とり戻もどし、陰陽少女の望み通りに、きちんと妖怪として『砂御門』に降くだったのだった。

　ちなみに、そんな火か車しや・タイドスティングは、今は僕の家の前に止まっていたりする。しかも、すごく奇き妙みような運転手付きで、初雪さんの帰りを待っている。……この辺りのコトはまた後で詳くわしく説明するとして、

「織おり人とさん、あの……」

「う、うん」

　いつの間にか、僕も初雪さんも姿し勢せいを変えていた。きちんと、交わさなければいけないのだ。

「織人さんはこれから本当に、勒ろく天てんさんに、会いに行くんですか？」

　僕に尋たずねる陰陽の巫み女こ。その瞳ひとみにあった光に、僕は今も導みちびかれ続けている気がする。

「きちんと伝えたいんです。一いち応おう、本気なので。……その、僕が『砂御門』の陰陽師になりたいっていうのは」

「は、はい」と、初雪さんは俯うつむいて、そのまま物思いに沈しずんだように沈ちん黙もくしてしまうから、

「初雪さんは、反対？」

　僕は恐おそる恐おそる、声をかけてしまう。

「い、いいえ！」

　ぴくんと弾はじかれたように、黒くろ手て套ぶくろの少女は顔をあげて、

「私は、その……」

　ほわりとピンク色に発光してるんじゃないかと思うくらい、頰ほおを染そめて、

「……嬉うれしいです……」

　と言った。

「私、織人さんに、あの、嫌きらわれているかもって、思ってたんです……」

「え？　ちょっ、そ……そんな、まさか!!」

「あ、す、すいません！　あの、嫌われているというか、その……、変に、思われているかもって……」

「まって初はつ雪きさん!?　僕、そんなこと全然ないよ!?」

　僕は焦あせった。もしかしたら、そういう素そ振ぶりをして、初雪さんに無用の誤ご解かいをさせてしまっていたのかもしれないのだ。僕はそんなコト一ミリグラムも考えたこともないのだと、どうやって彼女に説明しようかとまごまごしていると、

「あの、陰おん陽みよう師じって、普ふ通つうじゃないですよね」

　初雪さんは、清きよ水みずの舞ぶ台たいから身を投じるみたいに、言い切った。

「は、ま、まあ、その、一いつ般ぱん的てき、では……」

「だから織おり人とさんに、自分はどう思われてるんだろうって、ずっと、思っていたんです」

「あ……」

　合が点てんが行った。

　普通でないことに初雪さんは人一倍敏びん感かんなのだ。

　そして、そんな初雪さんは人一倍普通ではなく、特に、自分が陰陽師であるコトに対して、今まで誰だれかに、何かを思われたことなどない。

「だから、織人さんが、陰陽師になりたいって、言ってくださって、その……私は、だったら織人さんに、変だとか、思われて、ないんじゃないかも……って、思って……」

　再ふたたび、初雪さんは小さく俯うつむいて、それから、

「嬉うれしくて……」

　──僕に勇気があったなら、再ふたたび朱あかくなって俯いてしまう初雪さんにふさわしい何かが、きっとできたハズだった。

「初雪さん、あの……」

　勇気があったなら？　いや違ちがう。今すぐにでも、かき集めるべきじゃないのか。大気中に偏へん在ざいする勇気の粒つぶを、胸むね一いつ杯ぱいに吸い込むべき時は、今をおいて他にない。

「はい、織人さん……」

　黒くろ手て套ぶくろに包まれた両りよう腕うでを重ね、それをぎゅっと抱だきしめるようにして顔を伏ふせていた黒くろ髪かみの巫み女こが、僕を見つめる。

「あの……僕は、初雪さんのコトを、えっと、その──」

　その時だった。




　ごどん！




　という大きな音が、壁かべ越ごし、僕の部へ屋やから音が響ひびいた。

「「ひゃぁっ」」

　妹の部屋にいた二人の高校生は同時に跳とび上あがる。そして、お互たがいに瞳ひとみを見開いたまま一秒、二秒と見つめ合い、こくんと同時に頷うなずくと、ダッシュで廊ろう下かに飛び出して、隣りん室しつ──僕の部へ屋やの──ドアを思い切り開いた。

　そこには、

「な、ちょ……ッ!?」

　三つの、人ひと影かげがあった。

「なんなんですの？　相変わらずつまんない部屋ですわね。漫まん画がばっかりで」

　そう言って本ほん棚だなの前で腕うでを組んでいたのは、下半身こそ蜘く蛛も状じよう態たいではないにしろ、本来ならば栗くり色いろの短め縦たてロールを今や曇くもった銀スプーンの色にしている絡じよ新ろう婦ぐも・三さん兆ちよう院いん琉る夏かで、

「森もり口ぐちってさー、どこにエロ本とか隠かくしてるのっ？　なっかなか見つからないとなると、あんた相当変へん態たい的てきな嗜し好こうの持ち主ってコトになっちゃうけど？」

　同じく、スク水こそ着ていないものの──ああもうどうするつもりなんだろう──吝やぶ華さか高校の制服を塩えん素その匂におい香かおる水でぐっしょりにして、僕の机の椅い子すに座すわっているのは河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミであり、

「……──すぅ、……すぅ、……すぅ……」

　これも制服姿すがたにケモノ耳、二ふた股またしっぽをスカートからにょろりとさせた猫ねこ又また・野の上がみ綾あや。彼女においてはなにを安心しきってか、僕のベッドで丸くなって眠ねむりこけているのだった。

「ど、どうして……、なんで、みんな、ここに!?」

　突とつ如じよ本丸を落とされた大名の気分だった。絶ぜつ望ぼう感かんより、恥はずかしさが先に来た。

　そして僕の問いには、縦たて巻まきロールが答える。

「あら？　何を言っているんですの森口織おり人と。あなたが誘さそってくださったんではなくて？」

「お、織人、さん？」

　とっさに僕へと振ふり返かえる初はつ雪きさんへと、

「ち、違ちがいます違います絶ぜつ対たいにッ！　だって誘うワケがないじゃないですかこの三人を同時に僕の部屋なんかに!!」

　どうやらこの三妖よう怪かいは、僕と初雪さんが二人でいるコトを、なんらかの方法で探たん知ちして、この森口家にやってきてしまったらしい。とにかく、このままではおけない。

　なんとか、どうにか──

「ねえ聞いて欲しいの」

「ひい！　か、母さん!?　いつのまに僕の背はい後ごに!?」

「織人、あなた転校してきてまだ一ヶ月なのに、どうして四人もいっぺんに女の子をお家うちに呼よんだりするの？　お母さんは、あなたの将来がとても心配になるのだわ」

「ち、ちがうんだ母さん。その、なんというか、初雪さんはともかく、この三人は──」

「あ……あの、お、織人さん……っ！」

　初雪さんに遮さえぎられた僕は見てしまう。

「ッ!?」

　陰おん陽みよう少女の黒くろ髪かみから、うさぎ耳にも似た二ふた筋すじの帯おびが漂ただよっている。そして今や霊れい覚かく器官・〝黝ゆう燐りん〟の先せん端たんは僕の机の裏うら側がわへと伸のびていて、びくびくと激はげしい反はん応のうを見せているのだ。

「な……ぁ、」

状じよう況きようは、最悪の展てん開かいを見せている。

「ちょ、だめですみんな！　なんでみんな初はつ雪きさんの〝黝燐〟の指し示す方向へ殺さつ到とうしてるの!?　なんで今ここであの時の奇き跡せきみたいな連れん携けいをッ!?　だ、だめぇっ！　机を手前にずらさないでー!!　あ、そ、そうだ、母さんっ!?　お、お願いだから、今すぐ一階に行っててもらえないかなっ！　僕はここにいるみんなと、これから結けつ構こう真しん剣けんな話をしなくちゃあいけないんだ！　だからお願い！　ね？　部へ屋やからいったん出て……って、ああぁあッ！　だめだよ母さんまで僕を突とつ破ぱして部屋に入ったらッ!?　そしてどうして母さんは女子高生の輪わの中にそうヤスヤスと混まじれるの!?　あ、じゃあもう僕だけ、僕がこの部屋から、この家から撤てつ退たいします！　そして今日はもう帰りませ……んッ？　って、な、なんで……僕の脚あしを蜘く蛛も糸いとが縛しばって逃にがさないッ!?　ちょ、三さん兆ちよう院いんさんなんですかその表情は！　って初雪さぁん!!　だめですそれだけは！　そんな、精せい一いつ杯ぱい机の後に手を伸のばして……？　はぁはぁ、なるほど、引きずり出した、袋ふくろ、を……？　逆さかさまにして……？　って、ちょ、もうダメですそこでストップ！　そ、そんな、あっあっあっ！　ちょ、もう！　そ、それだけはぁぁあああ……ッ!!」




　──どうでもいいけど、

　僕は『自分が最初に陰おん陽みよう師じになろうと思った時って、どんなだったかなー』とか思い出す度たびに、なぜか軽く鬱うつに入り、変に自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮うかべてしまうという症状トラウマを、この時負ってしまうコトになる。

　それほど、この時の惨さん事じは僕にとって色んな意味で想い出深いものになったのだ。

　みんなも本当に気を付けた方がいいと思う。

　もしかしたら、陰陽師になるというコトは、こういう事件の連続なのかもしれないから。







　　　あとがき劇場




　マイクＯＮ




一いち之の瀬せ「というわけで、あとがき担たん当とうの一之瀬カスミです！」

野の上がみ「……──野上綾あやでーす。わたし達が誰だれだか解わからない人は、先に本ほん編ぺんを読むことをオススメするよ。まあ、このまま読み進めても構かまわないといえば、構わないんだけど」

一之瀬「『あとがきから先に読む派は』の人もいっぱいいるしね。はーい、というわけでついに陰おん陽みよう道どうの二巻が出たんだってよ綾！　すごくない!?」

野上「……──凄すごくはないよ、出るのが遅おそいよ」

一之瀬「だ、だよねーッ！　次は早く出すぞ！　って言っておいてから七ヶ月ぶりって、作者はいったい何をしていたんだいってカンジだけどさ、ここで一通、お便りがきています！」

野上「……──受けて付けてたんだね、そういうの」

一之瀬「実はね！　じゃあ読むよ？　『どうも！　ペンネーム・おかゆまさきです！』」

野上「……──あとがきには普ふ通つうに出てきなよ……」

一之瀬「続きね？　えーと『突とつ然ぜんですが、一之瀬さんと野上さんの好きな男性のタイプを教えてくださいませんか？』って普通の雑談を書いてくんな!!　あたしの好きな異い性せいのタイプは、突つっ込こみが的てき確かくな男かな！」

野上「……──一いち応おうカスミ、答えはするんだ……」

一之瀬「あのさ、それよりも今回は、あたしにも普通に聞きたいコトがあるんだけどさ作者にさ！　『どうぞ、僕に答えられることならば』」

野上「……──もうなんなのこれ。作者はこういうあとがきを書いて恥はずかしくないのかな」

一之瀬「まず最初にさ、なんかこの二巻て、一巻目と比べると、かなり雰ふん囲い気きが違ちがう気がするんだけど、これはなんなの？　……えーとなになに？　『つまりそれは、小説の文体が三人称から、織人の一人称に変わったってコト？』そうそう、それなんだけどたぶん！　これ、こういうコトされると、すんごい戸と惑まどうんですけどこっちとしてはさ」

野上「……──カスミ、さっきからこれ、あんたの一人芝しば居いみたいになってるよ……？」

一之瀬「（なおもお便りをぺらぺらめくりつつ）ええと、『文体の変化には僕も、今回すごく戸と惑まどったんだよッ!?』って、なに逆ぎやくギレしてんだこの作者は！　キチンと答えろ！　そして、そんなコトいうなら続きは綾が読んで！」

野上「……──（カスミからお便りを受け取り）『僕も最初は、この二巻も一巻と同じ三人称で書いていたんだけど、試しに一人称で書いてみたら、戸惑いつつも、なんだかいい感じだったので、つい……』」

一之瀬「『つい』ってなに!?　あんたは小説を『つい』書いちゃうのか！　もっと真ま面じ目めにやれぇ！」

野上「……──、……うーん」

一之瀬「って？　どうしたの綾。続き、書いてないの？」

野上「……──うぅん、でもこれ、続き読んでいいのかな」

一之瀬「は？　え？　なんか、急に読んじゃいけない単語でも羅ら列れつしてあるの？」

野上「……──そうじゃないんだけど……」

一之瀬「違ちがうなら、読んじゃいなよ、作者が書いてきてるんだからさ」

野上「……──『実を言うと、一巻はきっちりプロットを作って、それに沿そって書いたので、きっと三人称になったんだと思うんだよ？　んで、二巻を書いている途と中ちゆうに、ちょっとした思いつきで、編集さんにきちんとコトワリを入れてから、あんまりプロットを作らずに書いてみたんだ。そしたら、自然と一人称になっちゃって……』」

一之瀬「は？　プロットを、作ってない？　ってコトは、書き始める段だん階かいで、ラストがどうなるか解わかってないっていうか、決めてないってこと!?」

野上「……──『ぶっちゃけ、あんまり考えてなかったかも……？』」

一之瀬「だからか！　だからあたしと綾あやはあの時あんなコトになったんだ!?　許ゆるすまじ！　きちんと考えて書いてよ普通に!!　お願いだから！」

野上「……──というか、どうして急にそんなワケのわからないコトをしたの？　……──『実は、ドクロちゃんの一話とかって、まったくプロットとか立てて書いてなくて』」

一之瀬「はぁ、『ドクロちゃん』て、ここでそれが出て来るんだ。まあ、あれにプロットもナニもないっていうのは、解わかるけど……」

野上「……──『あの、ドクロちゃんの一話っぽいノリが、本ほん編ぺんの中にもうちょっと欲しいなぁと思ったら、こういうやり方になっちゃった。いや、全然ナニも考えてないワケじゃないんだよ!?』」

一之瀬「本当に……？　ねぇ、あんたのその無計画さで、わたし達の人生が凄すごい荒あら波なみに揉もまれようとしてるんだけど……」

野上「……──『人の人生とはすべらからく、一いつ寸すん先が見えない闇やみの中にあるのだ』」

一之瀬「しゃらくさいこと言うんだね!?　まあ妖よう怪かいになっちゃった時点で半ば諦あきらめてはいたけどね!?」

野上「……──お便りもちょうどここで終わってるし、今回のあとがきはこの辺にするよ」

一之瀬「え!?　こんなカオスなままで!?　これでナニを納なつ得とくしろっていうの!?　ちょっと綾もなんか言いなよ！」

野上「……──次は『森もり口ぐち織おり人との陰おん陽みよう道どう』の三巻で逢あえたらいいな」

一之瀬「綾が作者とのコミュニケーションを諦めた!?　し、しかたない。今回はコレで引くけど、またお手紙送って来いよこの作者！　じゃあ、今回はこの辺で、それではまた次巻っ！」




　マイクＯＦＦ








おかゆまさき

キングジムから出ているポメラというデジタルメモを使い始めたんですが短編書きの僕には相性がいいらしく今後原稿方面でも活躍の予感が！　草稿とかはもうポメラで充分な感じです。文具のキングジムは他にも役立つおもしろファイルを沢山出していて凄くファンです。今度はぜひ原稿収納ファイルを作って下さい！
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とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
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